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謎の河の秘峰

ギャラ･ぺり(7,151m)
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▲コア舟を担ぐ・男 ▲東チベットの青い目の犬と子供
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ミラレパ伝説

シ東チベットにはラマ

教の高僧ヨーギ・ミラ

レパの手形・足跡を祀

り崇めているのを見る
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レヤル・ツァンポーの

流れもギャラ村の対岸

付近は恰も大正池を想

わせるような穏やかな

流れとなる。
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似BCからは、ヤル
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にナムチャバルワ山

塊が眺められた。
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最後の 玉峰

ナムチヤバルワ(7,782m)



▼ナムチャバルワ北面とヤル・ツァンポーの流れ

！



序

〃はるばると来つるものかな〃という思いが深い。私にとって、ヒマラヤというものが現実の目標とし

てとらえられたのは1964年であるから20年余の時が流れている。この間、とりわけ心を動かされてきたの

は、ヤルツァンポ大屈曲部であった。ナムチャバルワとギャラ・ぺり。けれど、この二つの山は、政情も

あってはるかなまぼろしのような存在に近かった。いつの日か、この両巨峰を現実の目標としてとり組む

などとは考えられもしなかったのである。

まぼろしがまぼろしでなくなってきたのは、80年あたりからであったろうか。83年になると、もうはっ

きりと時期を特定するまでになってきた。とりわけナムチャバルワは、至上のものとしてHAJの歴史に

刻みこまねばならないものとして位置づけられるに至った。ギャラ・ぺりは、ナムチャバルワに続く道程

に欠かせないものとして考えられた。ギャラ・ペリに到達するアプローチは、別に事細かに報告されてい

るので省くが、HAJの20年に及ぶ蓄積が結晶した記念碑とも言える登山であったと思うのである。これ

まで多くの未踏の頂にHAJの足跡が記されてきた。いつの山であっても深くかかわってその珠玉を手に

した喜びを頒ちあうことができたのは幸せであったと思うが、とりわけギャラ・ぺりに関しては感慨深い

ものがある。

山に至るアプローチも永かったけれど、山そのものの技術的困難性も第一級のものであった。よくぞ千

載一遇の機会を確実に生かし得たものと隊長はじめ隊員のすさまじいまでの迫力に感嘆するのである。ギ

ャラ・ぺりに対する思いのたけが測り知れぬ力となって表現されたのだと思う。

深いゴルジュの彼岸には更に大きな夢が存在している。ナムチャバルワに注がれる世界中の登山者の熱

っぽい視線は渉外にあたる中で痛いほど感じられる。そして、またぞろ動きだしたわが国特有の妖怪変化

のみにくい動きすらちらつくのである。

先発とは言えないHAJであるがナムチャバルワへの道程は歩、一歩と着実に進めてきたつもりである

し、既に動かし難い歴史の事実も確保している。ナムチャバルワに挑む日がくるのは確実であり、遠い将

来などというものではないことを断言できる。

ギャラ・ぺりを登りながら、そして、ギャラ・ぺりを去る時に彼岸に注いだ熱い心のたぎりを隊員諸氏

はいつまでも持続してほしい。山は、思い入れによって自らの心に引き寄せられるものである。

未踏である無しは、ことナムチャバルワに関しては全く問題にする必要はない。要は、私たちがつみ重

ねてきた歴史と登り方の思想、人間の結集などに照らして忠実であるかどうかである。この国の登山界の

一部に存在する許せないものを許してのナムチャバルワであってはいけないのである。

ギャラ・ぺりの成功にあたってこのことをあらためて確認し、また明日から果てることのない夢を追い

続けて行こうではないか。

1987年7月

日本ヒマラヤ協会

専務理事稲田定重



ワンチャンスのギャラ･ペリ

隊長飛田和夫

10月31BC2，7:10，362度、脈80、くもり、昨夜は良く眠る事が出来た。今朝は、8:00頃まで

シュラフに入っていた。

8：35アタック隊より、前夜の打合わせ通り、6：15，C3出発。

8:30AC、快晴・微風、高所滞在が長い為か行動がイマイチ。

10:00BCと交信、天気はくもり、C2は一面のガス。小雪が降ったり止んだり。

その後の交信が入ってこない。一体どうなってしまったのか、前日の最高到達点からはどうなのか？。

＜･･…･…略………＞

15：03アタック隊より、山頂直下10米程、前回の最高到達点より5P、350米登った。ラッセル、ク

レバスとクレバスの間を通って行動。最後までギャラ・ぺりには苦労させられる。

ONになったままのシーバーからやっと声がきた。とにかく苦労している様子だ。昨夜の話しでは山頂

に14時頃、それ以上費やした時は引き返す………。あと10米程、もうすぐだ。頑張ってくれ。

16:00BCと交信、まだ連絡が入らない。

15：03であと10米程、遅い、どうしてしまったのか、3人共じっと待つしかない。

16：35アタック隊より、15時の地点より3Pで頂上稜線に出た。最後の1Pは垂直に近い。もう直ぐ

だ。シーバーからは荒い息使いと風の音。

もう、本当に山頂だろうか、時間が遅い。帰路の心配がよぎる。

16：57アタック隊より、16:55山頂に立った。風が強い。視界があまりない。一応写真を撮る。

やっと立ってくれた。3人で握手を交す。やってくれた。帰路の時間を計算する。

AC20:00，C321:00～22:00頃か。

今は19：30頃暗くなる。早くACに辿り着いて来れれば。ACに入ればもうC3まではすぐだ。ピーク

に立った嬉びより早くC3へ。

19:00BCと交信。吉報を知らせる。

19：20アタック隊より、17：15山頂を出発。19:20ACに着いた。C3へ下る。

やった。以外に早くACに着いた。上部はフィックスも無いのでもっと時間がかかるのではないかと考

えていたが。

外は暗くなりかけている。夜のトバリはもうすぐだ。20：30頃には尾形登鑿隊長の元気な声を待ってい

たが。シーバーを置いたり、持ったり、を繰返す。天気は悪い。

21：2321：05に3人無事C3に到着。暗闇の吹雪の中、やっとC3に入った。との事。

長い一日が終った。心身共に疲れたギャラ・ぺり峰にピリオドを打った。夜は興奮の為寝つかれそうも

ない。(1986.10.31日誌より）

10月29日第1回目アタック。尾形、橋本、今村。30日、第2回目アタック。飛田、太田、藤原と失敗

し、尾形、橋本、今村による再度の第3回目のアタックで、日程的にも、寒気が吹きすさむ時期的にも、

最後に残されたアタックだった。

東チベットに入り、大湾曲部が始まるヤル・ツァンポー河を挾み、世界最高の未踏峰ナムチャバルワと

対時するギャラ・ぺり。地球上で残り少ない7,000mの未踏峰と未知の地域。7,151mの手付かずの真白

な頂きと探検的な要素があったギャラ・ぺ'ﾉを目指せた事は望外の幸せであり、今回逃したら絶対に再度

のチャンスはありえない峰、ギャラ・ぺり(7,151m)だった。
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渉外経 緯

山森欣一

☆中国を目指して

8,000m峰の初登頂が終わり、魅力ある7,000mの未踏峰も残り少なくなった時代のヒマラヤでは、様

々な型の登山が試みられている。「自然へ還る」いや「ハンディキャップ」だと視点は違っても、結局は

登山をスポーツ的に把えようとするのが現在の大勢である。

そのような流れの中にあって、インド、ネパールなど南からのヒマラヤにおいて、長い時間をかけて

「未知への憧れ」を実現させてきた日本ヒマラヤ協会にとって、次なる目標は、ヒマラヤ山脈の北に広が

る中国であった。

中国を代表するもの、それは高原と砂漠、河と森林そしてそれらを継ぐ公路である。中国の山登りは、

ジープで高原を走り、ラクダで砂漠を越え、舟で河を渡りそしてナタとノコギリで道を切り拓きながら入

山する。そこには、日本ヒマラヤ協会が一つの柱とする「未踏査」地域があり、そこに行き着く過程は、

様々な角度から「困難」の連続であると云えよう。

☆秘峰を／

ナムチャバルヮ(7,782m)やガンケル・プンスム(7,541m)が未踏峰の王者とするならば、さしずめギ

ャラ・ペリとクラウン（7，295m)は、人知れずひっそりとたたずむ「秘峰」であった。共に片やナムチャ

バルワの北に、一方はチョゴリ(8,611m)の北にあり標高も低く二次的な位置づけをされていたのであ

る。発表された写真もギャラ・ぺりは二枚、クラウンは一枚だけ。前者は、F・ベィリーやK・ウォード

らか、後者はE・シフ･トンが入っただけであった。共に未踏査の匂いの強い地域である。

1983年3月、日本ヒマラヤ協会は初めて中国登山協会を訪問し、今後の中国における活動について協議

した。稲田專務理事と私は、この一週間の滞在の中で、私達の会を理解していただくことに最大の努力を

払った。ともすると性急になり勝ちな私達の交渉を、中国側は緩急折り混ぜて相手をしてくれた。この初

回の協議でクラウン峰の許可をいただいた。（登山隊の報告書は－砂漠の涯の遠き頂き－として刊行され

た）

ギャラ・ぺりについては、中国側との合同登山を申し入れた。しかし、この当時の合同に対する中国登

山協会の考えは、経験の多い隊員が少いこともあってか消極的であった。だが私達としては、何としても

この登山を実現する必要があった。このため6月、11月の訪中、或いは、7月から8月にかけて招請した、

中国登山協会代表団の来日の折りをみて、重ねて協議を続けていたのである。

ところが翌1984年1月になると、京都大学と同志社大学の京都グループにナムナニ（グルラマンダータ）

－ 9 －



峰の登山許可が降りたことが判った。私達もかねてから西ネパールから普蘭（|日タクラコット）を経てナ

ムナニ峰、カン・リンポチエ峰（カイラス）からラサヘ抜ける計画を申請していただけに衝撃であった。（詳

細はヒマラヤ156号参照）このため、計画を練り直して中国内だけのルートによるナムナニ、カイラス偵

察を申請し、あわせて、ギャラ・ぺりの偵察も1984年に実施し、本隊を翌年春に派遣すべ<申請書を提出

したのである。

☆三者合同隊実現せず

これに対して中国登山協会史占春副主席より、日本側からギャラ・ぺりに申請の出ている、日本ヒマラ

ヤ協会、大分県山岳連盟、神戸大学の三者が合同で挑戦してはどうか？との提案がなされたのであった。

勿論どの組織も単独で実施するために計画を提出しているのであるから、合同となると二の足を踏む。

まして三者となれば相当の覚悟が必要である。だが、周囲の情況は単独を許さないものがあった。私達は

早速、大分県山岳連盟と連絡をとり、合同の受皿作りを進めたのであった。

折しも、ナムナニの協議のために7月に史占春副主席が来日するとの情報を得て、史占春氏を交えて三

者が京都に於て協議すべ<設定したのである。7月18日京都にて行われた四者会談で神戸大学は合同に同

意しなかった。更に三者にて協議をすすめる史占春氏に応えて、8月に東京で協議の場を持ったが、神戸

大学は欠席し回答もなかった。苦慮した稲田専務理事が電話にて確認したところ、神戸大学には合同の意

思は無いとの回答であった。ここに至って日本ヒマラヤ協会と大分県山岳連盟は、この協議の経緯を報告

すると同時に、二者による合同ギャラ・ぺり登山を申請し、中国登山協会から承認されたのであった。

☆偵察隊の派遣

11月には、大分から伊東亨氏（大分県山岳連盟海外登山実行委員会委員長）が上京し、遠藤登副会長宅

にて山森、尾形両常務理事と、偵察について協議した。大分岳連は、1985年にチベットのニンチンカンサ

(7,191m)峰に登山隊を派遣し、秋には東チベット、ヤルッァンポー沿いにトレッキング隊を出すとの

ことであった。

1985年7月には、稲田、山森が北京からラサを訪問し、具体的にこの秋のギャラ・ぺり偵察(4名）に

ついて中国側の了解を得た。帰国した山森は、大分に飛び偵察隊について協議を行った。大分側からは、

首藤副会長、伊東氏らが出席、翌日には偵察隊員である安東洋一、上野巧両氏と伊東氏を交えて、偵察に

ついての分担を行った。その結果、食糧については大分隊のトレッキング班で賄えるのでそれを利用し、H

AJの装備を使用することで合意した。
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この時点で大分としては、偵察隊をトレッキングに便乗させて経費の軽減をしたい意向であったが、ト

レッキング隊は、ムツゴロウ撮影班を同道することや、時期が9月下旬になることなどからHAJとして

は、あくまで偵察隊は独自に出すことが本隊の成功につながるとの考えであった。

この段階で伊東氏から「大分岳連としては、本年度のチベット遠征推進中なので来年度ギャラ・ペリ計

画はもとより、本偵察についても岳連としての決裁はなされていないが、幹部は了承しているので心配し

ないで欲しい」との話があった。

こうしてHAJ側は山森とK2登山に参加している熊田雅史の2名、大分は安東、上野の2名、山森が

隊長を引き受けていることで合意した。しかし当初から大分側の偵察に関する意気込みは、不たしかなも

のであった。結局、その後、安東氏は休暇がとれないことを理由に8月に脱落し、上野氏も大分側の経費

の負担の問題などから、偵察隊を止めてトレッキング隊に参加した。

HAJ側では、K2に参加していた熊田が帰国直前にヘリコプターで運ばれる事故となり、8月中旬急

拠、インドから帰国したばかりの三浦敏弘をくどいて、山森、三浦の二名による偵察隊を派遣することと

なったのである。

☆単独隊で実施へ

偵察から帰国し、報告書をまとめたのは12月に入ってからであった。その後12月に稲田、山森が北京の

CMAを訪問した折りに、CMAからギャラ・ペリ本登山について1月中に実施計画を提出するよう求め

られた。これは、特殊な地域のためポーター手配等早急にする必要がある等のためでもあった。ところが、

大分岳連は、ニンチンカンサの登頂に失敗したが、更に1986年春に再挑戦したい旨CMAに依頼している

ことが判明した。このため、CMA側としては、本当にHAJと大分岳連合同隊が可能なのかをも考慮し

たものと思われた。そこで、HAJとしてはCMAに確認したところ、「既に許可を出しているのである

から、合同隊でも、単独隊でも構わない」との見解であった。

帰国後、HAJとして正式に大分岳連に対して1986年ギャラ・ぺり登山に対する提案と意思確認を行っ

たが、2度の文書による照会にも回答がなく、CMAから要請されている計画の提出時期が大幅に遅れる

ことになるため、1986年2月8日に最終文書にてHAJ側の考えをあきらかにして、大分岳連との合同を

あきらめ、単独実施に踏み切ったのであった。

本登山が、最後まで根張り強く頂上に固執できた裏には、このような実現に至るまでの経緯を充分に知

り尽した隊長や登塞隊長の信念があったからに他ならない。

（注：文中登場人物の役職名は、その当時の役職を記しました｡）
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▲ツァンボーの渡河には、50年前と同じ渡し舟が使われていた。

〔はじめに〕

－ヤル．ツァンポー河は世界で最も山岳重畳とした

困難で荒涼たる地帯を縫って、南チベットの最も

開けた地方をぬけて真東に流れているc－これは

「ヒマラヤの謎の河｣の一節である。ヤル･ツァン

ポー河は、今や「謎の河」ではなくなったが、大湾

曲部だけは依然として「謎」である。その大湾曲

部に、この大河「ヤル。ツァンポ」を挾んで二つ

の注目すべき未踏の高峰がある。南にナムチャ･

バルヮ、北にギャラ・ぺりである。ナムチャ･バ

ルワは既に中国隊が二度にわたり登頂を試みたも

のの、現在もその頂を明け渡していない。そして、

もう一つのギャラ･ペリは、試登はおろか写真す

らほとんどないのである。

HAJでは、国内の他会との合同で来年に登山

隊を派遣すべく許可を取得した。ギャラ。ぺりは、

チベット解放後はじめて登山者を受け入れること

になったのである。今回の偵察は4人で実施する

計画であったが他会の都合により、HAJのメン

バー2名によってその西面側が探られた。以下は

その概要報告である。

〔北面・東面を断念する〕

9月10日、東京を発った三浦と私は、北京、成

都と飛行機を乗り継ぎ12日にラサに入った。成都

からの機内では、ナムチャ、ギャラの両峰の雄姿

を充分に見ることができ心は早やくもヤル・ツァ

ンポーヘと飛んだ。ところが登山協会からの迎え

が来ない。止むを得ず市内行きのバスに乗って行

くと車が長蛇の列に作って止っていた。事故らし

いとの話が伝わり、先頭まで行ってみると、その

事故車は我々を迎えに来た香山協会のパジェロで

あった。パジェロの左側ドアはトラクターの車体

に張り付き運転者は即死であった。

最初から縁起の良くない出だしであったが、ラ

サでの準備を終えて15日には林芝へ向った。ラサ

から東へ約150km行くと標高約5,000mのメラ峠

を越える。この峠の周辺にはヤクを追う遊牧の民

がいた。峠を一気に下り清流が目につきはじめる

と、標高約3,300m付近から大きな木が目立つよ

うになり、行き交うトラックもほとんどが木材を

積んでいる。ラサから8時間ほどで「八一鎮」に

到着した。風が強く砂塵が舞う中、体育学校の宿

舎に入る。チベットの登山協会はもともとこの地

にあったらしい。北京の許競先生の指導の下にラ

サの貢布先生らもこの学校の建設に携わったとの

ことである。

翌日は林芝に向かった。八一鎮から車で20分も

行くと、この地方の中心地である「林芝」である。

ここでギャラペリ北面や東面の情報を集めている

と、驚いたことにその内の一人が、ノイスが編集

-－12－



承認が必要なためである。松林や白樺の続く素晴

らしい道を走ると、この付近ではとてつもなく美

しい米林となる。チンコー酒を一杯飲んで、抓へ

向かう。ヤル・ツァンポー右岸の道は下流に進む

にしたがって徐々に細くなり、右側から幾本もの

川が合流し、水流の浅瀬を探しながら、ジープと

トラックは走る。

八一鎮から1501mほどで派（ぺ）に到着。派で

この地区の責任者に偵察の目的を話し、協力を依

頼する。この先「大渡-k」で左岸に渡る舟がある

とのことなので出発する。道はかろうじてあるよ

うな場所であるが、「ニディン」の部落まで行く

と全く渡河できるような水量ではなく「ぺ」で渡

らなければならない／とのこと。我々は結局彼等

の「塩」を運ぶために来たようなものであった。

再びぺに戻り前後策を協議する。結局明日この

抓区の幹部が一緒に左岸に渡り、馬やポーターの

手配をすることになる。中国登山では通訳の占め

る比重は大きい。連絡官と通訳と隊長がうまく連

携をとれる状態でないと行く先々で不都合が生じ

る。今回の通訳は、21歳の大学生であるが私達と

は馬が合った。連絡官はチベット人であるが、チ

ョモランマから下山したばかりなのと、連絡官と

しては初めての隊であるため、少々とまどいがあ

ったようだ。酒の大好きな人である。

9月18日、昨夜は満天の星空だったので好天を

期待したが本日もどんよりとした空で今にも降り

した「WorldAtlasofMountaineering」に載っ

ているギャラペリの写真と全く同一のものを持っ

て来た。聞けば1983年2月に自分が撮ったものだ

と云う。勇躍東面をめざして林芝を後にし、「東

久」へと向かう。途中4,700mの峠を越えて、ア

ルプス風の谷「ルナング」を経て、北面の村である

東久に着く。既に標高は2,570mまで下がっている。

打合わせでは、我々が目指す北面は全く人が入

っていないこと。東面は「門仲」までは行けるが、

荷を運ぶ人を集めるのに4日間必要。キャラバン

は道を切り拓いて、はいつくばって往復10日間必

要であること。来年の本隊時でもポーターは30名

位集めることはできる。等々、偵察期間の短かい

我隊にとっては誠に残酷な状況であった。ここで

も再度東面の写真を見せられ、心は早やくもその

姿に引きつけられてはいるものの、偵察隊の任務

と来年本隊時の状況を考えると、到底東面に入る

ことは不可能（4人であれば何とか分散できた.〃

と後悔する）と判断し、東面行を断念した。

〔;爪からBHまで〕

東久から再び八一鎮に戻った我々は、17日小雨

の中を「抓」に向かった。公安局でヤル・ツァン

ポー河の橋を渡る許可書をもらい南へ下る。1時

間ほどでヤル・ツァンポー河を渡り更に上流に向

かい、狐を所轄している「米林」に行く。これは、

抓付近で馬やポーターを手配するためには、県の

ギャラ・ペリ氷河（仮称)橿念図

セ
印

白水社刊「ヒマラヤの高峰」より
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▼飛行機からのパノラマ
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出しそうである。10時にはヤル･ツァンポー河岸

に行き舟を待つ。向こう岸に舟が二隻見えるが、

なかなか来ない。2時間待ってようやく舟が来た。

馬や自転車が乗っている舟は、丸木舟を2つ横に

つないだ簡単なものであった。12人と約500kgg

どの荷を乗せて10分間ほどで左岸に渡った。

連絡官とぺの幹部が村へ馬を呼びに行った。結

局彼等が帰って来たのは5時間後であった。4頭

建ての馬車に荷を積み、ジープ－台位は通れそう

な道を1時間ほど行くと「ティンベ」村であった。

猫の額ほどの草地にテントを張り、夕食をしなが

ら、村の幹部達と話し合う。

ここで判ったことは、①この地方は定量経済な

ので人（ポーター）を集めるのは困難。②人は荷

を担いでも15kg｡③人を集めるのには通知を出す

ために時間がかかる。④ギャラ・ぺりとは呼ばな

いで普通は「ギャラツェドン」と呼ぶ。⑤途中か

ら馬は使えず人が運ぶ。⑥道がないのでガイドを

連れて行く。彼はギャラツェドンの近くまで行っ

たことがある。

9月20日、11時過ぎに馬が10頭来た。落葉樹の

中をのんびりと進み、途中スースンの部落を経て

15時過ぎ本日の泊り場タリンに到着｡標高約3,000

m。我々のポーターにインドへ逃げてビルクッパ

に25年いたチベット人がいた。母親がスースンに

いて年老いているため、カトマンズ～ザンムー経

由で2年前に戻って来たと話す。母親が死んだら

再びインドへ戻りたいとのことであった。ラサの

博物館には、インドから舞い戻った人々の統計が

あったが実態はどうなのであろうか。

21日、昨夜から12時間雨であった。ここで荷物

が多すぎて運べない（人がいない）と申し入れが
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▲BC付近からのナムチャ・バルワ主峰北面
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あり食糧を中心に荷をデポした。(BHから取り

に来る約束)13時半馬で出発。15時半チュベでキ

ャンプとなる。一軒だけ家があり多分左岸では、

ここが最後の人家である。

22日、久し振りに雨が降らない朝であった。ヤ

ル・ツァンポー河は、ナムチャ･バルワとギャラ

･ぺりの支尾根によって曲がりに曲っている。10

時40分に出発し、雑木の多くなった踏み跡を探し

ながら進み、15時キャンプ地着。完全に林の中で

ある。夕方木々の間からようやくギャラ．ぺりの

雄姿を垣間見ることができた。下部の岩壁が異様

に強調されて見える。

23日、朝8時で8℃標高2,810m｡9時30分出

発○踏跡が完全になくなり、鉈目を親りに雑木を

払いながらの前進である。沢に出合えば立木を倒

しての橋作りで1時間はかかる。昼は2時間お茶

を湧してじっくり休む。歩けば15分で30分休む。

これの繰り返しで背負っている隊荷は15kg。泣け

てくるキャラバンである。ポーターの焚火の煙に

刺激されて、上の岩壁にある巣から大

型のハチが飛んで来て大騒ぎだ。連絡

官やコックも顔や頭を刺された様子。

16時過ぎギャラの対岸付近のカルカで

キャンプ。。

24日、昨日はキャンプ地に着いてか

らポーター側から様々な要求があった。

①ここまで道が悪く疲れたので明日は

休み、②明日行くなら1日分給料をく

れ、今日はBHに着くとかで意外に早

く9時過ぎに出発したが、結局は15時

50分水のある沢に出た所でキャンプ(20

時迄明るいですよ）

25日、相変わらずの雨。相変わらず

の要求。面倒くさいので10時過ぎに一

言蝿行こう〃と言いテントをたたむ。

11時40分出発。自分の荷物をデポした

りして、今日は本当にBHに着くつも

りらしい。雑木も激しくなり伐採しな

がら進み16時沢に出る。橋を架けてい

る内に、「ここまでの約束なので帰る」

と云う。止むを得ず、下に見える河原

をBHとする事にしてそこまで荷を連

朔'や､
鞠

ばせる。連絡官の説明では4人を残してデポした

荷物の荷上げに従事させると云うので了承した。

〔偵察活動〕

BHで休養をとった後27日には、連絡官、コッ

ク、通訳の5人で上部のルート偵察に向った。踏

跡がある雑木と竹林を過ぎると、突然シダ類の密

生する広場となる。ここは大きな獣が遊んだと思

われる跡があり気持ちが悪い。あちこちと迷いな

がら獣道を拾いながらようやく、下の河原が見え

る所まで出る。ところがここから河床へ降りるた

めには、背丈が2～3m位あるトゲの木の密生し

た林を切り拓らかなければならなかった。

翌日からルート整備と荷上げを2人で行う。こ

の頃、対岸のギャラ村から猟師が4人と犬が8頭

登ってきた。熊を撃ちに来たと恐しい事を言う。

通訳は、我々が上部に行っている間に猟師が子熊

を担いで来たと報告。

9月30日に10日間分の食糧を持って2人で上部

史哩･聯

▲ヤル・ツァンポー河の流れ
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へ移動した。更に氷河上約3,550mに今回のBC

を設営した10月2日には、天候は完全に好天に向

かい偵察期間中持続すると云う幸運に恵まれた。

10月8日には、充分とはいかないにしても、一

通りの登路偵察を終えてBHに帰幕した。

ギャラ・ぺり西面に喰い込む氷河〔仮称・ギャ

ラ・ぺり氷河〕は氷河としての規模は小さい。こ

の氷河は、ギャラ・ペリ西峰（双耳峰である）か

ら西に延びる稜線を経てセンダンフ。－(6,309m

となっているが、空から見た印象などを加味して

ギャラ。ぺりより300～400m程度しか低くない

のではないかと思う）となり、更にセンダンフ。－

から南東に延びる稜線と、ギャラ・ペリ主峰の途

中から南に延びる稜線に囲まれ、馬蹄形状を成し

ている。主氷河の中央部の幅をロープで測ってみ

たら約300mであった。

ギャラ・ぺり西面は、双耳峰となる主峰南稜と

西峰にかけて傾斜の強い岩壁層を形造っている。

この中に何本かの稜があるが、ルートとしては、

主峰南稜上に突き上げる2本を予定ルートとして

偵察した。南稜上に出た所からは忠実に南稜を辿

り頂上直下で西峰へ続く稜線に出て頂上へ至るこ

とになるだろう。

センダンプー峰については、空から見ても大き

な山と云う印象であったが、実際にその下に立っ

てみても、ギャラ・ぺりと800m低い山とは到底

信じられないほど立派な山姿であった。特にその

南東面は純白な雪一色であった。登肇に価する山

と云えるだろう。

ナムチャ・バルワ峰北面についても触れなけれ

ばならないだろう。頂上から北西面に長大な尾根

が出ているが、この稜線上には立派なピークが4

つほど見られた。主峰は西面側から見た頂上岩壁

が立派な三角錘であるのと同様に北面側も三角錘

状となっている。北面側には大きな氷河が見られ

るが、残念ながらペマコウチュンまで隊荷を輸送

するために空輸以外には考えられず、現状では北

面からの登山は困難であろう。

[BCからラサまで〕

好天気の到来と共に少し樹々も紅葉し始めた10

月8日、BCを撤収しBHに下った。9日夕方に

はギャラ村から10人（女2人）のポーターがやっ

て来た。翌日には村の対岸まで下り、11日にはヤ

ル・ツァンポー河をイカダで渡りギャラ村に入っ

た。ギャラ村は12家族61人が住んでいる。この河

の最奥の部落である。穀物の集積場の広場にテン

トを張った我々は、見せ物の様なものであった。

16－
▲ギャラ・ぺり西壁

（右手前の稜が第一候補ルート）



10月12日、村の住民の半分位が、村はずれまで

我々を見送ってくれた。対岸の道に比べるとまる

で天国の様な道を進む。樹々はすっかり色づき、

時折り河床に近づく所では、丁度秋の上高地、徳

沢の様な雰囲気である。一ケ所岩壁帯に道が拓か

れており、ここの通過では馬から荷を外し人が運

ばなければならなかった。午後4時過ぎ大分県の

トレッキング・チーム6人がキャンプしている場

所に到着し、我々もテントを張った。

翌日は長い道程となった。途中キイカルの部落

の手前から雲の間にナムチャ・バルヮが見えた。

手の届きそうな所に聟え立つ雄姿に感激する。往

路にデポした荷物が結局はBHに上がらなかった

ため、BHから下山する日から昼食は抜きになっ

ていた。この日は結局出発してから11時間後の20

時半に真暗なぺに到着した。

10月15日ぺの招待所を出発。途中大分隊のキ

ャンプに寄りムツゴロウ先生に逢う。米林県に立

寄り副主席等数名の幹部に逢って、来年の登山に

ついての協力を依頼する。翌日は紅葉の一段と美

しくなった道を走り（ジープのスプリング板が折

れて3時間待ちとなったが）少々雪の積った峠を

越して、20時50分ラサの招待所に到着した。

〔おわりに〕

灘
，：操

§

鷺
､竃
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ギャラ・ペリ登山を左右する第一の要因は、ヤ

ル・ツァンポー河の水位である。ラサ、八一鎮、

林芝、米林、狐、その他この左右両岸の住民達の

渡河時期に対する意見は一致しない。今回の偵察

の結果から推定して登山時期を決定しなければな

らないが、年によって当然時期のズレがある事を

前提としなければならないだろう。

第二は、ギャラ・ぺり周辺の気候である。基本

的にはモンスーン気候ではないか？と考えて見た

が、これも甚々資料不足である。雪の来る時期や、

積雪量についてもまちまちの回答であったが、11

月には南面、西面に雪が到来するようである。

第三は、ポーターである。ネパール、インド、

パキスタン等と違って、ポーターは県の命令によ

って動き、荷を担ぐ習慣がないのである。そして

人口が圧倒的に少い。100人のポーターを同時に

雇用することは困難である。

その他動物や植物による被害も予想されるが、

山自体は四方から可能性のあるルートが頂上へ続

いており、登山隊にとっては魅力ある山と言える

だ ろう ｡( 山森 欣- )

日本ヒマラヤ協会倖村白串偵察隊

1985.9.10～10．24（45日間）

隊長山森欣一隊員三浦敏弘

鷲

▲ギャラ・ぺり西面（右が主峰）



Ⅱ拉白里峰偵察1985年
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加拉白里登山計画
1986年

-GYALA-PERI7,151m-

趣
邑
日

日本ヒマラヤ協会は、1967年の創立以来、高地

アジアの山々を対象に連続的な登山と調査・研究

活動を実践しながらこの分野をリードし、その発

展に尽力してまいりました。

このたび、私達は地球上に残された最後の輝き

とも云うべき、東チベットのヤル・ツァンポー河

大湾曲部に聟える未踏の高峰、加拉向串峰（ギャ

ラ・ぺり、7,151m)に登山隊を派遣することに

なりました。

チベット西部の聖地・カイラス山の麓付近に源

を発したヤル・ツァンポー河は、チベット高原を

束流し、やがてチベットの東で突然流れを南西に

転じる大湾曲部を成し、その名をブラマフ・トラ河

と変えてインドのアッサム平原へと流れ落ち、さ

らにこの悠久なる流れはバングラディシュを通っ

てベンガル湾へと注いでおります。

1913年にこの地を訪れたEMベイリーは、そ

の書「ヒマラヤの謎の河」の中で、－ヤル・ツ

ァンポー河は世界で最も山岳重畳とした困難で荒

涼たる地帯を縫って、南チベットの最も開けた地

方を抜けて真東に流れている。－と記しており

ます。この河も今や「謎の河」ではなくなりまし

たが、大湾曲部だけは依然として「謎」のままで

す。この大湾曲部にツァンポーの大河を挾んで二

つの垂誕の高峰が対時しております。南にナムチ

ャ・バルワ、北にギャラ・ぺりの玉峰がそうです。

ナムチャ・バルワは既に中国隊が二度にわたり登

頂を試みましたが、未だその頂は明け渡されてお

りません。そして、もう一方のギャラ・ぺりは、

試登はおろか写真すら殆ど無いまま深いベールに

覆われてきた秘峰であります。

本会では、長年にわたる中国登山協会及び西蔵

登山協会との継続折衝の結果、この秘峰の登山許

可を取得することができました。本会では、今年

の本隊派遣を前に昨秋、2名の偵察隊を派遣し、

同峰の西面側をつぶさに偵察してまいりました。

本隊では、偵察結果をもとに南西面から攻略する

計画であります。

地球上に残された7,000m台の未踏峰も数少な

くなった現在、この好機を最大限に活用して、目

標とするギャラ・ぺり峰のみならず自然科学、人

文科学上深い興味力;もたれるこの地域について様

々な成果をもたらす所存であります。

何卒、本登山隊の趣旨を御理解の上、皆様の絶

大なご支援を賜りますようお願い申し上げます。

－19－



計画の概要

1．隊の名称

HAJチベット（ギャラ・ぺり峰)登山隊

HAJMt.GYALA-PERI(XIZANG)Exp.1986

（略称)HGE-86

2・目標の山

中華人民共和国西蔵自治区内

加拉白里峰（ギャラ・ぺり峰）

Mt.GyalaPeri(7,151m)

3．登山期間

1986年9月1日～11月21日（82日間）

4．目的

1）ギャラ・ペリ峰の初登頂

2）ヤル・ツァンポー河大湾曲部の探検調査

3）中国登山界との親善交流

5．主催

日本ヒマラヤ協会

6．後援

（社）日中協会

7．隊の構成

隊長飛田和夫

隊員5名連絡官1名

通 訳1名コック1名（計9名）

8．留守本部

〒160東京都新宿区高田馬場3－23－1

淀橋食糧ビル506号

日本ヒマラヤ協会窓03-367-8521

9．現地連絡先

中華人民共和国西蔵自治区拉薩市沿河路

中国西蔵自治区登山協会

窓22981

日程概要

9月1日成田発→北京着(JAL-781)

2日北京滞在

3日北京→成都(byAir)

4日成都→ラサ(byAir)

5日～7日ラサ滞在（隊荷整理）

8日ラサ→八一鎮(byジープ、トラック）

9日八一鎮→ペ(byジープ．、トラック）

10日～13日ぺ滞在（ヤル・ツァンポー河の

隊荷渡し）

14日ティンベ→チュベ

15日チュベ→ギャラ対岸

18BBC建設

20日

｜童山鰯…，1

11月3日

6日BC撤収、帰路キャラバン開始

14日八一鎮帰着

15日八一鎮→ラサ着

18日ラサ→成都(byAir)

20日成都→北京(byAir)

21日北京→成田(JAL-782)
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加拉白里峰概要

加拉白里峰は、ラサの東京約375kmの北緯29.

49'、東経94.59'の所に位置する。

「謎の河」として知られるヤル・ツァンポー河

の探検踏査にこの地を訪れたF.M.ベイリーは、

加拉白里峰を望見した時の模様を次のように書き

記している。

「ミピの下から、その匹敵者ナムチャ・バルワ

に半ばかくれて見えていた雪のピークは、今、そ

の威容を眼前にあらわした。ギャラ・ぺり、7,151

mである。この山自体、世界の巨峰であることは

もちろんであるが、さらに驚くべきことは、ナム

チャ・バルヮ、7,756mとの距離はわずか20.8キ

ロであり、ツァンポー河は両者の間、ギャラ・ペ

リより4,267m下、ナムチャ・バルワより4,877

m下を流れているという事実であった。これはグ

ランド・キャニオンにおけるコロラド川のように、

驚くべき水の力を示すものといえよう｡」

このツァンポー大湾曲部側からの加拉白里峰は

主峰と西峰からなる双耳峰として眺められる。

主峰南稜と加拉白里峰の西に聟えるセンダンフ°

-(6,700m)南東稜の間には、ギャラ・ぺり氷河

が食い入り、この氷河の上部に立ちはだかる主峰

南稜と西峰にかけての西壁は、傾斜の強い圧倒的
な岩壁層を形造っている。

今、本隊の計画は、昨秋の偵察隊の報告から、

北面、東面のルートはアプローチに於けるトラン

スポートの問題があって難しいようなので、この

西壁から主峰南稜上に突き上げる稜にルートを取

る予定である。

舘劇'

東▲南東面からのギャラ・くり全容(WorldAtlasofMountaineeringより）
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▲「ヒマラヤの謎の河」（あかね書房）より転載

－23
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口II

謎の河の白い山

ギャラ・ぺり登山を終えて

登頂日記

機会は瞬時に過ぎ去った

ヤル・ツァンポー西・東

ティンベ村の交差いとこ婚と

ギャラ村の家族婚

ギャラ・ぺりの気象

ヤル・ツァンポー河大湾曲部調査

チベット登山の現状

英文サマリー

中文サマリー

登山隊員・行動表
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謎の河の白い山

プロロー グ

チベットの西部、聖地カイラス山の近くに源を

発したヤル・ツァンポー河は、チベット高原の世

界で最も山岳重畳とした荒涼たる大地を約1,500

km東流した後、突然流れを南西に転じて大ヒマラヤ

の主軸を貫き、アッサムの平原に向けて南流する。

アッサムに入ってその名をブラマフ°トラ河と変え

るこの大河は、さらにバングラディッシュを流れ

てベンガル湾へと注ぐ。その流れは、源流から約

2,900kmもの万里行をなしている。

前世紀迄は、このヤル・ツァンポー河とブラマ

プトラ河が同じかどうかハッキリ解明されず、ヒ

マラヤの「謎の河」とされていた。

何故、「謎」とされたかと云うと、それは、こ

のヤル・ツァンポーとブラマフ｡トラのつながり部

分、即ち、「グレート・ベンド」と称される大湾

曲部が非常に深い峡谷を成しているために誰も近

づけなかったからである。

この謎を秘めた大湾曲部にツァンポーの大河を

挾んで2つの高峰が対時している。南（内）側に

ナムチャバルワ(7,782m)、北（外）側にギャラ・

ペリ(7,151m)の玉峰がそれである。

ナムチャバルヮは、世界の未踏峰の最高峰とし

て世界のヒマラヤニストが虎視眈眈と狙っており、

これ迄中国隊によって3度にわたり偵察・試登が

－27－

行われたが未だにその頂は登られていない。

一方、この対岸に聟えるギャラ・ペリは、試登

はおろか全容写真すら殆ど無いまま、ナムチャバ

ルワと云う垂挺の玉峰に隠れて不遇をかこってき

た。この深いベールに覆われてきたギャラ・ぺり

をこの出に紹介したのは、1913年に此の地を訪れ

たF・M・ベイリーであろうか。

ベイリーのその時の記録は、「ヒマラヤの謎の

河」として訳出されており、彼はその中でギャラ・

ペリを次のように紹介している。

『ミピの下から、その匹敵者ナムチャバルワに

半ば隠れて見えていた雪のピークは、今、その威

容を眼前にあらわした。ギャラ・ぺり7,151mであ

る。この山自体、世界の巨峰であることはもちろ

んであるが、さらに驚くべきことは、ナムチャバ

ルワ7,756m(註：現在は7,782mとされている）と

の距離は、わずか20.8kmであり、ツァンポー河は

両者の間をギャラ・ペリより4.267m下、ナムチ

ャバルワより4,877m下を流れていると云う事実で

あった。・・…･』

いかにこの間を断ち切って流れるツァンポーが

凄い峡谷を形成しているか想像できよう。

日本ヒマラヤ協会(HAJ)では、以前よりナ

ムチャバルワの登山を熱望してきた。然し、これ

迄同峰は、中国隊が登る迄は外国隊に開放しない

と云う方針の元に、中国隊の独壇場として試登が



行なわれてきた。HAJではこれらの状況を鑑み、

先ず、ナムチャバルワへの登龍門としてギャラ・

ペリに対して登山許可申請を行った。其の後、中

国登山協会及び西蔵登山協会と継続折衝を重ねた

結果、国内の他団体との合同隊に依る登山許可を

取得した。

この許可を得てHAJでは1985年9月～10月に

かけて偵察隊(山森欣一隊長他2名）を派遣し、同

峰の南西面をつぶさに観察して貴重な写真を持ち

帰ってきた。

そして本年、他団体との合同は相手側の都合に

より中止となり、HAJ単独チームでこの玉峰へ

登山隊を派遣することになった。

以下に殆ど太陽を拝むことの出来なかった東チ

ベットでの登山紀行の概要を記す。

成都を経て、4日にチベットのラサに入った。成

都からのフライトでは、機窓からナムチャバルワ、

ギャラ・ペリなどの雪嶺が眺められ、心は早くも

その白き頂へと飛んだ。

ラサでの4日間の滞在で、隊荷整理や現地購入

品の買物など最後の準備を終えた我々は、8日、

ラサを出発して林芝県の八一鎮へと向った。

隊員、連絡官、通訳、連絡官助手を乗せた2台

のジープ・は、ラサ市内を抜け、ラサ大橋を渡って

ラサ河左岸の川蔵公路を進む。川蔵公路は殆無く

砂利道となり、もうもうと上がる士煙りの中を車

は疾走する。

道はやがてラサ河の支流に沿って進むようにな

り、その源流へと車はどんどん高度を稼いでいく

ラサから約3時間（約150km)でメラ峠(4,870m)

を越える。峠周辺の広々とした高原にはノンビリ

と草を食むヤクの放牧が見られた。土地の人の話

によるとこのメラ峠からギャラ・ぺりが望見でき

ると云うことであったが、生憎の曇天で眺望は得

られなかった。

峠からは一気に白曲（パイ・チュー）の源流へ

アプローチ

9月1日、HAJのチョー・ウィ隊（八嶋寛隊

長以下10名）、カルジャン隊（新郷信廣隊長以下

6名）、ラフ°チカン偵察隊（斎藤安平隊長以下2

名）の3隊と共に日本を出発した当隊は、北京、

一
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▼竹林の中のひと休み
と高度を下げた後、この白曲に沿って道は続く。

東へ進めば進むほどこれが同じチベットかと思う

ほど緑青々とした肥沃な土地が拡り、豊富な森林

が目につく。往き交うトラックはいずれも見事な

木材を満載しており、これ迄のチベットのイメー

ジとはほど遠い景観である。将にテライの大平原

を知らずしてネパールを語れないのと同じで、広

大なチベットも、この東チベットを知らないと単

に荒涼たる大地として片付けられてしまうことだ

ろう。

白曲に娘曲（クーニャン・チュー）が合わさり、

河の名が尼洋曲（ニイヤン・チュー）になると間

も無く工布江達県に入る。ここで橋を渡り、八一

鎮迄は左岸沿に下るようになる。

土煙りで真白になり、お尻が悲鳴をあげそうに

なる頃、八一鎮に到着。八一鎮は農牧学院の宿舎

に落ち着く。

この日は、ラサから約400knl東へ走行し、高度

にして1,240m登って1,880m下ったことになる｡

やはり、ラサとの高度差約600mの違いは空気が

濃いような気がする。

9日、この日は先ず米林県の県長を表敬訪問す

る。今遠征で一番懸念されたのが、ベース。キャ

ンプ。(BC)迄のトランスポーティーションであ

る。100人ものポーターが集まるかどうかが大き

な問題であった。その為にはポーターの所轄県で

ある米林県の協力は是非とも必要で、前もって何

度か協力依頼を要請しておいた。

八一鎮から小1時間程で尼洋曲はヤル・ツァン

ポーに出合う。暫くツァンポー左岸の車道を上流

に向って走り、ツァンポーにかかる大橋を渡る。

橋を渡るとキャラバンのスタート地であるぺ(派）
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と米林県への道が左右に分かれる。我々は先ず右

の道を米林県へと向う。大橋から約30分、気持の

良い松林の中を車で走り抜け米林県の県庁に到着

する。

県庁で党書記兼県長の万布次仁（ロブ･ツェリ

ン）氏をはじめ公安局長、交通局長などの要人に

お会いし、ポーターの件に関して確認する｡

「既に100名のポーターは手配済みなので心配

はいらない。特に今年は屈強な若者を集めたので

問題はないだろう。」と云われ一安心する。さら

に何か問題があるといけないので米林県公安局の

者とぺ区の管理人を目付としてBC迄同行させる

と云われ唯々〃多謝〃･

米林県を後にぺへ向う。米林からぺ迄は約100

km。然し、途中何度も川を横切るような悪路の為、

スピードは上がらず、3時間半ほど要す。

この辺りのツァンポーの河幅は広く、所々に広

大な中州が見られる。また、途中にはどのように

して形成されたのか真白い巨大な砂山が見られる

など、運ばれてくる土砂量の多さに驚嘆させられ

る。

ペ区の招待所は、5入室のドミトリー。生憎と

コックが病気とかで、早速、この日から自炊とな

る。

翌日は、トラックで搬送した隊荷の整理を行う。

この地域でのポーターは、ネパールなどのポータ

ーと違って20k9しか担がない為、梱包が面倒であ

る。また、今回のキャラバンは道が狭く悪いと云

うことで、背負いにくい荷物は軽くするかコンパ

クトにまとめるかしなければならず、マットレス

のようなかさばる物など僅か7k9で1個分としな

ければならなかった"》
▲ぺからキャラバンをスタート
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午后になるとポーター達が三々五々集ってきて、

招待所のまわりにはテントが立ち並び、我々はポ

ーター達の見世物となる。

ヤル・ツァンポーに沿って

l1日、キャラバン開始。

前日から14時間近く降っていた雨も夜明けと共

に除々にあがり、出発する頃には曇天となった。

9時半頃からポーターへの隊荷割り振りを行う。

米林の交通局、公安局の人の立会いの元で1人ず

つ隊荷と支給装備が手渡される。荷物を受取った

ポーターは走るようにして舟渡し場へと急ぐ。

ペの招待所から30分ほど下流でツァンポーを左

岸に渡る。舟は丸木舟を2つ横につないだ双胴イ

カダのような簡単なもので、1回で15～18人のポ

ーターが限界のようである‘，結局、このツァンポ

ーの舟渡しには、7回の往復で4時間半かかり、

午后3時前に漸く完了した。

全ポーターが左岸に渡り終えてからキャラバン

を開始する。歩きだすとポーター達は道幅いつぱ

いに広がり、まるで競歩のような勢いで歩きだし

たのには驚かされた。ティンベ村迄の小1時間は

まるで競技会のようなありさまで、昨年の偵察隊

の報告とは随分違った。これならキャラバン日程

は予定以上に進めそうだと思ったのも束の間、テ

ィンベで昼食の為休憩を取った後は、ガックリと

ペースが落ち、「小止」の連続となり、やはり間

▲ヤル・ツァンポー河の渡し舟

-－30－

いてた通りの歩みとなる。

ティンベから約1時間半進んだスースン村でキ

ャラバン初日の夜を迎える。夜半から激しい雨に

見舞われ初日からみじめな夜となる。

12[｣、視界が全く閉ざされ、シトシトと雨降る

中を出発。スースンからターリン迄は、広い平担

な道を辿る。途中、対岸にキィーカルの村を見た

が、その背後に聟える筈のナムチャバルワの雄姿

は望めず、僅かに下部の雪壁が雲間に眺められた

だけであった。

ターリンを過ぎると道は狭くなり、うっそうと

した竹林の中をどんどん高度を下げ、ツァンポー

の河原へと下る。水車小舎のある枝沢の橋を渡り、

河"}の道を暫く辿るとチュベに着く。村と云って

も人家は一軒だけで、この人家がツァンポー左岸

では雌奥の人家のようである。この日は、人家の

外れにある気持の良い草原にキャンプをする。

1311，チュベを過ぎると道は益々悪くなり、全

Iiナタを片手に疎払いをしながらの行軍となる。

この日は、朝から雨降る中を出発し、一日中陽の

光を兇ることもなくズブ濡れとなって薮との格闘

を強いられた。

チュベから3時間程進んだ所に水場があり、杉

の巨木の下で雨宿りをしながら昼食を取る。どん

なに雨降る中でもポーター達は、松ヤニのたきぎ

を拾ってきては、それに火打石で上手に火をつけ

てしまう。雨季の間は、焚木が燃えにくいせいか



草地でランチ・タイムとなる。そして前述の通り、

この日はそのままこの草地で幕営となる。

この日初めてギャラ・ペリの南稜末端の岩壁部

を垣間見ることが出来た。

15日、前夜の話によると今回のポーターは5日

分の食糧しか持参しておらず、この日一日の行動

で帰ると云う。どうも、昨年の偵察隊のベース・

ホーム(B･H)迄のつもりで来たようである。

兎も角、この日中に何としてもB・C迄運んで貰

わないと大変な事になるので、この日は朝食を取

ると直ぐ尾形以下3名が先行した。

途中、露岩の所に6m程フィックスを張り、前

日同様ナタで藪を払いながら小1時間も進むと眼

下にギャラ・ぺり川が傭撤出来る展望台に出る。

晴れていればギャラ・ペリの雄姿が望められるの

であろうが、相変らず山は濃霧の中である。この

展望台には古いマニ塚があり、このマニ塚の横を

通ってギャラ・ペリ川右岸沿の道をトラバース気

味に辿る。ナタ目、赤布を探しながら雑木の多く

なった踏跡を辿っているうち速いポーターに追い

つかれてしまう。

幕営地から約2時間半でギャラ・ペリ川河原の

皮で作ったふいごを持参して火をおこしていたの

も珍しかった。帰路のキャラバンでは見られなか

ったのであれも雨季における生活の知恵なのであ

ろうb

昼食後の2時間も雑木の多い辛い行進を強いら

れ、漸くギャラ村の対岸に出る。この日は、ギャ

ラ村対岸の舟渡し場の上でキャンプ｡する。キャン

プ・サイトとしては狭すぎてテントも満足に張れ

なかった。

ギャラ・ゴンパの伝説

14日、この日は約3時間半の行進で、昼食地が

そのまま幕営地となってしまった。先に適当なキ

ャンプ。地が無いと云う事で已むを得なかったが、

それにしても余りにも短い行程であった。

幕営地から河岸沿の道を辿ると直ぐにギャラ・

ゴンパの跡地に出る。ベイリーの「ヒマラヤの謎

の河」にもでてくるこのゴンパも、今はただタル

チョーのなびくマニ塚が残っているだけである。

地元の人の話によると、このマニ塚の背後を流

れる激流の中には鎖でつながれたアシャン・チュ

・ゼェ（註:1)の神像が安置されていると云う。

この神は人が死んだ時、その人を天国にやるか地

獄へやるかを決める神である。チベットの人達は、

このアシャン・チュ・ゼェの神像のあるギャラ・

ゴンパを生きているうちに必ず一回はお参りして

極楽浄土の来世を願ったと云われる。そして、こ

こを訪れた時、この滝の中に「赤い色」のアシャ

ン・チュ・ゼェの神具を見ることが出来た人は、

幸運で長生き出来ると云われ、「白い色」のそれ

を見ることが出来た人は、運が普通の人。「黒い

色」のそれを見た人は、凶運で人によっては直ぐ

死ぬことがあると云う。然し、実際にはこの色を

見る事は希れのようである。

ゴンパの裏手に続く山は、五台山と称されギャ

ラ・ゴンパを訪れた巡礼者は、この山も一緒に参

拝したと云う。

ギャラ・コンパの跡地を過ぎると道は除々に河

岸から離れてツァンポーヘ張り出した尾根の先端

を高捲くようになる。尾根の反対側に入るとうっ

そうとした竹林となり、暫くして道が下るように

なると程無く小さな沢が出合う。この沢を渡った
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昨年のB･H跡に到着する。早々に着いたポーター

達は荷物を置いて休みはじめたので、隊員はB･C

を目指して先行する。

河原から枝沢に沿って5分程登ってから急奄に

取りつき、一気に高度を稼ぐ。丁度、道はギャラ

・ペリ川のゴルジュ帯を高捲くようにつけられて

いる。

やがて、道はシダ類の密生する大草原、〃セン

ダンの広場〃に出る。此々にも昔はゴンパがあっ

たそうだが大地震で崩壊してしまったとの事。今

はただ広場の真中にある繁みの中にタルチョーが

一本寂しくはためいている。センダンの広場の手

前の竹林に転っていた銅製の大鍋などもゴンパの

名残りなのであろう。

この広場で昼食を取っていると、早く着いたポ

ーターは、早速、小屋がけを始め、此々に泊る素

振りをみせる。此々に荷物を集結されては一大事

と、昼食もそこそこに先を急ぐことにする。

赤布、ナタ目を探しながら獣道のような踏跡を

辿って行くと、所々に大きな獣の足跡や糞があっ

て気味悪くなる。大きな声を上げたり、ザックに

つけた鈴を鳴したりして進む。（後日談になるが、

’ 里峰周辺概念図加拉白

ギャラ。
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我々が晉山活動に入っている時、B･Cへ熊とタヌ

キが招かざる客として訪れた。）

この日は、もうポーターは動かないと思い、途

中にザックをデポしてルートを切り開いて行くと、

14時の交信でポーターは自分達の荷物をセンダン

の広場に置いて隊荷のみを担いで先迄運ぶとの連

絡が入る。それではと、夢中でルートを探してい

くも途中でルートを見失い、2～3mもあるトゲ

の木の密生した林の中で右往左往する。その内、

昼食を終えたポーターが追いついてきて混乱をき

たしはじめたので、巳む無く下の河原へ隊荷を集

結することにして河原へ降りる。

日中友誼橋

それにしてもセンダンフ。－側から流れてくる激

流はもの凄く、とても渡渉で渡れるような流れで

はなかった。一度、流れの中にある大岩から対岸

へ飛び移り、ザイルを張って渡渉してみたが危く

おぼれそうになった。

当初の予定では、この流れを渡り、対岸に押し

出しているインゼル状のモレーン台地上にB･Cを

設けるつもりであった。然し、この激流を前にポ

ーターは此々迄で諦めざるをえなかった。

ポーター1人1人にポラロイド写真を撮ってや

ってお別れする。

ポーターが帰った後、暗くなる迄河原の整地に

追われ、どうにか4張のテントを設営する。

こうして我々は、5日間にわたる悪絶困難なキ

ャラバンを経て、漸くギャラ・ぺり氷河舌端のイ

ンゼル下部迄辿り着いた。各隊員の手はトゲだら

けとなり、熊のような手が今キャラバンの苦労を

物語っていた。

▲日中友誼橋

－33－－

翌朝、この日はなんとしてもこの激流に橋をか

けなければと、架橋の段取りを話していたら、ポ

ーターが丸太を担いでやって来た。ペのポーター

9名が自発的に橋かけの為に残ってくれたと云う。

その好意には隊員一同唯々、感謝。米林県公安局

のツェリン．ドルジェ氏、ぺ区の管理人、ソラン

･ドルジェ氏の両氏と9名のポーターの協力によ

り、小1時間ほどでとても立派な橋か出来上った。

この〃日中友誼橋″の完成で、橋かけの大仕事が

片づいたので、この日は早速、インゼル上部への

ルート作りに出かける。

昨年は、インゼルの右端にルートを取ったよう

であるが、今年はモレーンの崩壊ｶﾐ激しくルート

にならなかった。我々は獣道を利用してインゼル

を直上するルートを切り開いた。約2時間程かか

ってインゼルの頭迄道をつけ、トゲの木の密生か

ら解放されると目の前にはモレーン・カバーされ

たギャラ．ぺり氷河が現われた。荒れた氷河を挾

んで対岸（左岸）にB･C予定地が眺められる。ポ

ーターに帰られてしまった状況下で、隊員だけで

あそこ迄隊荷を運び上げることは時間的に無理で

あった。

この日の偵察結果からB･Cは、前日の河原にす

るほかないと判断して、連絡官の王さんに了解を

求める。はじめは激流が気になってか難色を示し

たが、登山活動の日数の件やテントを山側の高台

に設営することなどを話したら了解して呉れた。

B､C決定となり、午后はメス・テントの設営など

B･C作りに汗を流す。

R･Cの高度は3,200mと、当初の予定よりも約

300m程低くなり、頂上迄の高度差が約4,000m

にも及ぶことになった。

▲河原のBC(3,200m)



で2発の雪崩に襲われる一幕などもあって、この

ルートは早々に諦める。兎も角、西壁内は一度雪

が降ると雪崩のオンパレードとなり、とても恐し

くて近づけなかった。因に10月12日の深夜に発生

した大雪崩は物凄く、その爆風によってA･BCの

テントが100m以上も下方へ吹き飛ばされるほど

であった。幸い誰も居なかった為に重大事故だけ

は免がれたo

結局、ルートは第2案であった西壁の右端を縁

どる長い岩稜に取ることになった。

27日、A隊はA･BC裏手のガリーから岩稜に上

がって4,740m地点迄登りルートの見通しをつけ

た。

ルートは、急峻なガリーを7ピッチ登るとスラ

ブ状の奥壁にぶつかり、この基部を2ピッチ半右

へトラバースすると10m程の岩場が立ちはだかる。

この岩場を〃スフィンクス岩〃と名付けた。この

右手には井戸底を思わせるような深く暗いガリー

が喰い込んでおり高度感がある。これを越えると

その上で右から支稜が合わさってきて稜は広い雪

面となってくる。さらに左の尾根筋に沿ってどん

どん高度を稼いでいくと広いスノー台地(4,60011D

に飛び出す。これを横切ると再び稜は痩せてきて

ナイフ・エッジとなる。途中｡、3ピッチ程は、蟻

山活動
幸
三

登山開始とルート変更

2日間、隊荷整理などでB･Cに滞在した後、順

応訓練を兼ねてA・BCの偵察に向う。

インゼルの頭からギャラ・ペリ氷河を横切って

対岸に移り、左岸に走る長大なモレーン稜に取り

付く。このモレーン稜はかなり古いものらしく、

山側はすっかり草で覆われている。我々のA･BC

はこのモレーン稜をドン詰り迄登りつめて4,200

mの地点に設けることにした。ほぼ予定通りの位

置である。

この2日間の順化トレックを終えて、22日から

A・BCへの荷上げを開始した｡B･CからA･BC迄

は、約20k9の負荷で2～3時間の行程である。高

度差は大きいものの高度が低いので楽である｡A・

BC下のアブレーションバレィーは、森林帯とな

っており、緑青々とした景観が眼を休めて呉れる。

A･BCへの荷上げがほぼ完了した後、26日から

上部の登山活動に入った。

当初の計画では、西壁の頂上よりに突き上げる

顕著な岩稜にルートを予定していた。然し、ルー

トエ作の初日からA隊（尾形、太田）が、氷河内

▲ギャラ・くり西壁の全容
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▼C1直下のスノー・リッジ
らずの悪天の中、雪稜上に8本のフィックス・ロ

ープを施して、ブラック・ジャンダルム上のナイフ

・リッジに飛び出した句

7日、前日の最高到達点から尻の切れそうな雪

稜を4ピッチ辿ると、スノー・ドーム取付きの急

峻な雪壁となる。丁度、シマウマ模様の岩壁が露

出していることから、此々を〃ゼブラ岩〃と呼ん

だ。この〃ゼブラ岩〃は、スラブの上に積った60。

～70.位の雪壁で、不安定な積雪に最も神経を使

う登鑿を強いられた。この日は、〃ゼブラ岩〃を

登り切った所で吹雪となり、ルートエ作を打ち切

る。

8日からB隊（橋本、今村）が上部ルートエ作

に向う｡B隊は、9日、10日の両日で、〃ゼブラ

岩〃上部のナイフ・エッジに5本のフィックス・

ロープ°を施してスノー・ドームへと抜け出た。

11日、この日は、前日からの大雪で深いラッセ

ルに苦しめられたが、B隊、C隊（飛田、藤原）

の手によって夕方遅<C･2(5,650m)が建設され、

B隊がC・2に入った。
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の刃渡りのようなナイフ・エッジで緊張させられる。

30日、蟻の刃渡りの上の細い雪稜を削ってCl

(5,000m)予定地とする｡

10月3日、休養明けのA隊によってClが建設

され、翌日からC2へのルートエ作にかかる。

C・2へのルート

4日、前夕からの大雪で、この日は出だしから

胸、腰を没する深いラッセを強いられる。前回の

最高到達点から雪稜を1ピッチ登って、さらにい

やったらしい岩稜に4ピッチ、フィックスを延す

と稜上にピナクルが立ちはだかる。アブミを持参

しなかった為、この日は、この基部で打ち切りと

なる。

翌日、このピナクル越えの荷上げでは大変なア

ルバイトになると思い、右手のルンゼ側にエスケ

ープ・ルートを探す。ピナクルの2ピッチ手前か

ら雪壁をルンゼ側へ10m程懸垂で下ると、側壁に

急峻ながらも断続的に雪のバンドが続いており、

ここにルートを取ってみる。〃洞穴バンド"と名

付けたこのスノー・バンドを3ピッチ登ると、前

日立ちはだかったピナクルの上に出れた。再び稜

上に戻り、さらに1ピッチ、フィックスを延すと、

〃門〃のようなピナクルにぶつかる。この〃門″

の上は、〃ノミの刃渡り〃とでも云えそうなナイ

フ・エッジとなっており、馬乗りになって2～3

m程進んでみたが余りにも不安定な為、ギブ・ア

ップする。結局、このピナクルも基部から左手の

スラブを10m程懸垂で下り、不安定な雪壁を登り

返してエスケープ。する。スラブの上に積った雪壁

を編し編し2ピッチ登ると漸く安定した雪稜となる。

6日、空間と雪面の境界が判らないような相変

待望の南稜へ

12日、この日C･2からルートエ作に向ったB隊

は、高度約5,800mの地点で待望の南稜上に飛び
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▲蟻の刃渡りを行く
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出す。

C･2迄上がると稜線は幅広くなり、フィックス

・ロープ°も不要になる。C･2の背後に聟えるスノ

ー・ピークは直下の雪壁に2本のフィックス・ロ

ープ｡を施す。このピークの上でルートは、ほぼ直

角に左へ折れ、その先で一旦コルへ下ってから南

稜に突き上げる。

西壁右氷河（仮称）の突き上げるこのコルの所

は約3ピッチのナイフ・エッジとなり、いつも強

風が吹き荒れていた。また、コルの反対側は、足

元から一気に3､000mも切れ落ちて、ヤル．ツァン

ポーの流れが真下に傭醗できる。晴天の日は、対

岸のナムチャバルワはもとより、麓のペマコチュ

ンや大湾曲部を取り巻く重畳とした山々が眺めら

れた。

南稜上に出るとルートは、それ迄の痩せた稜線

とは対称的に幅広い雪壁となって頂上迄急峻に迫

上がるようになり、新たな障害として幾重にも重

さなる巨大な氷崖やクレバスが行手に立ちはだか

るようになる。

13日、この日、休養の為A･BCへ下った橋本、

藤原より前述した雪崩事故の模様が各キャンプに

伝えられ、取り敢えずかろうじて残ったテントを

山側へ移動することになる。気の毒ながら彼らの

蓉争

、~

“,_蛍 ー‘…鼻･鍔:、

▲ゼブラ岩下の雪稜

”
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翌日の休養はテント場整地の土方作業となる。

一方、上部ルートエ作の方は、漸く南稜_上に出

たものの悪天候が続き、なかなかルートは延びな

かった。ナイフ・エッジと違って広大な雪壁の中

では、適当な間隔で赤旗を立てておいてもひと度

悪天に見舞われるとホワイト・アウトの状態にな

ってしまいルート・ファンディングに難儀させら

れた。

漸く太陽の恵みが

10月も16日になって漸く好天の兆が見えはじめ、

雲間に青空が見られるようになった。

この日、A隊は前日の最高到達点に約3時間で

到達した後、上部のルートエ作にかかった。当初、

ルートは、右の雪壁へまわりこむ予定でいたが、

濃霧が晴れてみると稜上に立ちはだかるハンギン

グした氷崖も弱点がありそうに思われたので、取

り敢えず稜通しに進む。上部からのチリ雪崩の堆

積の為、胸まで没する深いラッセルを強いられ、

漸くこの氷崖に取りついたが、右も左もクレバス

が大きく□を開いていてどちらも登れなかった。

已む無く一旦戻ってこの氷崖の基部を右の雪壁へ

まくことにする。稜から最初の100mは、首まで

潜ってもまだ足場が定らないような深いラッセル

鍵零

癖“

篝
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で、その後、急峻な雪壁に2本のフィッ

クス・ロープを延してこの日は打ち切り

となる。

17日、この日からA隊に橋本が加わり

3人でルートエ作に向う。前日の最高到

達点から20m程でまた氷崖にぶつかる。

頭上にはシャンデリアの様な氷柱が垂れ

下がり、脅かされる。後日、この〃ギロ
〃 ，

チンのトラバースと呼んだ所は、氷柱

の大崩壊が起り、下の雪壁は中の氷の層

まで洗われてしまった。

この氷崖の基部を右にまわりこんでか

ら再び稜上に上がったが、クレバスに阻

まれて前進できず、また、右の雪壁へ大

きくトラバースする。大きく□を開けた

クレバスが真横に走り、仲々越えられず

100m程真横にトラバースさせられる。

結局、この日はここ迄で時間切れとなる。

翌日、ここから広大な雪面を右上し、

斜面が急になる辺りからフィック．ロ－

プを施す。2ピッチ登った所で氷崖のくびれた部

分を越え、さらに半ピッチ程登ると適当なキャン

プ地が見つかる。早速、この地をC・3予定地とし

てテントを1張設営する。ここは、正面にナムチ

ャバルワのどっしりとした山塊が座り、眼下には

ツァンポーの流れが銀色の帯の様に傭倣できる最

高のキャンプ。・サイトであった。

19日、C隊（飛田、今村、藤原）のサポートを

受けてC･3(6,300m)が建設され、尾形、太田、

橋本がこの日C・3に入る。

翌日、C・3の3名は、素晴しい御来光を拝んで

からC･4のルートエ作に向った。

C･3背後の台地に上がると氷崖崩壊の爪跡、デ

ブリの塁々とする雪原が広がる。これより氷崖の

右手のくびれたところを目指して登っていく。途

中、大きなクレバスが横たわり、その上から傾斜

が急峻になってくる。この雪壁に4本のフィック

ス･ロープを施し、フィックスの終点より直ぐ上

の氷崖を越えると頂上は一段と大きくなって目前

に迫る。フィックス・ロープの節約の為、その上

の雪面は赤旗だけを立てていく。約200m程登っ

てから氷崖と氷崖の間にルートを求め、激しいス

－37－

↓
BCへ

ギガラ・ぺり
7.151m

ノー・シャワーの中を最後のフィックス・ロープ。

を張る。アンカー・ポイントはスノーバーが無く

なったのでアイス・パイルを打ち込む。然し、こ

こ迄登るとこれ以上の前進を阻むかのように激し

いブリザードが峰り狂い、立っていられない状態

となった。手足はチリチリと痛み、髪、ヒゲはっ

ららで真白となり、長居は無用とばかりに下降に

入り、C・2迄一気に下る。

21日、C･3を出発した飛田、今村、藤原の3名

は、前日の最高到達点からさらに6ミリの補助ロ

ープを50m程延して、C･4(6,700m)を建設する。

こうして漸くアタック態勢が出来上がり、我々

は||頂次B･Cへ下って最後の休養を取った。

アダツク

高度3,200mでの休養は、本当によく休まる。

3日間の休養でリ・フレッシュした我々は、25日

からアタックに向けての行動を開始した。

先ず、第1次隊として尾形、橋本、今村が25日

B･Cを出発して一気にC･1入りする。翌日から|||目

次キャンプを進め、28日にC・4入りした。

一週間振りに上がったC・4は、テントが見るも



▼アイスビルディング下のトラバース
たので出発する。明るくなっても天候の方は前日

迄の好天とは大違いで風雪が行くてを阻む。

雪面の傾斜は登るにしたがって立ってきてどう

してもフィックス・ロープを施すようになる。何

もかもバリバリに凍てついた中でのルートエ作は

辛く、ペースも遅々として上がらない。

11時の時点で高度計の針は、まだ6,850m(6,980

m位の高度か？）であった。この時点でこの日の

登頂は諦め、さらに50mフィックス・ロープ｡を延

して下山にかかった。

C・4で第2次隊に翌日のアタックを託しへ1次

隊はそのままC・3迄下った。

30日、2次隊の飛田、太田、藤原の3名は、1

次隊の結果から、この日は明るくなるのを待って

7時10分にC･4を出発する。然し、前日同様の悪

天の為にペースが上がらず、前日の最高到達点に

着いた時は既に11時になっていた。結局、2次隊

も登頂を断念して下山にかかった。C・3で待機中

の1次隊に再度のアタックを託して、2次隊はC・

2迄下る。
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無惨に潰されており唖然とさせられる。一時は雪

洞を掘ってのビバークかと思ったが、良く調べて

みると、ポールが折れて張綱か切られているだけ

で布地は破れていなかったので補修して張りなお

す。折れたポールは、予備ポールが無いため赤旗

の竹で代用する。

テントの補修を橋本に頼み、尾形、今村は上部

のルートエ作に向う。C・4から直ぐの所にこれま

た大きな氷崖が横たわっており、これを右から攻

る。氷崖の中段を右へ約15m程カッティングしな

がら水平にトラバースした後、直上してここを抜

ける。さらに、氷崖の上を左へ50m程トラバース

すると稜上に出る。目の前にはセンダープーが大

きく現われ、ギャラ・ぺりの頂は指呼の間に見え

る。去来する上層雲に一沫の不安を抱きながらc、

4へ戻り翌日のアタックに備える。

雪崩事故に依ってC・4で使用予定のテントが吹

き飛ばされた為、C・4には2人用の軽量テントが

配置された。2人用に3人と云う事ではじめから

窮屈が予想されたところにきてポールが破損した

為、最悪の居住性となり、まんじりとしないアタ

ック前夜を迎えることになった。

29日、第1次隊の3名は、その居住性の悪さか

ら1時半に起床し、4時50分にC・4を出発する。

ヘッド･ランプ．の明りを頼りに前日の最高到達点

へと登り、さらに稜通しに進む｡50分程畜った所

でクレバスにぶつかり、どちらにルートを取って

良いのか判らず、明るくなる迄ツェルトを被って

待機することにする。-24℃の寒気はオーバー．

シューズを通して容赦なく浸透し､、両足はチリチ

リと痛む。約1時間半程の待機であったがひどく

長く感じられた。7時過ぎに漸く明るくなってき
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烈風の白き頂へ

1次隊、2次隊と相次いで敗退した後、再び尾

形、橋本、今村の3名にアタックが託された。

31日、重苦しいプレッシャーにさいなまされ、

殆ど眠れぬまま3時半に起き出す。時折り風の吃

峰がテントを打つも、天候の方はまずまずのよう

である。

6時出発の予定が15分遅れで出発となる。一応

6時出発、15時登頂、19時帰幕の予定でアタック

することにしていた。

夜明け前の闇夜に新月が淡く光る中をヘッドラ

ンプの明りを頼りに登る。C・3上部の雪壁の中程

で御来光を拝む。明るくなるにつれ素晴しい雲海

が広かり、雲上に浮ぶものは約6,000m以上の山

ばかりのようであった。

C・4にはほぼ予定通りの2時間15分で到達する。

ここでスノーバーを2本回収して持参する。

C･4から上もまずまずのペースで進み、前回の

最高到達点には予定より少し早く、11時前に着い

た。何がなんでもの思いが先を急がせる。途中で

回収して持参したP･Pロープ(8mm)とナイロン

補助ロープ°(6m)を合わせて約100mを

急峻な雪壁にフィックスする。その上も急

峻な雪壁が続きフィックス・ロープ。のほし

いところであったが、全て使いきってしま

った為、ノー・ザイルでそのまま雪壁を直

上する。積雪は大腿部まで潜り、深いラッ

セルにアルバイトを強いられる。頂上岩壁

は直ぐ手の届きそうな所に見えるも仲々近

づかず、時間だけが過ぎていく。

フィックス・ロープ。の終了点からさらに

200m程雪壁を直上して漸く頂上岩壁の基

部に到達した。時間は、丁度15時。予定で

は登頂の時間である。然し、ここから見る

頂上は直ぐそこであり、迷わず前進する。

然し、直ぐ近くに見えた頂上稜線もここか

ら3ピッチもあり、思いのほか時間がかかった。

懸念された頂上直下のクレバス帯も、予

想通り右端の岩壁よりに難無く越えること

が出来た。然し、その上もクレバスが錯綜

しており神経を使わせられる。最後のツメ

は、コルへ直上するか、左へトラバースしてから

頂上稜線に出るかのこ者選択にせまれたが、ルー

トの長さとクレバスを考えて、より急峻ながらも

前者のルートを取ることにする。

井戸の底のようなクーロワールの基部からダブ

ルアックスで逆くの字状の氷壁を登り、中段から

左へ2m程トラバースした後、シュカブラの塊り

のような不安定な雪壁を乗越してコルに飛び出す。

よもや、頂上直下でこれほどアクロバティックな

畜塞を強いられるとは思わなかった。

頂上稜線に出ると雲間に西峰の怪峰が眺められ、

稜線上には大きなクレバスが□を開けていた。

コルからさらに稜線上に立ちはだかる10m位の

シュカブラで覆われた雪壁を登るとその上は平担

な稜線となり、ほどなく頂上であった。C・3から

約11時間の苦闘の末、漸く16時55分にギャラ・ぺ

りの白い頂は、我々の足元となった。

ゴーゴーと瞼る強風と去来する暗雲に、初登頂

の感激や頂上からの眺望を味わうこともなく、手

早く頂上での儀式を終えて逃げるように下山にか

かった。頂上での気持は、初登頂の感激よりも、

あのノー．ザイルで登ってきた約200mの雪壁の

▲南稜上から頂上を仰ぐ

－39－



▼11時間の苦闘の末、頂上は我々の足元に
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トレールがこの風雪で吹き消されたらどうしよう

と云う心配であり、C･3への無事帰幕の事ばかり

であった。

17時15分、頂上を後にする。コル直下のクーロ

ヮールは、50mのメイン・ザイルを記念品として

フィックスして懸垂で下る。これで全てのロープ。、

スノーバーを使いきってしまった。その下2ピッ

チの雪壁はクレバスに注意しながら山側を向いて

慎重に下る。

頂上岩壁下の雪壁は、案の定トレールが吹き消

されていた。それでもかすかな痕跡を探しながら

進み、奇跡的に往路に立てた赤旗を見つけた。

往路のトレールは全て吹き消され、この赤旗か

ら下7ピッチは深いラッセルを強いられる。この

ラッセルに加えて間断無く降る雪と視界の悪さで

帰路は難儀を極めた。

それでもどうにかC・4には19時20分に到着。最

後の一光か沈む寸前であった。あっと云う間に小

雪舞う闇夜につつまれてしまい、その中をヘッド

ランプ。をつけてC･3へと下る。

C･3背後のデブリの塁々とする雪原に入った頃

よりルートを見失いルート・ファンディングに難

儀する。しんしんと降る雪がヘッドランプ。の僅か

な明りの邪魔をし、地形を判らなくする。時間が

時間だけに気がもめるが仲々みつからない。暫く

して一本の赤旗がヘッドランプ°の光の中に入った。

これで漸く自分達の進む方向か判明した。

こうして我々は、21時5分にC･3を見つけ出し

風雪の坊復から脱出できた。実に15時間に及ぶア

タックで、長い一日であった。

エピロ ー グ

こうして我々は、10月31日と云う遅い日にどう

にかギャラ・ペリの頂を踏ませて貰うことが出来

た。それは、将に今回の登山の苦闘を象徴するか

のようなギリギリの晋頂であった。

、11月1日、冬風の冷たく感じられる中を、上部

キャンプ。を撤収しながらB･Cへと下って、長かっ

た登山の幕は降された。

最後にギャラ・ぺりの高度についてふれておき

たい。

現在公表されている同峰の高度は7,151mであ

るが、実際にはもう少し高いような気がする。と

云うのは、我々は今回トーメン高度計を3台持参

した。そして各高度計をラサ･ホテルの高度3,650

mを基準として高度計の目盛りをセットし、それ

以後調整を行わず、各地点で高度計の示度を記録

した。10月31日の登頂の際、頂上での高度計の示

度は7,150mであった。この数字を見る限りにお

いては、公式高度とほぼ同じ値な訳だが、これま

での経験から、この種の高度計は基準点より高所

に上がれば上がるほど示度は実際よりも低い値を

示すことが知られており、この事から考えると示

度が7,150mと云うのは、実際の高度はもう少し

高く、7,200～7,300mはありそうに思えるのであ

る。

（文責：尾形好雄）

-HAJギャラ・ぺり登山隊1986年一

隊長飛田和夫（40）登鑿隊長尾形好雄(38）

隊員太田健（32）橋本康弘(32）今村裕隆

(27）藤原拓夫(30)

連絡官王家瑞(46）通訳崔昌蔓(26）連絡官

助手朱飛(22）

L一
字L毎

縄一型

〃

一･ユー

▲頂上稜線からの西峰
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ギャラ･ペリ登山を終えて

「ヒマラヤの謎の河」。ヤル・ツァンポー河の

大湾曲部に外国人が入域したのは今世紀初頭の数

隊の探検隊のみで、大湾曲部は現在も「謎」であ

り、その付近に聟えるナムチャバルワ（7,782m)、

ギャラ・ぺり(7,151m)は謎に拍車をかける存在

であった。が、ナムチャバルワには中国隊が偵察

と試登。ギャラ・ぺりには1985年秋に日本ヒマラ

ヤ協会隊が偵察に入り、又、同時期にヤル・ツァ

ンポー河沿いに大分岳連東チベット踏査隊が入域

し、貴重な資料が発表され、謎は少しづつ解明さ

れつつある。然し、大湾曲部は依然として「謎」

のままであり、目指すギャラ・ペリは南面・南西

面の写真は入手出来たものの、詳細な地図や天候

等については不明のままであった。

1986年10月31日。16時57分にトランシーバーか

ら風の吹き荒る音と共に、荒い息遣いながらも弾

んだ尾形登鑿隊長の声が届いた「16時55分に登り

ました………｡」

10月29日アタック失敗（第一次隊）、30日アタ

ック失敗（第二次隊）、そして再度3回目のアタ

ックをかけた一次隊の尾形・橋本・今村が未踏の

頂に立つことが出来た。タクティックスの面から

も、日程的にも、さらに冬の装いが始まってきて

いるなかでの最後のチャンスに、尾形登鑿隊長を

中心とした登塞活動によって、白い未踏の頂に3

名の足跡を残す事が出来た。この日が失敗に終れ

ば山頂に背を向けざるを得ないギリギリの成功で

あった。「吹雪の中を坊猩しながらC3に戻った｡」

と、C2に入っている二次隊に連絡が届いたのは

21時を過ぎていた。ギャラ・ぺり登山はやっと終

った。

成功し全員が無事に下山すると、今までの高所

登山では考えられなかったことが脳裏をかけめぐ

った。早くキャラバンを開始させ、早く日本へ、

隊長飛田和夫

早く家庭に戻りたい．……･･･それ程までに今回の

ギャラ・ぺり脊山は私にとって心身共に疲れた登

山だったのかも知れない。原因は、不順な天候、

長大なルート等があるが、なによりも自分自身の

体の故障があるように思える。日本出発の1ケ月

半程前に左足指付近の骨折で、何とか歩ける様に

なったのが出発の約10日前であった。そして、登

山開始の約1週間後にはBCからA･BCへの荷上

げの帰路、ルート上でスリップ｡し体の右側の胸・

脇腹・背中を強打して3～4日の休養、その後は

痛みをおさえるために弾力包帯を巻いての登山活

動。帰国後もまだ痛みがわずかに残るのでレント

ゲンを撮ってもらうと肋骨か3本折れていた。

高所登山は、隊を構成し、登山活動に入り、ル

ートが困難で長大になればなる程、ルートエ作、

荷上げ、休養といった歯車の1つとなって初めて

目的が達成される。以前は自分もピークに立ちた

いがために隊長の任につき、歯車の1つとなって

行動してきたし、今回も同じ様に計画を遂行して

きたが、体の故障により歯車の1つとして成り得

なかったことは残念であった。

だが、東チベットでの100名のポーターの雇用

とキャラバン、ヤル・ツァンポー河の丸木舟の渡

し、連日の雨の中でのキャラバン、ナタを振って

のルート整備、BCの位置の変更、ルートの変更

とキャンプ展開の変更、未知なるルート等々、す

べての面で未知の地、未踏の頂「ヒマラヤの謎の

河の白い頂」は、私達6名のメンバーに登山本来

の喜びを学ばさせてくれた。地球上に残り少なく

なった未踏の7,000m峰「ギャラ・ぺり」にメン

バーの力が結集出来たことは嬉しかった。より大

きな目標のステップになったと思っている。

登華中、眼下に流れるヤル・ツァンポーの淡々

たる流れ、対岸には世界最高の未踏峰「ナムチャ

バルワ」の雄姿がさらに私達の登山意欲をかきた
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たせてくれた。

○ポーター

中国登山は一般的に、車道の終点が大本営。そ

の後、ヤク等により前進しBCを設けている（カ

ラコルムは、ラクダによるキャラバン)｡今回の

BCは派（ぺ）という所から6日間のキャラバン

で、途中からは動物による輸送は困難なためにポ

ーター（低所協力員）を雇用した。ポーターとし

て従事した事の無い人達による輸送は、中国晋山

協会としても、隊としても心配だった。然し、現

地に入ると、中国沓山協会、西蔵弩山協会からの

何度かの連絡と直接に出向いた意気込みが伝わっ

て100名のポーターには、派区を管轄する米林県

の公安局長、派区の責任者が各1名づつBCまで

同行。大きなトラブルも無<BCに到着した。

東チベットに住む人達の野外生活を見、歌声を

聞く事が出来た。

○天候

1985年の偵察隊によると10月の2日頃から好天

期間に入り以後は、雨がほとんど降っていない。

大分岳連のペマコチュンまでの踏査隊も好天に恵

まれている。10月に入ると乾季になるのか。

キャラバン中は連日の雨。9月16日にBCに到

着、18日午後になると、厚い雲はいずこかへ去り、

目指すギャラ・ペリと対岸にはナムチャバルワ山

群が姿をあらわす。翌19日好天の下で4,200mま

で偵察に上り、西壁と中央に走る予定ルートを偵

察出来たが、20日からは再び厚い雲に入りBCは

雨、A･BC(4,200m)付近は、雨～ミゾレーア

ラレ～雪といった変りやすい天気。C1(5,0001'D

は雪。悪天も10月に入ればという気持には応えて

くれず続くが、4日に好天が訪れ、いよいよ好天

期間に入った………。（派区の責任者にメールラ

ンナーになって頂き、5日にBC到着し、6日に

戻って行った。日本への連絡は、好天到来とし

た)。だが5日午後からは再び悪天に入る。とに

かく、東チベットには太陽が無いのかと思える程

であった。連日の降雪に、許容量を越えた雪は、

昼、夜と云わず雪崩が発生し、夜半の大雪崩は爆

風でA･BCにおそいかかり、3張あったテント

の内、l張はわずかの布を残しはるか下方に飛ば

されていた。隊員が滞在していなかったのがせめ

てもの救いだった。

10月17日頃より好天に入った様子だが、青空が

広がると、今まで無風悪天だったのが一気に強風

となり稜線の雪煙は雲のごとくたなびき、ブリザ

ードは強烈。気温も下り出し、アタック時は-25｡

位までになり、ヒマラヤは確実に冬の装いになっ

てきた。その間も何度か降雪に見舞われる。

帰路は、好天の下のキャラバンで、ナムチャバ

ルワを心ゆくまで望む事が出来、派近くでは真白

なギャラ・ペリも望めた。

11月～12月は好天が多いとの事だが山々は冬。

○登掌

計画ではBCを約3,500mに設ける予定だった

が、3,200mとなり山頂との高差約4,000m．

A・BCを計画通り西壁の基部、氷河をへだて

たモレーン稜の最奥部に設営(4.200m)。西壁

中央のⅡ稜を計画するが、取付までの間にクレバ

スと雪崩のために断念し、偵察の後にI稜に転進。

6名のメンバーを2名づつの3パーティーに分け

て、ルートエ作・荷上．休養のローティーション

にする。Clへのルートエ作から荷上げに入って

いる時点で私のスリップ事故により、2パーティ

ーになり、10月6日頃より再び3パーティー。ル

ートは西壁の右端から大きく迂回するようにして

南稜に達した。

登山も中期に入ると、高度が上ることから高所

の影響と疲労等で100%の稼動率は難しくなり、

結果的にはルートが伸びなくなるので、2名3パ

ーティーから3名の2パーティーにする。

AC(61700m)までルートを確保し全員BCに

下降、3～4日の休養後アタック態勢に入った。

予定していたAC用のテントが、A･BCで雪崩

に飛ばされているので、人員の割には小型のテン

トを使用した。テントが狭かったのか、又、他の

要因も加わっているだろうが、一次、二次隊は睡

眠はおろか、精気を抜かれた様な状態でアタック

に向うことになった。第一次隊による第3回目の

アタックはC3(6,300m)より行なった。

結果をみるなら、C3とACのキャンプ配置と

高度を変える事により、又、違った結果が生まれ

たのではないかと思っている。
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登頂 記日

今
寺 村裕隆

露
■や

や凸』今回、初めて日本ヒマラヤ協会の一員として、

中国登山に行く事になりました。結果は、尾形、

橋本の両氏と3度目のアタックにして初登頂する

事が出来ました。

しかし、何よりも登山期間、誰一人として脱落

する事なく、全員無事帰国できたのがよかったと

思います。

今回の登山で、印象に残ったアタック3日間の

日記から

幹

畷

第1次アタック

10月29日曇り時々雪

狭いA･Cテントで眠れない夜だった。

3時起床予定を1時半頃起き出発準備をする。

5時前、まだ暗いうちにA・Cを出発。生憎、外

はガスっていて雪を伴った風が吹いている。

出発するとすぐ、調子が悪い事に気が付いた。

一昨日、昨夜と眠れない日が続いた為だろうか？

この調子でどこまで行けるか不安になる。

A・C裏の垂壁を乗越し、広い稜線に出るとク

レバスがあり、まだ暗くそれ以上のルートが半llら

ず、ツェルトを被って夜が明けるのを待つ。

1時間位い待つと明るくなってきたので出発。

雪稜から不安定な雪質の雪壁となる。その先でク

レバスに阻まれ、クレバスにそって2ピッチ右に

トラバースをする。この頃から天気も悪くなって

クレバスの上からスノー・シャワーが降ってくる。

フィックス・ロープ。を6本張り、私の高度計で

約6,900mまで尾形氏が達したところで、ブイ･ソ

クス・ロープ。はおしまいになった。天候は益々悪

くなるばかりで、このまま行っても頂上まで達し

ない、との判断からここまでで断念する。

昨日の13時以後、交信の止絶えていた第2次隊

の飛田パーティとA・Cで出合った。尾形氏のト

ランシーバの受信部が壊れていた様だ。

明日、二次隊には予定通りアタックしてもらい、

我々、1次隊はC3で1日休養後再度アタックの

予定となる。

今日の体調ではとても山頂まで着かないだろう。

どうにか明日の休養で体調を戻さなくては。

第2次アタック（1次隊休養）

10月30日ガス時々雪

昨日クタクタになって下って来たが、一晩ぐっ

すりと眠れたせいか、幾らか調子がよくなってき
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た。それでも、起きた時は頭が

重く、身体もだるかった。

飛田隊長以下2次隊は、7時

頃A・Cを出発し、3時間余り

で昨日の最高到達点付近まで達

したが、やはり狭いA・Cで眠

れなかったのだろうか、体調不

良の為断念。14時過ぎC3に下

って来た。

尾形氏のトランシーバが故障

している為、以上の報告をC3

で聞く。飛田隊長が「すいませ

んでした。」と言っていたのが

印象的だった。

報告後、2次隊は疲れた様子

でC2に下って行った。

残すは、明日もう一度。最後残すは、明日もう一度。最後のチャンスを与え

られた1日となった。

明日はC3から一気に頂上を目指す。

第3次アタック

10月31日ガス時々晴れ

C3をヘッドランプをつけ出発。天上には星が

きらめき、微風、穏やかな朝だ。

A・Cから先日の最高到達点まで比較的調子よ

く進む。尾形氏は呼吸と体のリズムが合わないと

言っていたが、我々より早い。

先日の終了点から2ピッチ延ばすと手持ちのフ

ィックス・ロープは無くなってしまった。この付

近から傾斜も幾らか弱まってきたので尾形氏がメ

インザイルだけを引っぱって登って行く。

相変らずラッセルが深くなかなか進まない。我

々もくっついて行くのが精一杯だった。頂上岩壁

が一向に近づかない。

頂上岩壁直下のクレバスに着いた時には15時を

過ぎてしまった。どうするのかなと尾形氏の顔を

見ると「行くしきやない。」と言う。確かに頂上

は目と鼻の先に近づいている。

約2ピッチ分、頂上岩壁基部を捲く様に登ると

氷のクーロワールとなる。約50m、最後にかぶっ

た雪壁を乗越すと頂上稜線に出る。このクーロワ

ールは傾斜も強く、よく尾形氏が登ったと感心さ

－44－

せられた。

そこから少しでスノードームの様になった頂上

に着く。頂上は風が強く、時刻も押し迫っている

ので初登頂の感激など味わう余裕などなく記念写

真を写すと早々に下降にうつる。

また、私の高度計で頂上は7,150mを指してい

た。C3からの高度差が約1,000mだ。京大方式

で換算すると約7,300mとなる。ギャラ・ペリの

7,151mという高度が怪しくなってきた。登頂時

刻が遅れたのも予想以上に高度差があった為でも

ある。

下降は途中で日が暮れ、C3上のプラトーでは

キャンプ。の方向か判らなくなり、一時はどうなる

かと思ったが、運よく赤旗が見つかり無事キャン

プに戻る事が出来た。

翌日、A・BCまで下ると、連絡官の王先生、

通訳の崔氏が我々を出迎えに来られていた。

我々以上にうれしそうな顔しているのを見ると、

登頂したのだな、長かった登山もようやく終った

んだなと思えてきた。



機会は瞬時に過ぎ去った

太田健

じめとする風の様なアタックは勉強になりました。

氏の言葉で「この一歩一歩、これが頂上に近づく

んですよ。これつきやないんですよ。」は印象的

です。

食糧担当の私の仕事には、藤原、今村、橋本君

にずいぶん協力してもらい、私にとって初顔合せ

のメンバーだったにもかかわらず、いい協力的な

雰囲気の中で登山ができたことに感謝いたします。

頂上に立つつもりでいた。いつのまにかその機

会は瞬時に過ぎ去った。

トランシーバーの故障により、いまひとつ1次

隊の最高到達点の様子が判らないままの1日早い

アタックと風雪により壊されたポールを修復した

ACテントの想像以上の不自由さ。

ACのほとんど眠れない息苦しい夜が明けた。

気温は-25℃・体感温度はかなり低く、手はじん

じんする。昨日の1次隊のトレールは消えている

が、広い稜どおしにクレバスをかわしながら氷崖

のトラバースとなる。雪は膝下だが悪く、乗ると

谷側へ滑り落ちるラッセルに体力は消耗する。頂

上稜線とそれに続くピークを見ると、少し手前で

見たピークよりずっと遠くに見える。手からも足

からも力が一気に抜ける。正直云って届かないと

思った。今夜もACに泊ると体がもたないような

気がする。C3には1次隊が待機しているので、

C2まで降りなくてはならないと思うと絶望的に

なる。ACに戻ったときには全身虚脱状態で座り

こんでしまった。

あのたった一度のチャンスにやはり行くべきだ

ったと悔まれる。夢みた登頂だったが．……･･いや

ピークを踏むことよりも、たとえ1ピッチでも自

分の手で1次隊の最高到達点よりのばすことがで

きなかったか。もし、のばすことができていれば

今回の登山も充分納得できたと思う。

11月2日8時、少し雲の浮かぶ爽やかな秋の朝

だ。BCのまわりの木々も黄色く色づいている。

濡れた個装を干し、荷を少しまとめる。

鞠
心一

曹一

裂護
…

一

増

八魚

雷

慨

職矧
恥号ﾖ

＃

困難な中、様々な問題がでてくる中での飛田隊

長の臨機応変のタクティクスや尾形登鑿隊長をは
ざ

▲C1上部、洞穴バンドから門への登り
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ギャラ･ペリ偵察の思い出

「ギャラ・ぺりの偵察で思い出す事は、キャラ

バン中、晴れた日は2日間、B･Cからの偵察で

偶然にも4日連続晴れて何とか西面の写真を撮る

事が出来たが、拉薩から拉薩に戻るまでは32日間

中、9日間晴れ間が覗いただけでしかもそれがま

ったくの快晴という日は少なかった。晴れ間の出

るまでは、この地方は晴れの天気はあるのかと思

える位だった。おかげで、連日濡れネズミの行動

には参った。

中でも忘れられない出来事がある。一つめは、

「金八（ハチ）事件｣、キャラバン途中、雑木林

の草地にハチの巣があり、その脇を通ってハチを

避けたつもりが不幸にもズボンの中にハチが入り、

小生の金玉にハチが一刺し、一瞬、訳が分からな

くなり飛び上がった。「ハチだ〃」激痛が走り過

ぎた。すばやく金玉周辺をズボンの上からつまみ

何とか殺した。金玉をハチに刺されるのは、おそ

らく、後にも先にも生涯二度とない事だろう。そ

れ以降、何故か偵察隊の中では「金八（ハチ）」

先生と呼ばれたものだった。その2日前には昼食

時に隊全体ハチに襲われ皆、四方八方逃げ廻った

のだった。結果は連絡官が顔に三カ所刺され、そ

の刺された顔を見て爆笑せずにはいられなかった。

後日、小生にその罰が当ったのだろうか？

2つめは「トゲ物語｣、翌年、本隊がB・Cに

した地点迄の雑木林のルート作りには、トゲの木

帯がありナタで切り開いては進み、1日で両手に

20箇所程トゲが刺さったのを記憶している。毎晩

トゲ抜きに精を出したものだった。

3つめは「熊との遭遇」、そして、B・Cへ上

がる前々日ギャラの猟師が子グマをとったと我々

のB・Cへ立ち寄り、翌日からの上部偵察に恐怖

三 浦敏弘

を覚えた。「子グマが殺されれば、さぞ親グマが

怒っている」と考えられるからである。そして、

翌日、山森さんと2人で10日分の食料の荷上げを

したのだが、熊が怖いのでピッケルを叩いたり、

犬の吠え声をかかさずに荷上げをしたのである。

帰路、草原に出る手前の雑木林の中でギャラの猟

師の銃声を聞く「ズドーン」という丁度、日本の

お祭りでよく使われている火縄銃の音と同じだっ

た。その瞬間、山森さんと小生は、恐怖におのの

きながら足を止めて情勢を伺った。そうしている

うちに犬の吠える声が徐々に近付き、とうとう我

々のすぐ近くになってきた。そして獣道に、人を

這わせたのよりもひと回り位大きく、丸々とした

茶褐色の熊が現われた。その差約10m、我々は、

声も出ず、朽れた大木に身を寄せ、一歩も動く事

ができなかった。何せ瞬間の事なので、神に祈る

間もなく、どうなる事かと思っていたら、その熊

は、獣道を下らず、雑木林の中へ消えて行き、そ

のすぐ1～2m後を、ギャラの猟犬が追いかけて

いった。「ホッと一息、よかった.〃」、その熊の

動作ののろさには、とても逃げ回っている様には

見えなかったのは不思議だった。

後に、B・Cへ立寄った猟師によると射止めら

れなかったと云うことで、益々、翌日の上部への

偵察に行くのに恐怖心を覚えた。熊の足跡は至る

所にあり中でも本隊の登頂ルートに選んだ4,000

m以上までも続いているのには驚かされた。

今回のキャラバンは、他の地域とは異なった天

候の悪さ、ハチに刺され、クマと出合い（後日、

我々の遭遇したものは、野生の牛という事が判明

した）、トゲの木に悩やませながらのものであっ

たが、振り返ってみると、その分、思い出多いも

のだった。
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ティンベ村の交差いとこ婚と

ギャラ村の家族構成

とこと呼ぶ。結局チャワンドジと良子は、母親同

志が姉妹のため平行いとことなり悲恋に終るので

ある。これらの習慣は血族中の結婚を防ぐための

知恵であったのだろう。

チャワンドジが結ばれるのは、5人の中ではピ

ン子、久美子のいづれかである◎良子とマリアは

平行いとこでダメ。

村松一弥の「中国の少数民族」によれば、この

ような交差いとこを嫁の優先候補とする習慣は、

イ族や四川と雲南のチベ､ソト系民族に広く分布し

ていることが紹介されている。

ティベ村付近は、大きな地震があり現在住んで

いる人達は、ダライ・ラマ動乱の頃、四川省から

移動して来たと話していることからみても、つじ

つまがあいそうな話ではあった。

1．交差いとこ婚か？

1985年9月20日、ヤル・ツァンポー河左岸のテ

ィンベ村（約120人）を出発した。馬10頭とポー

ター5人の小さなキャラバンであった。ポーター

5人は女で17才から19才までの陽気な子達であっ

た。初めは顔の特徴をとらえて、その子らを久美

子、さゆり等と呼んでいたが、一人だけ特徴のな
よし

い子がいたので仮に良子と呼んだ。

チュベの部落からは馬も使えないので、20人の

男のポーターが代わった。この中にティンベ村で

キャンプ｡している時から四六時中我々から離れな

いひょうきんな男がいた。名前をチャワンドジと

云う。

キャラバンが進み、夜ともなると我々のテント

の前はポーター達が集まりにぎやかになる。言葉

を教わったり、トランプをしたりするうちに、ど

うもチャワンドジは、良子に気があるらしい事が

わかった。そこで何故結婚しないのかとひやかす

と、母親が姉妹同志なので結婚できないとのこと

だった。

私は、オジとメイなら無理だろうが、いとこ同

志なら可能ではないか？と聞くと、「いとこ同志

はOKだけれども母親が姉妹同志なのでダメ」と

云う。交差いとこ婚の習慣であった｡

交差いとことは、母の兄弟の娘と、父の姉妹の

娘を呼び、母の姉妹の娘や父の兄弟の娘は平行い

2．ただ今ギャラ村は12家族61人？

ギャラ・ぺりの偵察を終えての楽しみは、秋深

い幻の村ペマコチュンヘ入ることであったが、残

念ながら時間切れとなった。しかし、ギャラ村へ

直接イカダに乗ってヤル・ツァンポーを渡ること

ができた｡F.Mベイリーの頃は、ここに綱が張

ってありそれを頼りに舟を渡ったらしいが、現在

では、上流までイカダを曳いて行き、流れに任か

せて途中から一生懸命に漕ぐのである。ベイリー

の時代はここも双胴の舟だったが、現在はギャラ

・ペリに熊撃ちに行く猟師のイカダだけがあった。

対岸からみたギャラ村は、ヤル・ツァンポー河

右岸にめずらしく平担部が拓けていて緑一色の桃

源境であった。上陸してみるとまさにそのとおり

であった。村の中央には穀物を集める広場と保管

する倉などがあり、家々の囲りには、実をたわわ

に実らせた胡桃の大木が所狭しと生えている。

ベース・キャンプに迎えに来てくれたから、一

緒に生活したので村の人々は好意的だった。ヤル

・ツァンポー河を渡る前の日と、当日夜に若者達

から聞きとった村の構成は別表のとおりである。
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交差いとこと平行いとこ図
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合計12家族・61人

1985年10月10日現地にて聞き取り調査

（山森欣一）
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ギャラ ・ずく

私は1985年の秋、ブータン・ヒマラヤのガンケ

ル・プンスム(7,541m)の遠征に出かけた。先発

隊として8月15日にブータンの首都ティンプーを

出発して8月28日にBCを建設したのだが、この

時期のキャラバンは、モンスーンのさ中と云うこ

ともあって、殆ど連日雨に見舞われる散々なもの

であった。本格的な登山活動は9月2日から開始

したのであるが、9月一杯はモンスーンの影響で

悪天候に悩まされた。ポスト・モンスーンの好天

期間が訪れたのは10月1日になってからである。

今回、ギャラ・ぺり遠征の参加が決った時、先

ず浮んだのがこのガンケル遠征時の天候であった。

ガンケルよりもさらに東に位置するギャラ･ペリ

はガンケル以上の悪天なのであろうとそれなりの

覚悟をして出かけたのだが、まさに聞きしに勝る

悪天候のエリアであった。今回のギャラ･ぺりの

気象は惣5年のガンケルに比べて、なお悪い天候で

あったと云えるのは確かだ。

9月11日にぺを出発してBCへのキャラバンを

開始したが、BC迄の5日間は連日雨に見舞われ

た。それでも高度が低いだけ同じ雨でもガンケル

よりは楽であった。

9月16日のBC建設から10月15日迄の1ケ月間

で青天らしい青天に見舞われたのは、僅か2日間

だけ。雨も雪も降らなかった日はこの2日間の胄

天を含めて4日しかなく、残りの25日間は殆ど陽

の恵みを受けることはなかった。

また、この1ケ月間の気象パターンを見てみる

と、9月25B､10月3日、10月10日の夜にいずれ

も大雪に見舞われており、大体1週間周期で大き

く崩れるパターンがみられた。

今回はBCの高度が3,200mと低かったことも

ﾘの気象

尾形好雄

あって雨と雪の境目は大体ABCの高度で4,000

m～4,200m位であった。唯、10月も上旬を過ぎ

ると気温も下がってきて、10月10日の大雪の時は

3,300m付近迄真白になった。

此の地に漸く秋の好天の兆が見られたのは10月

16日になってからである。そして翌、17日から28

日迄はまさにモンスーン明けのような素晴らしい

好天期間が訪れた。この好天期間こそ此の地に於

ける絶好のアタック・チャンスであろう。我々は

1日違いでこの好天を逃してしまい苦労を強いら

れるハメになった。

’85年のHAJ偵察隊及び同時期にペマコチュン

まで入った大分岳連踏査隊の報告によれば'85年

は10月2日頃よりこの秋の好天期間が訪れたと云

われる。'86年は前年に比べて2週間程遅れたよう

である。尤も、これは東チベットの此の辺りだけ

ではなく雲南、貴州などでもモンスーン明けが2

週間程遅れたとかで、あの常春のような気候温暖

で知られる雲貴高原でさえ9月は例年にない天候

不順であったことが伝えられた。

秋の好天到来と共に気温も下がり出し、ABC

の最低気温もマイナスを示すようになった。また、

南稜上には雪煙が舞い上がり、ルートエ作では目

もあけられないようなブリザードに見舞われるな

ど悪天の後は風と寒気が新たに行手を邪魔だてす

るようになった。

風の問題については、ナムチャバルワの中国登

山隊からも報告されているが、これはやはり大ゴ

ルジュと云う地形的な影響で生ずるのであろうか。

ギャラ・ぺりの場合、大体C2直下辺りからヤル

・ツァンポーの流れが傭醗出来るようになると風

に苦しめられる。とくに今回のルートでは、右氷

河の源頭部付近が西壁からの風の通り路になって
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ギャラ・ペリの気温（1986年秋）

たこともあって強風が吹き荒れていた。最もひど

い日にはフィックス．ロープが縄飛びの縄のよう

に宙に舞い上げられてユマールをセッティングす

るのに苦労したこともあった。

また、西壁の上端を縁どる南稜上には巨大な氷

崖がシュカブラのお化けの様な鎧をまとってモン

スターの如く立ちはだかっているが、あれも風に

よって生成されたものなのであろう。

登山期間中の気温については別表の通りである。

10月上旬迄は悪天候ながらも気温は高くゼブラ岩

迄のルートエ作は軍手にオーバーミトンで充分で

あった。登山期間中の最低気温も10月末になって

漸く-22℃程度であるからそれほどの低温では無

かった。但し、これに風が加わるため体感温度の

方はかなり下がる。

月日｜場所｜時刻｜気温｜場所｜時刻｜気温
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と横断山脈の接合地帯にあたり、ヤル．ツァンポ

ーの流れは、此々で大屈曲部をなして流れを急に

南へ向きを変え、インド洋に注いでいる。このた

めインド洋の湿った空気がヤル・ツァンポーの渓

谷に沿って北上して大屈曲部に流入し、この地域

の気候を温暖・湿潤で雨や雪の多いものしている

と云われている。

土地の人に云わせると5月から9月末までは雨

季で、時には10月まで長びくこともあると云う。

雨季の間は殆ど毎日雨か雪が降り、雲は厚く、ナ

ムチャバルワの雄姿は殆ど見ることが出来ないと

云われる。11月～12月にかけては寒くなるが好天

の日が多くなり、山も良く見られるとの事であっ

た。

この山塊の登山時期としていつがベターなのか

一度の経験で言及することはおこがましいが、秋

でも今回のようにモンスーン下の悪天時期に6,000

m位迄ルートを延し、身体を高度順化させておき、

好天到来したら一気呵成にアタックするようにす

れば十分勝算はあるように思われる。因に今遠征

では悪天による気象停滞は一日も無く、全天候型

の行動であった。湿潤で腐った雪もうまく利用し

てルートを延すことが出来る。

但し、ナムチャバルヮの場合は更に一考を要す

るように思われる。
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ギャラ・ペリの天候概要(1986年秋）

考月日天候

1MO◎→⑭

11．→①

12．→⑭

13．時々⑯

14．時々⑭

15．時々⑯

備備 考月日｜天候
9/81①→。 一時雷あり、BCは終日雨9/8

◎→① 3,300m付近まで真白になるどんよりとした雨雲、朝方雨●→◎時々①9

キ
ャ
ラ
バ

夜半に西壁で大雪崩発生◎→⑭◎→● 夜、激しい雨10

111●→◎→● 夜、激しい雨

◎時々⑭●時々◎ 朝から雨12

C2上部はブリザート朝から雨131●時々◎
ン

朝方、青空みられる､好天の兆◎時々①◎→● 1614

C2は濃霧、風強し171①時々◎151．時々 ●

登 時々濃霧、晴天らしい晴天に①◎時々●二 1816

偵
察

なる殆ど終日雨●時々◎17

前日同様の穏かな天気◎→①'81．→●二→①｜午後から陽が射す

,91o ｜］日晴れ 器山 晴れ後、濃霧、C3は強風1日晴れ19

順

応
晴れ後、ブリザード①午後は雨が降ったり止んだり 21●→。20

221①時々◎1日中どんよりとした曇り空。

◎時々●

◎→●

創
一
記
一
鱒

雪煙もなく穏かな日和活 ◎時々①ABCで雪がパラつ 23

今遠征中一番の快晴

鵲
午後3時から雨降り、夜、激

前日同様の快晴妬
一
妬

しい雨

4,000m付近まで真白になる 動 ①→。 濃霧●時々◎24

夜半からの強風が朝迄続く○雨は夕方から雪に変わり、大 27●25

午後から上層雲が見られる雪となる 28

⑭↓

⑭
⑭
◎

々
々
々

時
時
時

○
◎
◎
①
①

C4上部は風雪Clでは雪後量り◎時々●

⑯→。

羽
一
鋤
一
鋤
一
Ｍ

登隙 終日濃霧、小雪舞うClでは曇り時々雪

風強し、夕方より雪◎一時⑭28

山
午後、濃霧291⑭時々 ◎

①→。⑭→◎→● 230

｜
ｍ
－
２
ｌ
３
ｌ
４
ｌ
５
ｌ
６
ｌ
７
’
８

活
動

① 1日晴れ３◎→●朝珍らしく雨も雪も

◎一時●夕方、束の間の陽射

⑯時々◎朝、夕降雪、夜大雪

① 久々 の晴れ間

◎時々①一時⑭

◎時々●C1上部は濃霧、視

◎→●C1上 部 は 雪

⑯→。夜半からの雪降り続

朝珍らしく雨も雪も降らず

◎→①

◎一時●

①

①

①

。

●→◎→●

４
ｌ
５
ｌ
６
ｌ
７
ｌ
８
ｌ
９
ｌ
ｍ

夕方、束の間の陽射しあり

夕方雨
キ
ャ
ラ
、
（

久々の晴れ間

霜が降り冷えこむ

C1上部は濃霧、視界最悪

夜半に雨C1上部は雪
ン

夜半から雪にかわる夜半からの雪降り続く

◎BCは晴れ後曇り①時々⑭ 119
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ギャラ・ペリ周辺気象概要(1985年秋）

度・天候場所
二
１
Ｊ

古
両

君
ｒ
ｌ 温度

月日 備考
8時 14時 14時20時 8時 20時

飛行機の中 ラサ3,650mq)9／12 ◎ 12ラサ

ラサ3,570m ◎13 ◎ 涼しい◎ラサ 12ラサ

ラサ3,550m ◎ ◎ ① 日差し強14 ラサ 18 13ラサ 6．5

ラサ3,550m ◎ 工布工達3,400mO 八一鎮3,050mO15 18 13 風強い85

八一鎮3,000mO 東久2,570m ◎ 八一鎮3,030mO16 時々雨10．5 18．5 15

八一鎮3,000mO 派3,000m ◎17 時々はれ9.5 12

派2,960m ◎18 ティンベ2,950mO 時々雨12 17 10．5

ティンベ2,940mO ◎ ◎ティンベ 時々雨19 ティンベ 9 18.5 15

ティンベ2,950mO

タリン3,120mO

◎20 タリン3,150mO 朝方大雨9 ７

ツ川畔2,800m ◎21 チュベ2,860me 月見ゆ７ 13 10

チュベ2,840mO 林の中2,940mO22 一日晴れ8 14 10

林の中2,870mO 沢筋2,790m ① 加拉対岸2,850mO23 8 12 〃

加拉対岸2,800mO24 ◎ 林の中2,990mO 5 10

林の中2,970mO ◎25 BH2,890m ● 日中曇り
ワ『ー

/､0

BH2,880m ● BH2,870m ●26 BH2,900m ◎ 雨時々曇り7 8.5 7
0

BH2,860m ◎ TC3,250m ◎27 BH2,850m ◎ 61－’10 〃

BH2,860m ● TC途中28 ● BH2,870m ◎ 7.5 9 〃

BH2,830m ◎29 T C ● BH2,830m ● 8 11 〃

BH2,830m ● TC3,200m ●30 TC3,190m ● 5 8

10/1 TC3,160m ● TC3,180m ● TC3,150m ● 4.5 6 3

TC3,130m ◎2 BC3,550m ① BC3,550m ○ 2 17 3

3 BC3,540m ○ BC上3,800mO BC3,550m ① －2 16 4.5

4 BC3,540m ○ 西壁基部4,150mO BC3,560m ○ －2．5 516

BC3,550m ○５ ○B C BC3,550m ○ -0.5116.5 6.5

BC3,540m ◎6 TC3,190m ◎ TC3,190m ◎ 2 16.5 13．5

TC3,190m ◎７ TC3,220m ◎ TC3,220m ◎ 陽出ず10反
』 9

8 TC3,200m ● BH2,870m ◎ BH2,850m ◎ 4113 10

BH2,830m ◎9 B H ◎BH 6 14 11

BH2,820m ◎ 下山途中10 ◎ 加拉対岸2,830mO 6.5 11．5

加拉対岸2,800mO 加拉2,805mO11 加拉2,800m ◎ ７ 20 風強い11

加拉2,780mO 断崖途中2,750mO12 キャンプ2,780mO

キャンプ。2,760mO13 ジュベ2,920mO 派手前 ◎

派2,930m ◎ 派
一
稀

14 ①
｜
◎

派2,940m ①

派 ◎15 八一鎮 ◎

八一鎮 ◎ ◎16 ラサ手前 ◎
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チベット登山の現状

新たな解禁峰

中国の高峰が開放されてから1986年で7年目を

迎える。1980年のオープン時にチベット自治区内

で開放された高峰は、チョモランマとシシャパン

マの2峰とその姉妹峰だけであった。

其の後、西蔵登山協会ではモラムチン、カン・

ペン・チン、ポーロンリ、チャンッェなどの山々

を開放したが、これらは何れもシシャパンマやチ

ョモランマの姉妹峰と云う範ちゅうでのオープン

であった。

1985年になって西蔵登山協会では、これら2つ

の高峰以外の山域を初めて開放した。西チベット

のナムナニ峰とラサの南のニンチンカンサ峰であ

る。

そして、1986年春に同協会は、さらに1986年か

ら1990年までに開放予定の18峰についてチベット

人民政府に申請して承認を得たと発表した。

これら18峰のリストを見ると1987年までには、

マカルー、ローッェ.、チョー・オューなどの8､000

m峰がオーフ。ンされることになっており、予定通

りオープンされれば、中国々内に有する8,000m

峰9座が全て開放されることになる。また、これ

らジャイアンツの姉妹峰としては、次のような山

山が開放される。

一チョー・オューの周辺一

ギャチュン・カン(7,985m)

チョー・ウィ(7,354m)

チョラフ。サン(6,596m)

チョー・ウィは、ネパールではチョー・アウィ

と呼ばれ、未踏峰としても人気の高い山であった

が、1986年秋にHAJ隊に依って中国側から初登

頂された。

その他、1986年から1987年にかけては、クーラ

･ｶﾝﾘ､ｶﾙジｬﾝ､ﾆｴﾝﾁｪﾝﾀﾝダﾗ､

ギャラ･ぺり、ﾗブﾁｪ･ｶﾝ、ﾒﾝﾙﾝﾂｪ、

カンガァドゥ.…．．など7,000mの未踏峰が10座も

オーフ｡ンされる。この内、1986年にオーフ。ンされ

たクーラ・カンリ、カルジャン、ニエンチェンタ

ングラ、チョー・ウィ、ギャラ・ぺりは何れも日

本隊によって初登頂された。

また、ラフ°チェ・カンには1987年の本隊を前に

1986年秋、HAJと西蔵登山協会の合同隊が偵察

に入り、同じくカンガドゥには同志社大山岳会が

偵察に入った。

これら順次開放された山々のいきさつを見ると、

中国の新たな山の開放と云うのは、先ず、登山隊

から未解禁峰への登山申請かあってから、その山

を調査し、その山の位置する所轄省や自治区人民

政府と協議の上、開放するかどうかを決めている

ようである。

尚、新たに開放された山については、それらの

隣接峰に対して姉妹峰の考えは適用されないとの

事。例えば、従来の考え方からすれば、ギャラ・

ペリが開放されたのならその隣接峰であるセンダ

ンプー(6,700m)などは開放されてもよさそうに

思えるのだが、開放はあくまでもギャラ・ぺりの

みと云う事である。

チベットの開放されている主な高峰は、別添リ

ストを参照されたい。

新たな開放旅遊地域

1985年のナムナニ峰のオープンに伴い、聖地カ

イラス山、マナサロワール湖の旅遊が出来るよう

になり、ルートとして新蔵公路、チャンタン高原

も開放された。

ネパールとの相互旅遊に関しては、ザンムー

（樟木）とフラン（普蘭、インド名タクラコット）

の2箇所の国境が開放されており、1985年からラ

サーザンムーーコダリーカトマンズ間の自動車旅
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遊が開始された。フランの方は、ネパール側の道

路事情などもあって今のところ自動車旅遊は出来

ない。（フランからラサ迄の自動車旅遊は可能｡)

1986年4月7日、中国公安省スポークスマンは、

71の通関港（ロ岸）で中国人・外国人の出入国を

認めると発表した。

この発表によると限定付き（国境を接する両国

政府職員の証明書に基づく通行のみに限る。）で

はあるが、中央部ネパールのランタン谷の入り口

にあるシャベルベンシからギィロン（吉降）への

ルートが開放されたと云われたが、西蔵の国際体

育旅遊公司の話では、まだ、開放されていないと

の事。同じくシッキムのガントックからツォモ

（亜東）へのルートも限定付き（特別な許可を受

けた者だけが入出国できる。）で開放されたと発

表されたが、これも同公司の話では、開放されて

いないとの事。

一公路の開放一

青蔵高原を縦断する西寧～ラサ間の胄蔵公路の

全長約2,000kmが1986年春から正式にオーフ。ンさ

れた。この胄蔵公路の正式オーフ°ンに伴い、ツァ

イダム盆地、チャルハン塩湖の観光も出来るよう

になった。

また、ラサから四川省へ抜ける川蔵公路も開放

間近かとなり、1986年4～5月に神戸大学と東北

大学隊がラサと成都間の2,800kmを踏査した。

中国国際体育旅遊公司

中国々内の山地旅遊に関しては、1986年1月に

設立された中国国際体育旅遊公司（王冨洲総経理）

の扱いとなる。

これ迄チベ､ソト自治区内における登山隊のアレ

ンジは、西蔵登山協会によって行われてきたが、

1986年から西蔵国際体育旅遊公司が行うようにな

った。西蔵国際体育旅遊公司は、現在、西蔵体育

運動委員会の敷地内に「ヒマラヤ・ホテル」を建

設中で、1987年から登山隊はこのホテルに泊れる

ようになるとの事。

尚、西蔵登山協会は、西蔵登山隊の派遣、合同

登山隊の派遣と云った登山活動の実践だけを担う

ようになった。
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○躍進著しい西蔵登山協会

1986年、西蔵登山協会は4月にニンチンカンサ

峰(7,191m)の初登頂に成功し、5月には日山協

（主管・長野県山岳協会）との合同技術訂||練で章

子峰(7,538m)に登頂した。特にニンチンカンサ

峰の初登頂は、これ迄に中国隊が単独チームで

7,000m峰の初登頂に成功した1977年のトムール峰

(7,443m)、1983年のナイフ°ン峰(7,043m)以来

の快挙である。

1985年は、西蔵自治区成立20周年の年にあたり、

この年西蔵登山協会も創立20周年を迎えた。西蔵

登山協会ではこれらを記念して、独力でチョー・

オュー(8,201m)に登山隊を派遣し、9名が登頂

に成功して実力の片鱗を見せていた。

チベット人の登山は、1960年チョモランマ登山

訓練のために実施された1959年のムスターグ・ア

ダ峰壹頂から始まり、それ以後中国隊の一員とし

て多くの成果を挙げてきた。然し、これらはあく

までも漢族の指導による登山活動であった。

其の后、1980年に中国の高峰が開放となり、チ

ベットの人達は、チョモランマやシシャパンマな

どで高所協力員として活躍した。この頃より西蔵

登山協会では、独自のチームによる自国の高峰登

山を考えるようになり、訓|練に励まれてきた。

その結果、1983年、84年のナムチャバルワ登山

における、ナイプン峰初登頂。85年のチョー・オ

ュー登頂及び日中合|司隊でのナムナニ峰初登頂な

どの実績が印された。

1987年はHAJとの合同でラフ。チェ・カン

(7,367m)登山の計画があり、1988年には、日

本・中国・ネパール三国によるチョモランマ縦走

計画があり、中国側隊の主力となることであろう。

西蔵登山協会の活躍は、今後、益々期待されると

ころである。

（文責尾形好雄）



西蔵の開放されている主な高峰
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1986年チベット登山隊

チョモランマ(8,848m)

・カナダ隊（18名）

西稜からホーンバイン・クーロワールを辿り、

5月22日、ドウェイン・コンドンとシャロン・ウ

･ソド（女性、29歳）が登頂。

・アメリカ隊（ジョセフ。E・マーフィ隊長(56）

ら11名）

北壁のグレート・クーロワールの1984年オース

トラリア・ルートからの登頂を試みたが、雪崩の

ため最終キャンプか出来ず、7,770mで断念。

3月19日にB･C(5,180m)を建設した後、C･1

(5,550m)、C･2(5､790m)、C･3(6,100m)、

C･4(6,980m)とlll目次キャンプを延した後、4月

29BC･5(7,770m)を建設。然し、その後、C･6

の建設が果せず、日数不足で断念。5月25日に

B･Cへ全員下る。

（※春には、この2隊の他に10人から成るスペイ

ン隊がチョモランマに入山したが結果は不明｡）

・チリ隊（クラウディオ・ルセーロ隊長ら9名）

北東稜のノーマル・ルートに挑んだが、8月16

日、ビクトル・ウーコ．・トルヒーヨ（22）が雪崩

で死亡した為、断念。

・フランス・スイス隊

エアハルト・ロレタン（26）とジャン・トロワ

レ（39）のスイス人ペアが、北壁日本ルートから

登頂。

8月28日の深夜に北壁に取付いた後、夜間登鑿

で高度を稼ぎ、29日の日中は休養。そして、翌30

日の午前2時に頂上に立った。下降は取付まで3

時間30分と史上最も早いタイムで下りきった。

ピエール・アニー（37）とニコール・ニキュは、

女性初の無酸素登頂を目指したが、北壁取付の直

ぐ上の約6,500mで断念。

・アメリカ隊（アンドルー・ハーヴァード隊長

（37）ら9名）

8月～10月にかけて北東稜からマロリー、アー

ヴィンの遺品探索を兼ねて挑んだが、悪天候の為、

C･5で断念。10月17日には、ノース・コル下でシ

ェルパ4名が雪崩に遭いダワ・ノルブが死亡。

－57－

・イギリス隊（ブラミー・ストークス隊長）

未踏の北々東稜に挑んだが、悪天候の為、10月

16日にC･3(8,000m)上部のピナクル群で断念と

なる。

（※この他、モンスーン期にアメリカ在住のカナ

ダ人ロジー・マーシャル（45）が、単独で北壁の

グレート・クーロワールを目指したが、6,500m

で断念した｡)

シシャパンマ(8,013m)

・イタリアの公募隊(アルベルト・レー隊長ら15名）

北面のノーマル・ルートに挑んだが、8月26日

にスペインのホルディ・ポンスとホアン・ロカス

バラが7,700m迄達して断念。

・フランスの公募隊

北面のノーマル・ルートから9月10日にフラン

スのエリク・エスコフィエ（26)、ジャック・クサヴィ

エ・ミュリヨ（30)と日本の尾崎隆（33)が登頂した。

（※この他、スペイン隊が南東壁に挑んだが、詳

細は不明）

チャンツェ(7,553m)

長野県山岳協会（主管）と西蔵登山協会による

日中合同登山技術研修会（第6回）が、同峰で実

施された。

日本側は、堀内利美隊長(50)ら17名、中国側

は貢布総隊長ら19名に支援隊員5名、それに中国

側報道が3名の総勢44名。

4月23BB･C(5,050m)建没後、30BA･BC

<6,050m)、6,200mの仮C･1をへて5月8日C･1

(61930m)建設と|||目次キャンプを進める。10日一

次隊として双方8名ずつが頂上に向い、7,100m

で東稜に出て登頂。日本側は松原繁（44)、宮本

義彦（41）、古畠俊彦（38）、島方健次（38）、

山田正充（33)、榛葉伸男（25)、山田誠（28)、

小林之美（26）。中国側は仁青平措、旺加、次仁

多吉、拉巴、大斉米、仁那、小斉米、桂桑（女性

隊員）

翌11日にも二次隊が1頁上に向い、中国側が8名

登頂した。

ニエンチェンタングラ(7,162m)



東北大学隊（葛西森夫総隊長（63）、金森安孝

登塞隊長（33）ら12名）

爬努曲（パニュチュー）の源頭となる南氷河か

ら西稜に出て初登頂に成功。

3月25日にB･C(4,800m)建設した後、28BL

･C(5150m)を設営。4月5日にA･BC(5.300

m)、8日C･1(5,700m)、20日西稜のコルにC･2

(6,270m)、西稜上の6,600mに仮C･3を作り、

5月6日「軍艦岩」直下にC･3(6,800m)を建設。

7.000m迄のルートエ作の後、5月8日、長沼宏

（32)、丸山裕介（27）、和田道治（25）の3名

が22時12分に初登頂に成功。

ニンチンカンサ(7,191m)

西蔵登山協会隊が独自のチームで初登頂に成功。

4月10日にラサを出発した同隊は、5.000mにB

．Cを設けて13日から登山活動を開始。18日にC･l

(6,100m)を建設。さらに6.700mにC･2を設け

た後、27日よりアタックを開始して、28日9時25

分初登頂に成功した。

登頂者は桑珠、辺巴、加布、拉旺、丹真多吉、

格桑、旺多、旦増、加措、辺巴札西、次仁、普布

の12名。

クーラ・カンリ(7,554m)

神戸大学隊（平井一正総隊長（54)、岡市敏治

登山隊長ら総勢25名、学術5名、報道4名を含む）

は、北面から西稜を経て初登頂に成功した。

4月15日にB･C(4,450m)､.20日にA･BC(5,350

m)を建設した後、氷河を遡って西稜に取付き、

25日C･1(5,750m)、4月2日C･2(6,200m)、11

日C･3(6,700m)とキャンプ。を建設｡20日に7,100

mの地点にA･Cを設けて、翌21日、居谷千春(36)、

坂本淳（29）、尾崎久純（27)、大谷映芳（39）

が登頂。22日には二次隊として森長敬（32）、長

谷川浩（27）が登頂。

カルジャン(7,216m)

HAJ隊（新郷信廣隊長(43)ら6名）が北面

から西面氷河を経て初登頂に成功した。

9月10日モンダ(4.200m)にB･Cを設営。その

後、西面氷河上にA･BC(5,300m)、C･1(5,730

m)と建設した後、北西稜の末端壁に取付く。28

日北西稜の肩直下にC･2(6,150m)、10月11日仮

C･3(6,580m)、13日C･3(7,000m)と建設し、
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翌14日新郷隊長、友田健治（37)、岩崎洋（26）

の3名が18時30分に登頂。

16日には二次隊として宮崎勉(38)、保坂昭憲

（38）が登頂。

チョー・ウィ(7,354m)

HAJ隊（八嶋寛隊長(36)ら10名）が、加布

拉氷河から北西稜にルートを取り、全員初登頂に

成功した。

9月21日、加布拉氷河上にB･C(5,800m)を建

設｡25B(6,100m)、10月2日北西稜上の6,700m

にC･2を建設。さらに大岩近くまでルートエ作を

終えてから、11BC･2から一次隊が頂上に向った。

然し、一日で頂_上まで届かず、約7,200m地点で

ビヴァークとなり、翌日12時59分登頂した。一次

隊は遠藤幸寿（33)、志小田美弘（27)、江村克

志（29)、松木克雄（30)。14日には二次隊とし

て八嶋隊長、小野寺光義（40)、佐藤修（38）、

石川啓二（29)、山田敏雄（27）、大久保主計

（27）の6名も登頂し、全員登頂となった。

ラプチェ・カン(7,367m)

HAJと西蔵登山協会の合同隊(HAJ側斎藤

安平隊長（33）ら2名、TMA側成天亮隊長(46)

ら2名）が、1987年の本隊派遣を前に偵察した。

9月9日、朗果村(4,500m)にB･Cを設けた後、

錯朗鴫の氷河湖を経て北面から西稜直下の6,200

m地点迄偵察活動をする。

ギャラ・ぺり(7,151m)

HAJ隊（飛田和夫隊長(40)ら6名）は、西

壁から南稜に出て初登頂に成功した。

9月16日、ギャラ・ぺり氷河舌端にB･C(3,200

m)を建設。25BA･BC(4,200m)、10月3日C･1

（5,000m)、11日C･2(5,650m)、19日C･3(6,3m

m)、21BA･C(6,700m)とキャンプを建設した後、

アタック態勢に入る。29日、30日に一次、二次隊

がAPCからアダ‘ソクするも悪天のため約7,000m

地点で敗退。31日に三次隊として一次隊の尾形好

雄（38)、橋本康弘（32)、今村裕降（27）がC

・3から頂上に向かい、16時55分に登頂した。

カンガァドゥ(7,060m)

同志社大学山岳会隊は、1987年の本隊派遣を前

に偵察を兼ねた踏査隊（宮崎貴文隊長ら4名）を

10月から11月にかけて現地に派遣した。



ヤル･ツァンポー西、束

(1984年～1985年の経験から）

山森 欣 一

て3年しかたっていず、中国領ヒマラヤで日本人

が活動できるはずもなかった。それが冒頭の「国

際情勢…･･.」となったのである。

だが、中国では1976年にそれまで指導者として

君臨してきた、周恩来、朱徳、毛沢東が相次いで

黄泉の人となり、それ以後四人組の逮捕があり、

文化大革命10年のもたらした混乱と破壊から立ち

直るため、都小平を中心として急速に「四つの現

代化」が促進されることとなった。その中には「国

の対外開放」も含まれており、遂に待望の中国領

ヒマラヤのオーフ。ンが実現したのである。1979年

春のことであった。

はじめに

HAJのヌン峰遠征から帰国して間もない1975

年12月に、私は一つの夢を所属していた山嶺登高

会々報に寄稿した。「うつつの夢」と題した内容

は、「国際情勢を考えれば、それは全く不可能な

ことであるが……」とことわりをつけたが、骨子

はチベットの山と川を結ぶ計画であった。

ナムナニ（グルラマンダータ）を登り、ヤル・

ツァンポーを舟で下り、ナムチャバルワを登り、

更にヤル・ツァンポーからブラマプトラと名の変

わる川をインド平原を舟で下ってベンガル湾へ至

るものであった。

当時としては未踏であったこの2つの7,700m

の巨峰と、謎の河ヤル・ツァンポーを結ぶ、私に

とっては心躍るアドヴェンチャーであった。勿論

その中にギャラ・ぺりがあったことはいうまでも

ないことである。

1975年といえば、日本が中国と国交を正常化し

シーチェンクー

や----αｹｷﾖ．.‐
、‐‐~--‐-＜ｲﾂー

、

、

、

HAJの中国

私はその頃、カンチェンジュンガ大縦走の夢に

とりつかれており、中国へ具体的に目を向けるこ

とはできなかった。その間、中国ではチョモラン

マ(1980年）、コングルー(1981年）、チョゴリ

（1982年）と大物が登られ、ミニヤ・コンガの日

ツァンポー川概念図ヤル。

一一一一は箪者踏破コース

ギャラ･ペリ大屈曲部7,151m

薑毒こぐ蓑二講糊”
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本隊2つの遭難などもあり、相変わらずの狂騒曲

が鳴り響いていた。カンチェンジュンガが終了後、

私はHAJ事務局に專従することとなり、活動の

舞台は必然的にHAJとなったのである。

HAJがようやく中国に目を転じたのは、カン

チェンジュンガが一段落した1982年秋であった。

中国に対する主眼は定っていた。それは「未踏」

への根張り強い挑戦であり、垂直と水平の未踏へ

の挑戦の中心として、ナムチャバルワが据えられ

たのは当然であった。

HAJの目指す未踏を充分にかなえてくれる広

大なフィールドが中国にはあった。黄河、長江、ヤ

ル・ツァンポーに代表される大河、チャンタンや

四川の高原、毘冑や横断山脈、グレート．ヒマラ

ヤの峰々、そしてそれらを結ぶ、川蔵、雲蔵、新

蔵、胄蔵公路。永遠の聖地カイラス、マナサロワ

ール湖。又、インド、ネパール、ブータンなど隣

接する国々のチベット系文化圏。

第一期の計画として、西南中国とインド、ブー

タン、ネパールを含んだ「中国及び周辺地域総合

探査計画」がまとめられ、当面3年間で10のう｡ロ

ジェクトを展開し、合わせて随時、中国隊ナムチ

ャバルワ峰登頂への協力、支援活動を開始するこ

ととなった。10のプロジェクト内容と実施状況は

以下のとおりである。

ほぼ当初計画どおり遂行できたのは、それぞれ

未踏への熱き想いを抱き続けているHAJの面々

なればこそと思われる。

尚、このプロジェクトとは別に、1985年には、

秘峰クラウン、罠冑慕土山、黄河源流、胄蔵公路

からネパールに隊を派遣し、1986年には四川省横

断山脈帳山山脈の主峰雪宝頂、チベットのチヨ－

．アウイ、カルジャン、ラプチェ・カンに隊を派

遣して、大河、砂漠、森林、高原と、中国のフィ

ルドの持つ未踏へ足跡を残せたのであった。そし

てこれらは、その都度会報「ヒマラヤ」誌上で報

告され、会員の新たな耒踏への憧れを醸成してい

るのである。

ヤル・ツァンポーの西へ

冒頭に述べた私の夢は、現実味を帯びはじめた

のである。しかし、ここで大きな暗礁に乗り上げ

た。それは1983年秋に胡耀邦総書記が来日したこ

とに始まった。ナムナニ（グルラマンダータ）の

許可が京都大学、同志社大学の京都勢に中国登山

協会が合同で実施することで決定したのである。

これによって西ネパールから河口慧海の道をた

どりプラン（タクラコット）からナムナニ、マ

ファモツォ（マナサロワール）、カン・リンポチ

ェ（カイラス）を巡礼しラサに至るルートに開放

後外国人として最初に入域したいとの夢は破れた

のであった。それにも増して、ネパールと中国の

国境通過が可能にならなければこの計画は実現し

ない。1～2年前から盛んにカトマンズ方面から

は、コダリーラサの国境通過が許可される噂が飛

んでいたが、現状はなかなかむづかしいものであ

プロジェクト名 計画内容 実施内容

｜
訓
詣
弔
碧
調
和
北
部
訓

間
９
４
４
６
７
８
８
９
９
９

■
●

①

期
咄
弛
〃
〃
〃
肥
〃
〃
銘
〃

５
６

１
１

１

１

隊長

'1四川踏査隊（第1次）

2雲南遠征隊（第1次）

3ブータン王国遠征隊（第1次）

4千ベット遠征隊（第1次）

5インダス源流踏査隊（第1次）

6〃（第2 次 ）

7ブータン王国遠征隊（第2次）

8チベット踏査隊（第2次）

9チベット遠征隊（第3次）

10四川遠征隊､雲南踏査隊(共に第2次）

中部山岳

北部山岳

西部山岳

西部カイラス

インダス源流

〃

北部山岳地帯

大屈曲部

〃

チョラ山北部

スークーニャン

玉竜雪山

ジﾁｭ･ダケ

ナムナニ他

マモストン・カンリ

サセル・カンリ

ガンケル・プンスム

ギャラ・ぺり偵察

ギャラ・ペリ

成昆鉄道～ケニ

田
田
原
森
形
内
森
田
森

木

角
飛
八
山
尾
沖
大
山
飛
山

不
和
圀
欣
好
允
倫
欣
和
欣

二
夫
明
一
雄
人
文
一
夫
一

※う。ロジェクト名と計画内容は、当初探査計画のままである。この他、1983年秋には、中国ナムチャバ

ルワ隊々 員への岩登り技術訓練へ角田不二、吉田憲司の2名を派遣し、併わせて1984年春のナムチャバル

ワ登山隊へ登山装備の一部を寄贈した。（ヒマラヤ148号参照）
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群れは、ナムナニの南にあるチベット、ネパー

ル、インドの国境の街である普蘭に向かう。ヤク

は既に刈りとった羊の毛を缶詰のパイナッフ。ルの

ように丸くして両側につけている。山羊はコンパ

クトにまとめ袋に入った塩（約10k9)を背につけ

ている。羊はまだ刈りとっていないもので、これ

は普蘭でそれぞれ大きなハサミで刈りとられる運

命にある。チベット犬は番犬だ。

ナムナニの西面は、このような一団が続々と南

下するルートとなっている。ナムナニは東の頂上

から西に長大な尾根を派生しており、その尾根の

据野は広大な丘陵となっており、チベット高原に

住む人とインド、ネパールの人々の交易ルートと

なっているのだ。

ナムナニの西面は、また、聖地マファモツオ、

カン・リンポチェを巡礼する信者達の行き交うと

ころでもある。ネパール側から来る巡礼達は、山

羊に木の枝を積んでくる。馬はジープ。を見て驚き

駆け去って行く。インドのヒンディーは、年間総

"198人に限りカン・リンポチェ巡礼を許可され

る。彼等は普蘭と巡礼のスタート地である大金

（ダルチェン）まで專用バスで送迎される。大金

には彼等のためのゲストハウスがある。ネパール

やチベットの信者達は、思い思いのテントを張り

巡礼を続けていた。悠久の大地が汚染されること

もなく続けられた、この巡礼の歴史は何時から始

ったのであろうか。

ったo

そこで、一担ネパール側ルートを棚上げし、ラ

サからヤル・ツァンポー沿いに聖地へ入域し、ナ

ムナニ、カン・リンポチェを偵察し、更にラサヘ

戻りギャラ・ぺりを偵察し、ネパールへ抜ける計

画に切り換えたのであった。これには、ヤル･ツ

ァンポーを源流から大屈曲部まで観察する目的も

含まれていたのであった。

機は熟していなかった。ギャラ・ぺり偵察は複

雑な許可状況下にあり（詳細は別槁）、国境通過

も寸前のところでダメであった。（可能になった

のは翌1985年春）結局1984年に許可されたのは、

ナムナニ峰偵察のためにラサからヤル・ツァンポ

ー沿いに辿るルートと付随したカン・リンポチェ

周遊であった。（詳細はヒマラヤ156号参照）

ナムナニの西

ナムナニの北側は、聖湖マファモツォに続く丘

陵である。ナムナニの中腹から見ると右に聖湖、

左にラカス湖その間を緩やかな丘陵が続き、遥か

彼方に聖山カン・リンポチェの美しい南面の姿を

眺めることができる。その聖湖から続く丘陵の一

番低い鞍部から続々とヤクと羊の群れが降りてき

た。群れの多くは、30～50頭のヤクと200頭の羊

や山羊そして2～3頭のチベット犬の集団である。

一団また一団と切れ目なく続くその模様は、ま

るで一幅の絵巻物を見るが如く、私を19世紀初頭

まで引き戻してくれた。 ナムナニの登路

ナムナニは雄大な山姿の山で

ある。西に長大な稜を派生し、

その南側の上部は壁となってい

る。北西側に大きな氷河が2本

あり、北面は巨大な岩壁となっ

ていて北東に急峻な尾根を派生

している。

ナムナニは1905年イギリスの

ロングスタッフによって西稜が

6,700mまで登られたが、その

上の深いギャップ°を越えること

ができなかった。その後は深い

ベールに包まれたままであった

が、1963年に北海道大学隊が当

蟻

好

会
ぬ
げ
‐
届

内
法

綴

強 群

▲ネパール、インド、チベットの国境にあるクジャ寺の砂マンダラ

－61－



▼ナムナニ北面（正面、北壁の左に切れ落ちる北カンテ）
蕊驚

…

時ネパールにあるといわれたナラカンカール峰と

誤認し、国境を越えて南東面に到達した。

1985年には、京大・同大と中国登山協会の合同

隊によって、北西面のザロンマロバ氷河と西尾根

を継ぐルートから初登頂された。

ザロンマロバ氷河の北に広大な氷河が走っており、

私達はこの氷河に入り北面から直接頂上に至るル

ートを偵察した。しかし、西面からこの氷河に直接

入ることはできなかった。氷河から流れだす川の

下流が大きなゴルジュ帯を形成しているためであ

る。このため一旦ナムナニの北西面を5,300mま

で巻くようにして登った。驚くことにこの斜面に

は数十頭の野生のロバが生棲していた。

私達はこの氷河から頂上直下で北東稜に合流し

ている、短かくてこの氷河に顕著に切れ落ちてい

る「北カンテ」を偵察した。純白の氷河が北東稜

末端まで続き、右岸側にはナムナニの第二峰とも

云うべき古納峰(6,912m)の頂上が手の届く所

にある。アブ°ローチの輸送の問題さえ解決できれ

ば絶好の登頂ルートと言える。何よりも激しい風

の通り道となる西面や長大な北西面の氷河ルート

の殺伐さに比べてここには、山を登る者にとって

心躍る岩と雪の雰囲気があった。

何時の日にか再び大志を持ってこの稜に挑む決

意を抱いて山を下りたのである。

ヤル・ツァンポーの源流

マファモッォを後にヤル・ツァンポー源流に向

かう。良く晴れた青空の下を東に向かう。サモ川

が流れる小さな谷は緑一色でその中に古い轍がか

すかに残されていた。ところどころカルカの跡を

見るがほとんど無人地帯を行く。やがて左右が開

らけた高原となりチベット野ロバやチベット羊の

群に会う。後を振り返えると遥か彼方に雄大なナ

ムナニが浮んでいた。その左には6,000m級の山

が連らなっている。やがて前方から4人連れの巡

礼が近づいて来た。この辺は乳色をした岩と黒い

岩が散在し、カルカやチョルテンがあった。

とあるせせらぎで遅い昼食をしていると、30頭

ほどのヤクを連れた移牧民と会う。かなり広い扇

状地に石がゴロゴロとありジープ。も進むのに苦労

した。この場所でもキツネを見た。そしてマファ

モツォを出発してから3時間ほどで大きな湖であ

る公珠錯に出た。手前には小さな池塘があり小魚

が元気に泳ぎ花が咲き乱れている。湖を過ぎると

いよいよ待望の「マヨム・ラ」への登りとなる。

その手前で南方の呑拉(4,951m)越しに支馬雍丹

夫山(6,532m)と思える山を見た。あいにくこの

頃より雨雲となり判然とはしない。

マヨム・ラは標高約5,050m。今は訪れる人も
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▼静まりかえるマヨム・ラ

じた。

尚、現在中国では、ヤル・ツァンポー川の源流

はマヨム・ラの南にある、チェマヤンツオン・チ

ューであるとしており、その南にありかつてへデ

ィンが源流としたクービィ・チューを否定している。

なく峠であることの証左であるタルチョーが淋し

くたなびいていた。訪れる人が少ない証は他にも

あった。この峠の前後には野ロバが群れていた。

峠を下るとかなりの悪路を経て、ヤル．ツァン

ポーの北の源流であるマヨム・ツァンポーに出た。

マヨム・ツァンポーの右岸側には、4家族が住

んでいた。エーデルワイスの咲き乱れる緑の岸を

辿ると、源流に向かうと右岸は4～5段の広い河

岸段丘となっている。やがて東側から大きな支流

が合流する。合流点は緩やかな扇状となり、ヤク

などの骨が散在していた。源流はなだらかな丘陵

が続く北西方向のようだ。標高約4,840mであっ

た。

マョム・ツァンポーを下れば、そこはヤル・ツ

ァンポーの本流であり、流れを見たかったが時間

がなく断念した。いづれにしてもヤル・ツァンポ

ーを源流から下降するためには、南側の源流をも

偵察しなければならない。ナムナニを登った後で

果して呑拉を越えて南側の源流に入ることができ

るだろうか。北側の源流は、水量は充分にあるも

のの浅瀬が多くゴムボートでも難しいようにも感

ヤル・ツァンポーの中流

チベット最大の河であるヤル・ツァンポーを渡

るには、橋と動力による船、コワやイカダなど幾

つかの方法がある。中流部に位置する曲水から上

流部には、大竹と拉孜の二ケ所に動力による船が

ヤル・ツァンポー川源流付近概念区カン・リンポチェ

▲

6,656m

⑧ヤル・ツァンポー源流到達月バルカ

／，／
コムチュンツ

ー

､ヘド苫ﾉー:ラ
ﾉーﾌ･鋤1，
／･

●

｡

ー●

ネパール

チエマ

ﾑサンン
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▼マヨム・ラ下のチベット野ロバ

運行されている。

拉孜の渡しは、太い一本の鋼線が両岸を継いで

おり、船は両岸の動力によって引き上げられるよ

うにして運行していた。多分この渡しは開放後外

国人としては、私達が1984年7月に渡ったのが初

めてであったと思われる。この付近は川幅が極端

に狭く、曲水あたりの広さを見ている目には、増

水期にはどうなるのだろうか？と思った。しかし、

7月～8月と云えば充分に増水期であり、これが

満水の状態ならば充分に下降の可能性があると思

えた。

大竹の渡しは、川幅も広く流れも早かった。こ

こは船台の横に通常の船が連結されて、両岸交互

に連行されている。8月中旬の満水期とあってか

河は酒々と流れ、いかにも大河という雰囲気であ

った。

曲水からコンガ空港までのヤル・ツァンポーは

多くの人々が見ている。中洲が幾つもあり相互に

流れあう様は、一見優雅に見え

特に加査から米林の間には、最近になって人工衛

生から発見されたといわれる「滝」の存在も噂さ

れており、これが真実ならば川下りにとっては、

黄河の壺口爆布や長江の虎跳峡に匹敵する困難な

障害となるだろう。

東のヤル・ツァンポー

大河ヤル・ツァンポーは、ナムナニの西から発

して1,500kn]東流し、朗県から除々に北東に進み、

ナムチャバルワの東で南へ向きを変えて、アッサ

ム平原に入り西へ流れ行く。その北東から南へ流

れを変える付近を「大屈曲部」グレート・ベント

と称する。

グレート・ベントの入口となる場所が米林であ

る。林芝からニイヤン・チューに沿って小一時間

も下るとヤル・ツァンポーに合流する。この付近

はリンゴの産地でもある。ヤル・ツァンポーは川

幅も広くゆったりと流れている。上流側には、現

在地元民でも通行許可証無しには、通れない立派

な大橋がかかっている。米林の南に大きな谷が入

っており、約150kmも下れば、アッサムである。

この大橋の重要性はその造りからも察することが

できるのである。

米林は小さな街であるが、街並も建物も小ざっ

ばりとして気持ちの良い所である。林芝も石畳な

どを敷いた気分の良い所であった。それに比べる

と典型的な名を与えられた八一鎮は強風の通り道

に造られた殺風景な街であった。

るが、これを下ろうとする目に

は複雑に写る。大きな滝こそな

いものの合流点には必ず滝が現

われ渦も巻いていた。この付近

では曲水の大橋以外は地元のチ

ベット人はコワを駆使して河を

渡っている。中洲から中洲を継

いでの渡河には、コワは軽くて

重宝である。

コンガ空港に降り立つ前に飛

行機は、ヤル・ツァンポーの上

を飛ぶ。乃東や朗県あたりも一

度は見ておかなければならない。

燕:…

▲拉孜の渡し（鋼線が張られている）
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米林はヤル・ツァンポーの右岸側にある。これ

より下流にあるグレード・ベントの喉とも云える

「派区」には、右岸通しに道が作られている。し

かし、アッサムとの狭間にある山々から幾つもの

水流が、ヤル・ツァンポーに流れ込み、道はいた

る所で氾濫しており、トラックといえどもその渡

渉は容易でない。減水期でこの有様では、7～8

月の満水期は相当の水量となるだろう。

派区までのヤル・ツァンポーは、徐々に川幅を

狭めて行くが、不思議な事に両岸のところどころ

に白い砂が小山を造っている。南の広けた谷から

の風のためであろうか。

以前、建国の意気に燃えていた頃は、ヤル・ツ

ァンポー河左岸にも自動車道路が走り、派区から

トラックなども積める動力の渡船があった。現在

は往き交う人も地元民だけのためか、左岸の道と

動力船は使われていない。痕跡が残るだけである。

派区は、大屈曲部への旅装を整える所である。

招待所の屋根越しには、夕陽に映えるナムチャバ

ルワの圧倒的にそそり立つピラミダルな三角錘の

頂上と、人を寄せつけない絶望的な西壁が手の届

くほど近くに見える。こんな素晴らしい景色が見

える所も少い。

派は、これから奥のギャラや中心地米林への隊

商が一休みする中継地でもある。この付近の馬は

小柄のものが多い。派の標高は約2,960mであり、

この付近にはヤクはいない。馬が輸送手段の主な

ものである。しかし、それもギャラやチュベまで

である。派区の人口は2，753人と話してくれた。

グレード・ベントヘ

派からヤル・ツァンポー左岸へ、双胴の丸木舟

▲ラサ市内でコワを担ぐ
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▼大竹の渡し（船が横から曳<）

で渡る。馬鹿でかいオールで漕手が3人河の中ほ

どから懸命に漕ぐ。水は容赦なく荷物や乗客に降

りかかる。丸木舟の中にも水が溜り、全ての人と

荷が水を浴るころ対岸に着く。この間約5～7分。

ここですかさず漕手に煙草を差し出すのがコツの

ようだ。そうすれば、往復がスムーズになる。

左岸はティンベという。ティンは数字の3とい

う意味でありネパール語と同じである。人口120

人、小学校生徒26人（内女7人）先生2人。9月

の中旬はまだ雨の日が多い。左岸沿いの高台につ

けられた幅の広い道を進む。少し登り気味にゆっ

くり歩いて1時間半でスースンに着く。ここから

同じような道をカンブー（自生している小さな桃）

がたわわに実るのを見ながら進むと、対岸にキイ

カルが見える。スースンから2時間で標高3,170

mのターリンに着く。草原もなく畑の土を掘り起し

たばかりの所にキャンプ。

「チャバダンゲドウ(雨がきた)」雨季のキャラバ

ンは、この言葉の連続である。ターリンから狭くな

った山道を一気に下り2時間で、左岸の最奥の部

落チュベに着く｡部落といっても一軒の家がある

だけである。ヤル・ツァンポーに迫りくる山稜が

少しばかり切れて小さな草原となっている。その

切れた所は、一の倉沢衝立岩の何倍もの岩壁とな

っており、その下から草原まで広葉樹や針葉樹が

生い繁り、この一軒の農家の格好の狩猟場となっ

ているようだ。

チュベから先は馬も使えなくなるo1時間ほ

どは、小さな草原と灌木帯が続く。この付近から

左岸に迫ってくる尾根を幾つも廻り込むようにし

て行く。河に降り立つ以外は、標高3,000m付近

を歩くことになる。



チュベの草原を過ぎると踏み跡程度しかなくな

り、平地はある程度痕跡を辿ることができるが、

一担山道に入るとほとんど下草や灌木が生い繁り

道はわからなくなる。ティンベからギャラ・ぺり

付近にクマ撃ちに行ったことがあるという猟師を

一人案内人に雇ってきたが、やはりカンがあると

みえて考え考え迷いながらも道を拓いて行く。彼

等は人間一人が通れる道しか作らない。後から続

くポーターも背負っている荷物の事はあまり考え

ない。枝に引っかかろうがぶつかろうが強引に突

破しようとする。荷主の私達はなるべく猟師の後

について荷物の幅ほどまで枝や下草を払いながら

進む。ポーターはその間「小止」の連続である。

深い森の中で昔さながらの小屋掛けをするポー

ター達と、私達の夏用テントが木立を通す灰な光

に浮び上がる。まさしく探検時代を祐佛させる光

景である。幸運にも落ちんとする光の中にギャラ

・ペリの南西面がくっきりと浮び上がった。ポー

ター達も久し振りの晴れ間と、神秘なまでのギャ

ラ・ぺりの雄姿に歓声を上げる。写真を撮ろうと

するが、前方の大きな樹が邪魔である。ポーター

は50cmほどの長さの山刀でこの樹を倒してくれた。

ヤル・ツァンポーの河岸まで降りるようになる

頃には、対岸に緑の美しいギャラ村力;見えてくる。

一本の小さいが水量が多く急峻な川の前後に、マ

ニ塚が積まれている。タルチョーがはためきマニ

石も苔むして何か寂し気である。チュベ寄りの大

きなマニ塚からヤル・ツァンポー河へ少し下ると、

滝となっており、ごうごうと周りを圧倒しながら

水が落ちている。ちょうどマニ塚とヤル・ツァン

ポー河との中間位いの位置に、一部分だけ岬のよ

うに突き出た場所があり、ここがこの地方では神

聖な場所とされるアシャン・チュ・ゼェの神像が

安置されている所である。滝の右岸側に祭壇があ

ったが滝身までは見えなかった。チベットのポー

ター達はここでお祈りを繰り返した。

下流寄りのマニ塚は小さいが、ここから5分ほ

ど登ると小さな無人の寺がある。かっては、ギャ

ラ村を中心にペマコチュンなど、この辺一帯が栄

えていた頃は、多勢の信者が列を為したに違いな

い。今は訪れる人もなく石段には野生の牛の糞だ

けが点々と続いていた。

▼ペの渡し舟

雑

ギャラ・ぺりの対岸から、相変わらず尾根を廻

わり込むように山道を行く。竹林も多くなる。そ

ろそろ道も雑木の中に入り始め伐採しながら進み

登りが続くと、ギャラ・ぺりとセンダンフ。－から

流れ出すギャラ・ぺり川がヤル・ツァンポーに注

ぎ込む地点を見下ろす場所に出る。

この高台からヤル・ツァンポーの下流を見下ろ

すと、ギャラ・ぺり南稜や、ナムチャバルワ北西

稜から派生する尾根を縫うように流れ落ちていた。

幻の虹の滝はどこにあるのだろうか。ロッパが

住むという部落は、あの南稜の遥か彼方であろう

か。大屈曲部最深部は、まだまだ遥かに遠い。

ギャラ村付近

ヤル・ツァンポー河大屈曲部へ至る右岸側の最

奥の部落は、ギャラ村である。この村の住人につ

いては別稿を参照されたい。

ギャラ村からギャラ・ぺりの南西面が良く見え

る。双耳峰の山姿はこの村の人々の生活に何かに

つけかかわって来たのだろう。久し振りの外国人

（多分1947年のルードロウら一行以来約40年振り）

に違いない。一日中私達の周わりから離れず、老

若男女を問わず近づいてくる。

ギャラ村の猟師は、センダンの広場や、ギャラ

・ぺりの西面、南面まで熊や野生の牛などを稽り

に行く。その往復に使うのが太い木を削って三本

を二等辺三角形状に継ぎ、その上に竹や板を渡し

た簡単なイカダである。竹を渡した小さなイカダ

は漕手も含めて大人3人と荷物50k9ほどが限度で

ある。村の少し下流が渡し場になっており、ペで

見たと同じような双胴の丸木舟を造ろうとした残

骸が捨てられていた。
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▼ギャラ村のイカダ

ギャラ村は、川に面した場所が畑になっており、

一段上った所が部落になっている。村の中心には

脱穀場と保管場を兼ねた建物があり、周わりにそ

れぞれの家が建っている。尾根は板葺きである。

村の周辺には、この辺特有の大きな胡桃の木があ

り、村全体を守っているかの如き風情である。更

に上部にも少し畑があり、村の東側に馬や羊を放

牧している広場があった。

9月の末頃から紅葉が始った。色とりどりの樹

々がヤル・ツァンポーを染めている。その中にひ

ときわ白いギャラ・ペリの山姿が浮び上がる。ギ

ャラから上流は、白樺の木立が続き、ところどこ

ろアッサムとの境界の山々から流れ込む川を渡ら

なければならない。途中一ケ所だけ、岩壁を削っ

てつけた道がある。ここは、馬の荷を降ろし人手

によって運ばなければならない。狭い急な坂道を

馬は上手に歩いて行く。

ギャラ村から上流に8時間ほど歩くと、ジュベ

の部落になる。ここまで人家は一つもない。途中

から左手に圧倒的なナムチャバルワが見えはじめ

る。10月に入ったというのに高い山には、まだま

だ雲がまとわりつく。更に1時間ほどでキィカル

に着く。キィカルの部落は戸数も多い。ここから

山を巻くように自動車道路が造られている。その

一番高い所から見ると、左下にキィカルの部落の

尾根と田畑が、そして正面にはナムチャバルワの

三角錘を眺むことができる。

山を降りるとキィカルから3時間でニディンの

村に着く。刈り入れが終わり脱穀に忙がしい村人

達も、先日私達が塩やチベット自治区成立20周年

記念として、中央政府から一軒に一個プレゼント

された「花茶」を運んできた事を覚えていて愛想

が良い。

ニディンから2時間で、ヤル・ツァンポー河を

見下ろす場所に伝説の人「ミラ・レパ」の手形を

祭った場所に出る。チベットには、ミラレパ伝説

が多い。カン・リンポチェ巡礼コースにもミラレ

パが足を当てたと伝えられる石が残っていた。

ここから30分ほどで、大きな工場があるチョト

ンに出る。チョトンから1時間でぺに到着する。

おわりに

カイラス山（カン・リンポチェ）マナサロワー

ル湖（マファモツォ）グルラ・マンダータ峰（ナ

ムナニ）などが聟えるチベット西部の高原から流

れ出ているものと思われたヤル・ツァンポー河も、

実際は南側の源流はネパールとの国境近くの支烏

雍丹夫山(6,532m)付近を源流として、チェマー

ヤンツオン川となり桑木桑でクービイ・チューと

合流する。又、北の源流はマヨム・ツァンポーで

あり、マヨム・ラからも源流の一滴が流れ出す。

マヨム・ラの一滴が流れだす湿原では、ジープが

ぬかるみに嵌まり脱出するのに往生した。

源流ばかりでなく、途中でチャンタン高原、グ

レートヒマラヤからの支流を合わせて、ヤル・ツ

アンポーは東流する。コンガ空港近くでは相当に

広い川幅であるが、派近くからは川幅もぐっと狭

まり、ブラマプトラと名を変えるアッサムに入る

までは、高峰の間を激流となって流れ落ちて行く。

ナムナニは初登頂され、ナムチャバルワは熾烈

な情熱の末HAJに最初の機会が与えられた。ヤ

ル・ツァンポー河下りには、100万ドルという巨

額なロイヤリティが取り沙汰されている。

10数年前の私の夢は、現実味を帯びて私の眼の

前にある。この残された最大のアドヴェンチャー

となるだろう計画には、巨額な費用を必要とし、

それ故に本当の夢、幻となる恐れがある。

大屈曲部は今もひっそりと息づいている。計画

を促進させるための膨大なエネルギーを上まわる、

未知への憧景なくしてこの夢を遂行することはで

きないだろう。
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ヤル・ツァンポー河大湾曲部探査

中国科学院青藏高原総合科学調査隊

楊 逸 、 壽

＜解説＞

1974～75年にかけて、中国科学院は胄藏高原総

合科学調査隊を組織し、自然科学の多方面にわた

る調査を行ってきた。その調査範囲の中にヤルツ

ァンポー河大湾曲部一帯の実地調査が含まれてい

たことは、EMBaileyの､<NoPassporttoTib-

et''(邦題：「ヒマラヤの謎の河｣、あかね書房、

1968）をはじめとする何十年も前の文献でしかこ

の地を知ることができなかった我々にとってひと

つの注目すべき出来事であった。

中国科学院は1966～68年にかけて、珠穆朗礪地

区（エベレスト北面域）に同様な調査隊を派遣し

たが、その調査報告書はすでに何巻にもわたり現

在まで公刊されてきている。そのような形での正

式の調査報告書は、74～75年のヤルツァンポー河

大湾曲部域調査については未だ公刊はされていな

いようである。しかしながら、その調査隊に参加

した隊員の手による紀行、手記、写真などは、中

間報告あるいはメモの形で「人民中国」、「中国

画報」、「地理知識」等の雑誌に断片的に発表さ

れてきていた。特に、グラフ雑誌である「中国画

報」に掲載された写真には貴重なものが多かった。

エベレスト地区の科学調査報告書は極めて学術的

専門的なものであり直接的には我々の関心外にあ

った。おそらく、ヤルツァンポー河の正式報告書

もそのような体裁をとるものと思われる。したが

ってここでは、大湾曲部の現在の様子と、調査の

雰囲気を伝えるものとして、その調査隊に参加し

一
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た隊員の手記を訳出してみることにしたい。この

調査隊の持つ様々な意味と働きは別としても、興

味深い記事である。

出典原題は下記の通りである。

楊逸晴、“雅魯藏布江大拐湾一考察隊員散記”

「地理知識」、1975年、第6期、12-14頁。

なお、翻訳は丘睦美が担当した。

この調査に関する雑誌記事については、すでに

「ヒマラヤ研究Ⅲ－インド．ヒマラヤのすべて」

にまとめられているが、同書の発行後に次のもの

が発表されたので追加のうえあわせて参照してい

ただきたい。

。“雅魯藏布江源区考察漫記”、「地理知識」、

1976年、第6期。

。“ヤルツァンポー源流''、「人民中国」、1977

年8月号。
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1974年、我々中国科学院青藏高原総合科学調査

隊はヤルツァンポー河大湾曲部峡谷にふみ入り、

峡谷地区の地質、地形、水利、地理、生物、林業

などについて多分野にわたる調査を行ない豊富な

成果をおさめることができた。

峡谷への入口

米林県の八一鎮から東に向って大湾曲部に入る

と、ヤルツァンポー河は北東に向って流れ、そこ

から大湾曲部の頂点に達する。ここからは雄壮な

ナムチャバルワ峰とギャラ・ぺり峰を望むことが

できる。これらは大湾曲部峡谷の南北両面にデン

と腰をすえ、逆巻いて流れるヤルツァンポー河を

見おろしながら峡谷の門の如く河を封鎖しこの大

峡谷を守っていて、峡谷をさらに雄壮でけわしく

奥深くまた美しいものにしている。

ふつうは谷底からナムチャバルヮとギャラ・ぺ

りを見ようとしても、大体終日雲にさえぎられ霧

がたちこめて、その“真実の姿”をなかなか現わ

さない。しかし、我々はやっとのことで良い日に

恵まれ､八一鎮付近の山の斜面上でナムチャバル

ワが現われるのを見ることができた。この日空は

どこまでも晴れわたって、ナムチャバルワの尾根

のまわりには雲があわただしく涌いては消えるの

で、我々は雲や霧が吹き飛ばされているほんの短

い間をのがさずにカメラや8ミリを一勢に動かし

て珍重すべきスナップを撮影した。日暮れに太陽

がほどなく沈むころ夕がすみが空いつぱいに立ち

こめて、そびえ立つナムチャバルワもギャラ・ぺ

りもすべてをすっかり現わすと、金色の夕日がち

ょうど斜めからこの2つのピラミッド型の雪をか

ぶった峰を照らして、まつ白な峰は金の残照を身

にまとい、赤い夕がすみにそれが映えて得もいわ

れぬ美しいな力:めを見せてくれた。ナムチャバル

ワとギャラ・ペリの上からは、何本もの氷河が伸

びており、その空色に透きとおった氷の舌は、蒼

くうっそうとした樹海をぬけて、海抜3,100m前

後のヤルッァンポー河畔に直接つながっている塲

所もある。雪線より上の雪をかぶった頂には、幾

すじもの氷や雪が崩れて滑り落ちてゆく溝が散在

しているため、山の嶺は特別高くけわしいものに

見える。雪崩はここの氷雪地形が出来上がってく

－69－

る過程の中での一つの重要な動力要素である。毎

日日暮れになると、一日の強い日射しのために氷

や雪が大量にとけ、それで頻繁に雪崩が発生する

のだが、雪煙をあげ、どおっと音を響かせながら、

一筋一筋氷の滝や雪の滝が峡谷の河くりまでまつ

すぐに落ちてゆくのは、自然界の奇観とも言うべ

きながめである。

峡谷にて

大湾曲部峡谷に入ると、谷底を怒号しながら流

れる水がさながら鋭い剣のように山々をまつぷた

つに割って流れるありさまを見ることができる。

この辺りは山が高くて谷が深く、両側の高峰と谷

底とを比較した高さの差は、どこでも大体5～

61000mに達する。そのうえ河幅が大変狭く、最

も狭い所では80mにもならない。河の流れは迂回

して曲りくねり、水は膨群として涌き上がる如く、

谷底にはかくれ岩が一面に散在し、牙のような石

が乱立して、地勢はきまめて要害である。

大湾曲部峡谷で、我々は暗く湿った松や杉など

の針葉樹林や隙間なく繁った高山林を通りぬけた。

流れの速く浪の高い、冷たい支流の水も渡った。

危険な浅瀬や細道、丸木橋を歩き、その上ぬかる

みのひどい草地や泥沼にもふみ入った。思わず背

筋の冷たくなるワイヤーロープにも何度もよじ登

るはめになったし、独特な型の藤製のつり橋を渡

る時には、激しい揺れを踏みしめねばならなかっ

た。両岸の山にある森林は海の如く蒼々としてう

っそうとして繁り、その間を縫って様々な野獣が

出没するのである。峡谷の中で河の水は涌きかえ

るようにはね、しぶきが飛び散る。我々は自分の

身がその場にのぞんだ時、心の中がファイトと大

きな希望で満ちていた。調査隊員達は一人一人全

身に闘志をみなぎらせ、山が高く路がけわしくと

も怖れす、蛇も猛獣をも怖れず、危険で困難であ

ればあるほどさらに前進した。ここで、水利調査

員はトランシットをすえつけ、河面に赤いブイを

いくつか投げ入れて、河谷の断面と河の流れの速

度を実測した。ここは河底の降下がたいへん大き

く、中でもチュアイからシーアまでの河段は、距

離は7．8kmにすぎないのに水面は350mも下降し

ており、ある河段での流速は秒速16m以上もあっ
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た。これらの事実は、峡谷は充分に豊富な水力資

源を埋蔵していることを証明している。大まかに

計算してみると、大湾曲部峡谷の水力資源はヤル

ッァンポー河の7k力資源全体の2/3以上を占めそ

うで、これだけの発電可能水力の単位面積あたり

の埋蔵量は、世界の同クラスの大河の中でもあま

り見あたらないものである。地質調査員はいくつ

もの価値ある岩石標本を採集し、大湾曲部峡谷地

区で主に外に現われているのは石英雲母片岩、花

崗へんま岩、眼球状へんま岩などの中深度変質岩

系であることを発見した。河に沿ったこれらの岩

石地層は、強くおしつけられて異なった方向に構

造が破壊されたが、これが河流の曲る主な方向を

決定づけているのである。これらの岩石や構造の

特徴は、ヒマラヤの地質を研究する上に多くの新

しい資料を提供した。ここは山地なので垂直に地

帯を区切ってみると、異なった高度においてそれ

ぞれの地形、気候、植物、森林、土壌などがみな

特有の点をもっていることがかなりはっきりと現

われる。山の頂上から河くりまで下ってくると、

春夏秋冬の四季の変化をめぐることができる。山

頂では一面に極寒の北国の風景が広かっていると

き、山のふもとではうす緑色の春景色や秋景色で

さらに河くりの谷底では汗だくの真夏である。我

我は9月下旬に峡谷の墨脱にやってきたのである

が、昼間よく激しい雨に出会った。するとその後

はまた燃えさかるように暑く太陽が照りつけ、背

は汗でぐっしょりとしみ通るようであった。晩に

なるとまたいつもぽたぽたと雨が降った。この降

水が豊富で規則的であるというのは、熱帯モンス

ーン気候の雨の一つの特徴である。毎日早朝には

－峡谷の中を朝霧が幾重にも重なり合っておお

いつくし、重厚な雲海がふさぎつめ、近い山は黒

黒とかげり、遠い山は薄墨でアウトラインを浮き

彫りにした如くにぼんやりとかすんで見える－

そんな景色を見ることができる。陽光がかすかに

さす頃には、雲や霧が下から上へ上から下へとた

だよい浮かんで揺れ動き、幾筋もの細い帯状の霧

が山をとりまくようにただようのが見られる。真

昼になると陽光は雲の層をつき抜けて射し、峡谷

の気温は急激に上る。その時雲海はまた、上から

下へ下から上へとただよいながら逆流しつつ、谷

底から上へ向って飛び散る。これはまさにあっと

いう一瞬の間の気象の変化であり、南からやって

くる季節風の影響は、ここで大きく反映すること

になる。このあたりはチベ､ソト高原のへりにあた

り、独特な、そして最も豊富で多彩な自然区なの

である。高山の頂をおおっている氷雪は何本もの
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氷河となって伸びており、湿った気流の影響を受

けることによって河の水をさらに非常に豊富にし

ている。その上に地形が高くけわしいため氷や雪

の雪崩が頻繁におこり、その中には大量の石のか

たまりが混りこんで、常に谷みぞには泥や石のま

じった氷河の流れができ、時にはヤルツァンポー

河の谷をふさぐまでになることすらある◎ここの

氷雪地形は、中国にはめずらしいモンスーン型海

洋性氷河の特徴をはっきり示しているばかりでな

く氷河の豊富さと山の嶺のけわしさによって、そ

の上高速度に運行する特殊性をもそなえているの

である（毎年数百メートルほども移動する）。高

山の氷雪地帯より下は、高山草原地帯や亜高山灌

木地帯、山地の暗い針葉樹林帯、温暖で湿った混

合樹林帯、広葉樹林帯などであり、谷底は亜熱帯

常緑広葉樹林帯や熱帯モンスーン雨林帯である。

地帯の配列はまったく整っており、順序もはっき

りしていて、充分豊富な林産資源と多くの種類の

めずらしい植物を内に秘めている。山林の中には

また多くの動物や昆虫がいる。高地の寒冷な気候

にも適応するヤク、温暖湿潤気候に向くあか牛や

梶牛（ヤクとあか牛との雑種）、熱帯気候に適す

る駝峰牛（背にコブのある牛）などを高い場所か

ら低い場所へ行くにしたがい見ることができる。

また我々は自ら、黒熊やサイ、野性の羊、さるな

どを捕え、河にいる色々な魚（うろこのあるもの、

ないもの）をあみでつかまえた。青竹蛇、銀環蛇

などの毒蛇にも出会った。バッタに咬まれたり蚊

にさされたりという惨めさも味わったし、群れを

なしたみつばちの襲撃を受けたこともある。林の

中には、天麻、竹節三七、七葉一枝花、草烏、菱

充、続断、八角蓮、党参、当帰、黄蔑などの漢方

薬草が生えている。黒きくらげや白きくらげ、様

様なモーク（きのこの一種、しいたけ状で白い）

ひじりだけ（まんねんだけ）などの菌類もあり、

ここは実に中国の動植物界の豊かな宝庫である。

峡谷はいかに出来たか

大湾曲部峡谷の成立原因については、これまで

多くの人が関心をよせ、推測を行なってきた。大

湾曲部峡谷は河の流れが侵蝕したために出来たの

だと考える人が少なくないし、高原の隆起にした

がってつくられた先成河谷だと考える人もいるが、

彼らはみなこの地区にきたことがないため実際の

資料にとぼしく、論証するための根拠がなかった

のである。今度の大湾曲部区の実地調査を通じて

我々は、大湾曲部峡谷全体は区域構造線の方向に

||頂応して、東西から南北へ向きをかえ大断裂帯内

に成長した先成河谷であるということをつきとめ

た（いわゆる先成河谷というのは簡単に言えば、

先に河谷があり、その後で構造ができあがったも

のである。山地が隆起する時、河の流れはその前

からの方向に沿って深くくぼんだ所を通るままで

ある）。それを明らかにする証拠として次のよう

なことが挙げられる；峡谷には、河面から500～

600m位の高さまで現われている高台（台地や山

の端、山の脊も含む）が広く分布しており、特に

いくつかの大きな支流の分かれ目の所で水を分け

ている山の背は顕著である。これらの高台が明ら

かに我々に語るのは、以前ヤルツァンポー河の区

域構造運動がわりに平穏だった時期にここに古い

河谷が形成され、この古い河谷は現在のものより

もたいへん広く、だからこれらの高台は実は残っ

た古い方の広い谷面に当たるのだということであ

る。これらの高台の上には後から黄土物質が堆積

した。この高台より下の、目前の河の流れは、完

全にまぎれもない嵌入曲流形式の様相を呈してい

て、それは河の流れが山の急な上昇にしたがい、

断裂に沿って強烈に下へ切りこんだ結果である。

第四紀地層の岩の性質から対比してみると、この

類の黄土状堆積の高台の時代は、第四紀更新世中

期と一致する。もっと時を下ってできた河谷の中

にも、河面から130～150mの高さまで現われて

いる段丘が広く分布している。この段丘より下は

河谷はさらに深くなり、けわしい谷がいくつもで

き、支流や谷、滝も比較的多い。これは次のこと

を表わしているのである。すなわち；中更新世の

後、こ託の区域構造は激しく上昇したが、上昇の

途中にまた一度、その前後にくらべてわりに平穏

な時期があらわれ、河流は高さが河面から130～

150mの段丘地を形成した。この後ここには、更

に激しい新たな構造運動が発生し、河流は更に速

く流れを切りこませ、それによって一系列の谷や

滝ができあがったのである。つまり、ヤルツァン
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ボー河は構造に適応した先成河谷であり、はじめ

のヤルッァンポー河の河筋は、高原の地形全体の

傾斜にしたがって区域構造の方向に適応し、中・

上段の河岸は東西の向きに多くの湖やくぼ地と地

脈を通じあっており、下段は構造線にしたがって

折れ曲り、断裂帯の中を伸びている。それが大き

く曲っているのは何も河流の侵蝕の結果ではなく、

第四紀更新世中期の区域構造運動による激しい上

昇の前にもうすでに存在していた古い川筋であり、

今の大湾曲部咬谷は地殻によって上昇し、河の水

が段層に沿って激しく切りこんでできあがったも

のなのである。だから先成谷と言えるわけだ。

大きく変わる峡谷

長いこと、大湾曲部はそのきわだった変化や深

い峡谷、豊富な自然資源によってその名を知られ

ており、多くの内外知識人をひきつけ、特に自然

科学研究者に重視されてきた。しかし、解放前の

暗い反動政治、それに加えて峡谷自身のけわしい

地理形勢のせいで、めったに人の踏み入らない所

となっていた。このため、大湾曲部の自然の様相

は終始“謎”であり、多くの人に“神秘”の峡谷

と見られてきた。しかし、我々はこの2年の実地

調査と、当地の少数民族の貧下中農民への何度も

の訪問とを通じて、大量の重要な資料を手に入れ

たばかりでなく、大湾曲部峡谷の地形に大きな変

化が起きていることを発見した。例えば、大湾曲

部峡谷にはかつて2つの大きな滝があり、いつも

虹がかかっていると言われていたが、現在この現

象はもうなくなってしまった。その原因を考えて

みると、それは峡谷が新しい地質構造運動による

変化を受けたからなのである。中でもとりわけ、

1950年8月15日、峡谷地区を突然、震度8．5の強

烈な地震がおそいヤルツァンポー河の下の方の河

段はひどく破壊され、山は崩れ、地はさけて、峡

谷の形態はがらりと変わり、河底の滝は消えうせ、

支流は巨大な山くずれの泥や石の流れや、それら

のまじった氷河の流れとなり、一度はヤルツァン

ポー河の河筋をふさいでしまって、河底の全体的

な侵蝕堆積の過程に深刻な変化がおきた山の嶺

の氷や雪のなだれが大量に発生し、くずれ落ちた

氷や雪が突き進んでまつすぐにずっと峡谷の河畔

まで達した。明らかにこのように巨大な構造運動

は峡谷に深刻な変化をもたらしたが、この種の自

然現象はヤルッァンポー河の成長の歴史の中では、

よく発生したものである。

それから、峡谷では、天地をくつがえす変化が

おきたと言えばやはり社会制度が変わったことで

あり、工業・農業の生産にもたらされた巨大な変

化である。墨脱県を例にすれば、民主改革前には

ここは焼き畑農業を行なっていて、生産性はきわ

めて立ち遅れていた。その時は、交通はまったく

閉され、さかまくヤルツァンポー河と何本もの流

れの急な支流が、高くそびえたけわしい山々の間

に天険をかたちづくっており、多くの労働人民が

歩くのはけもの道で、河を渡るにもロープ°や丸木

橋にたより、山くずれや山つなみの災害に未だに

遭うことの多い村が少なくなかったし、三大地主

の圧迫のもとで、多くの農奴は死線上であがいて

いた。当事のヤルツァンポー河には労働人民の血

と涙がしみとおっており、多雄拉山口を見ると、

労働人民の白骨がうず高くつまれていた。

1962年、墨脱が生まれかわり、メンパ、ローパ

族の人民は、党と毛首席の指導のもとに組織に入

り、天地と戦い山を切り開いて、数年間、彼らは

多雄拉山口を越える道を整備し、県城から加拉莎

区までの間の道を直した。こればかりでなく社員

たちは更に河の水と激しく戦い、あいついで、解

放大橋、血枚吊橋、金珠吊橋をつくりあげ、これ

らのワイヤーの長いアーチが、天険を通りみちに

変えた。

農業生産は更に速く発展した。1973年の墨脱県

の食糧の単位面積あたり生産高は連続2年《‘綱要”

の基礎をこえ、さらに毎百500斤の難関をも突破

して‘《黄河”をまたぎ越えた。背崩村と墨脱公社

では二期作の稲を試験的に植えて収穫に成功し、

単位面積あたり生産高はそれぞれ703斤と1,018

斤に達した。これは、社会主義制度の他に比べる

もののない優越性をはっきりと示しており、峡谷

区の農業生産には、限りない未来が開かれたので

ある。（丘睦美訳）

（「ヒマラヤ」94号より転載）
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加拉白里初次塞登泥実

由西藏西部至地喀拉斯山附近起源的雅魯藏布江，沿着西藏高原那世界上山岳重畳的最

力荒凉的大地向末奔馳釣1,500公里之后，突然改変方向,鍵向西南穿泣喜尋拉雅的中部，流

向阿藤木平原。流入阿藤木平原后便改称力布拉瑠普多拉河的迭条大江，穿泣孟加拉堆而注

入孟加拉湾，其全長圦源失升始大釣有2,900公里的漫辰里程。

在雅魯藏布江那鮮力人知的大拐弩処，高高茸立着爾座山峰，南(内)側力南迦巴瓦峰(7,

882米)；北(外)側力加拉白里峰(7,151米)。南迦巴瓦作力世界上処女峰中的最高峰，世界

上的登山家『]対其虎視眈眈，妖妖欲拭。中国登山肌迄今力止曽3次対此山逃行泣偵察和試

登，但均未如慰以億。男一方面，萱立干対面的加拉白里峰，不仮元人渉足，就達其全貌的

照片也未曾有人拍攝泣。迭祥，多少年来宮一頁深藏在南迦巴瓦迭座令人垂誕的山峰背后，

遭到了不幸的吟遇。

日本喜弓拉雅協会子1985年9月至10月派遣伽察臥(山森欣一臥長等一行3人)対加拉白里

峰西南面逃行了洋畑的探察，同吋井拍攝了一些珍貴的照片。姪江多方准各，喜弓拉雅協会

決定征服送座山峰。

1986年9月1日,喜弩拉雅協会的芥島衣臥(八島寛1人沃等10人)、f熱彊臥(新多信r叺長

等6人)、拉布及康偵察臥(斎藤安平臥便等2人)三支登山肌同吋&A日本出友，姪北京、成都，

子4日到迭西藏拉藤。在拉炉停留4天,姪泣整理行装，在当地灼置用品等完成了最后准蚤后，

8日由拉蕨出友前往林芝具八一領。途一天，由拉蕨奈行大釣400公里。按高度汁算由1,880

米下降到1,240米，竿寛有600米的高度差，迭里的空気似乎比拉藤液厚一些。9日，我#]首

先拝会了米林具具沃・在具政府，具委括泥兼具長夛布次仁氏及具公安局長、交通局長等官

員会見了我#]・高升米林具后我『]便前往派。米林至派村大釣有'00公里。

’1日，登山臥和力我『]搬迄行装的民工『]一起汗始向大本菅逃友。高升派村的招待所30

分評左右的行軍后我#]便在下瀞渡泣雅魯藏布江到迭左岸，渡船是由爾根圃木朕詰而成的筒

単的木筏，一次只能載15～18人。由左岸頁奔鈍陪村，梢事休息后，花一十半小吋，抵迭索

松村，在迭里迎来了第一ﾉﾄ夜晩。半夜突然下起了暴雨，途一晩是在凄凉中度泣的ol2日，

索松至多林的道路較力寛凋而平坦。’3日，一通山脊道路益児険悪，全体人員手持吹刀，披

荊斬鰊，媛慢前避。迭一天，我『]在加拉村対岸的渡場露菅。’4日，加拉白里高我『]越来越

近，我『1銭子在迭一天望見了加拉白里南部末端的蛸壁。’5日，我『]准各横渡加拉白里河，

但迭里水流猯急，避以渉渡。按原汀汁則，渡泣送条河流，要在対岸乱石堆上没立大本菅。

但是，在迭条激流面前，民工『]不得不在此詰束他『]搬迄行李的工作。送走民工，我佃赴在

天黒以前，整平土地，好ダ搭起了4頂帳蓬。迭祥，姪泣5天困唯重重的長途抜渉，我『]鍵子
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抵迭了加拉白里泳河的辺籔地帯。次日清晨，我W]商量元陀如何要在迭条河上架一座渡枅，

正在甘陀架橋方法吋，民工杠着一根大圃木来了，据況有9名派的民工自友地留下来幣助我

{｢]架橋,対此好意，全体臥艮感謝不己。在米林具公安局次仁多吉氏、派区管理人索郎多吉

爾位和9名民工的協助下，不到一小吋，一座象祥的渡枅磐干架成了，迭座日中友垣橋，力

我{｢]幣了大忙。16日，根据偵察詰果，大本営只能没在昨晩露菅的地方而別元逸捧，在征得

了王朕絡艮的同意后，升始了大本営的建菅工作，其高度力海抜3,200米。

在大本営整理行装等等滞留2天之后，兼帯道皮性Ull鎌，升始了逃行前送基地探察工作。

姪泣偵察，我1]決定在乱石堆的最末端海抜4,200米処没立前透基地。22日，升始向前逃基

地搬迄行李。速攻作並完成以后，26日汗始透入最后的登山活劫。27H,A姐由前透基地后

面的峡谷鑿上岩壁，探測了至4,740米高処的登山路幾。30日，在5,000米処的鄭重背状的山

脊処削平雪稜，菰各在此地役立第一突圭菅地。10月3日，鐙域休整的蝿完成了建立第一突

茜菅地的工作后，翌日升始探査至第二突茜菅地的路生。11日,B組、C蛆(一K田、藤原)一行

苦干前一天的大雪，在深雪中排雪前透，鍵干在傍晩干5,650米処没立了第二実茜菅地，蝿

干咳日送入了第二実茜菅地。12日，蝿升始探査由第二突缶営地以上的路鎚，登上了購望

已久的5,880米処的南稜o16日，透入10月以后，鎮子在遮一天遇到了晴天的兆共，藍天在

云彩同露出了官的面容。19日，在C岨(－K田、今村、藤原)的協助下，第三突出菅地(6,300

米)建成，尾形、太田、析本3人送一天逃入第三菅地。迭里面対巍然萱立的南迦巴瓦峰，

向下傭獄，雅魯藏布江象一条玉帯，可以況，迭里是一処最力理想的突出菅地o21日，由第

三突茜営地出友的~《田、今村、藤原等3人，在前日到途的最高処，継鎮向上舗没了50米沃

的輔助蝋尭，井在6,700米処建没了第四突出菅地，遮祥，実施最后攻茜的准蚤工作逐漸完

成，我佃依次回到大本菅避行最后的休整。

在高度3,200米処的休整，使我『]得到了充分的休息，姪泣3天的休息，恢夏了体力的我

『]一行，子25日升始遊行最后的突茜。首先,第一梯臥尾形、誘本、今村3人25日由大本営出

友，到迭第一突缶営地，第二天依次送入各菅地，最后子28日抵迭第四突茜菅地。当他胴抵

迭菅地，不禁目磑口呆，仮吋隔一周､只見帳蓬被狂凪暴雪刮的奈倒西歪，惨不忍膳,力此，

只好留下橋本整理帳蓬，尾形和今村継鎮往上探査路袋〈,在第四突出菅地的正面，横立着一

座巨大的泳崖，他{『]決定杁右面逃攻,AA泳崖中部向右15米処用沐鎬升路，同吋在水平銭上

呈Z字形向上鑿登，継而在沐崖上端按Z字形向左上方前逃50米，鍵干登上泳崖頭部，迭吋

只見森丹普峰呈現在眼前，加拉白里峰吹簸街佛伸手可及，島云在脚下翻液，在不堂不安中，

爾人回到了第四突走菅地，准蚤翌日的沖刺。29日，第一梯臥一行3人，因在震寒中唯以入

睡，1吋30分起床，4吋50分由菅地出友，党借手宅筒的光亮到迭前一天抵途的最高処，零下

24度的寒気，透泣登山蛙，味得双脚生應。11吋，高度汁量表的指針側然停在6,850米処(或
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杵是6,950米？)在迄介吋l旬，継袋登頭己不可能。干是，在又固定了50米鏡縄后，一行回到

了菅地，把翌日登頭的任各委托姶第二梯臥以后,3人下到了第三突茜菅地。30日，第二梯臥

~K田、太田、藤原一行3人，吸取第一梯叺的姪輪，待天亮后,7吋10分出友，但是因気候与

前一天一祥悪劣，前逃速度十分媛慢，当到迭前一天最高点肘，吋計己指向11吋，結果，第

二梯臥也只好放奔登頭，下山。

在第一、二梯臥相継失敗以后,最后攻缶任各又一次落在尾形、析本、今村3人身上。31

日，在寒j令中唯以入睡的3人子3吋半起床，迭肘，炮嘩的狂風吹打着帳蓬，天気価然不恨理

想。一行梢退千原定出友肘同，子6吋15分高升菅地，黎明前的夜空,月亮只友出暗淡的光亮，

党借手宅筒3人媛慢地向上肇登，鍵干按汁則花了2小吋15分評到途了第四突缶菅地，在迭里

他W]抵迭前一天最高点的肘同不到11HEI,比原汁則梢早一些。他佃抓紫吋同，継鍍向前，迭

吋，釈雪一頁陥到大腿部，被迫排雪前逃，峰頂的岩壁似乎就在伸手可及之処，但是側避以

接近，只見肘同在一分一秒地消失。由蝿索的鍵点,又継鎮向前塞登了200米的雪壁，逐漸到

迭了峰頭岩壁下。迭吋，肘掛正好指向15吋。婆子，一亘担心的山頂鼈亘垂下的泳河裂隙帯，

和預想的一祥較之右端的岩壁而順利地被征服了。登上吹峰的辺角，透泣云彩可以近近眺望

怪石林立的西峰及張着大口的泳河裂隙。沿頗峰鞍部往上，有一決10米左右覆蓋着泳稜的雪

壁，登上速決雪壁，地形梢児平坦，不久就到迭了最頂峰。肌第三突走菅地出友升始，姪泣

11十小吋的眼苦榑斗，16吋55分加拉白里那雪白的頭峰，鍵子被踏在我佃的脚下。呼呼地坤

吟着的狂風和翻液的島云，使我#]没有心思回味那第一次登上収峰的喜悦心情，更元蝦圦頂

峰眺望那r-鬮元恨的大自然，尽快地詰束了登上峰頭的似式，便勿勿地逃下山来。

17吋15分，頭峰已在我W]身后。所有返回路幾的祢狽被風雪吹得元影元嫁。在深深的釈

雪中掴雪前逃，呼職着的風雪、扱差的能見度，加上深深的釈雪，使返程豆得扱力困唯。尽

管如此，怠算子19吋20分回到了第四突圭菅地。当一行遜鎮下到第三実圭菅地背后因雪崩而

形成的重畳的雪原肘，迷失了方向，大雪使微弱的手宅筒的光生屋得更加暗淡，地形根本元

法辨i人。江了一会ル鍵干，一面虹旗出現在手屯筒的光銭里，迭祥我佃判明了方向，鍵干

圦可伯的風雪中逃脱出来，到21吋5分抵迭第三突茜菅地力止，実隊上沃迭15小吋的突圭,真

是漫長的一天。

圦登山活幼升始的数十天之后，我『]鍵子子10月31日登上了加拉白里峰。官況明了途次

登山的眼苦,也柾明了我『]付出了堅初不抜的努力。11月1日，在刺骨的寒風中，我佃撒揮了

帳蓬，回到了前逃基地，漫長的登山活幼鍵子降下了帷幕。
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ASECRETMOUNTAIN
oF

RIVERINREDDLE

一正丑△JGY△】一八PER I E X P E D I T I O N -

1985

(ByYOSHIOOGATA)

P豆CX－oGKyE

YarlungTsangpoJiang(river)takesitssourcefromwesternTibet,runtothe

eastforl,500kminTibetplateau,afterleavmgtheplateau,crashesthroughan

immensegorge,beneaththehighHimalayanpeakandcomedowntothesouth.

Then,thisrivercomestobecalledasBrahmaputrainAssam･ThiSwaSariver

inriddle,forthishasverydeepagorgewhichiscalled"GreatBend"and

nobodycouldapproachthere.

TheGreatBendareahastwohighpeaks,NamchaBarwa(7,782m)tothesouth

andGyalaPeri(7,151m)tothenorth.

WehaddeepinterestinsomepeaksintheEasternTibet,andweapplied

forclimbingpermissiontothepeakstotheChineseMountaineeringAssociation

(CMA)since1983.GyalaPeriisalso,onemountainofgreatinteresttous.

We,atlast,gotthepermissiontoclimbGyalaPerithoughtfulthegoodoffice

ofCMAandTibetMountaineeringAssociation(TMA)andwedispatcheda

reconnaissancepartytotheGyalaPeriinl985.

Afteroneyear,Our6membersstartedformountaineeringtoasecret

mountainbythesideofriverinriddle.

aF FR。△C正丑

WeleftJapanonSep.1stwithotherthreeHAJ'sTibetExpeditionandarrived

atLhasaonSep、4th.

OnSep、8th,weleftLhasaby2jeepswithmembers,1iaisonofficer,translator

andassistantliaisonofficer.Wedroveabout400kmtotheeastandarrivedat

Bayizhen.

OnSep.9th,wemetYarlungTsangpoJiangandranalongtheriver・We

crossedabigbridgeandwehadcallwithchiefofficerofMainlingXianathis
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office.AchiefofficertoldusthatlOOporterSwerealreadyarrangedanda

managerwouldbejoinus｡Wewerejustgreatfultothemforallhelp.

WeleftPeforBaseCampofGyalaPerionSep・llth.WeCrOSSedtheriverat

Pe.Wewerenowintroducedtoawired-lookingcraftcalla ■truUWhich

consistedoftwoconiferdug-outs,eachaboutl2mlong,lashedtogether.Itwas

amostunwieldycraft,butcarriedabigcargo・Thefirstdaycrossedtheriver,

afterwhichwewentalongtheTsangpoandwearrivedattheSusong・Ithad

rainedhardinthenight.

OnSep、12th,wemarchedindrizzleandthenextdayinrain・Thesecond

day,wecampedattheChube.ChubeisthelastTibetanvillageontheleftbank

oftheTsangpo.

OnSep.13th,wemarchedfor6hoursandcametotheplacewhichisopposite

theGyalavillage･ThisplaceiscalledGyalaGompa.

ItissaidthatTibetanpeopleoncemadeapilgrimageintheirlifetothis

GOmpa.

OnSep・15th,wetraversedalongtherightbankofGyalaPeririverwith

porters.

Thecurrentseemedthreateningandwejudgeditwouldbeimpossibletocross

theriveronfoot・Soweallowedporterstoreturnhomeandcampednexttothe

ford.

Onthenextday,however,someporterscamewithlogstomakeabridge・We

tiedupwiththemtosetabrid8e.Thisbridgeiscalled"China-Japanfriendship

bridge。、

Andthen,theplaceofBaseCampwasdecided.

EI_zXMBxNG

StayinginBaseCampfor2days,wewentscoutingforAdvanceBase

Camp(A.BC).Weclimbedonamoraineridgetotheendanddecidedtosetup

A・BCthere.Itwasatanaltitudeof4,200m.

Theunloadingwasbeganfrom22ndofSeptember.Thenwebeganclimbingof

theupperpartfrom26th.

OnSep.26th,2teammembers,IandOhtaleftA･BCforroutemakingto

Camp2.Weclimbedtothecomplicatedglacierwhenwehappenedbigavalanche

inthewestwallofGyalaPeri・But,wehadnarrowescape.Avalanchehappened

manytimesinthewestwallonafterwards.Wechangedourclimbingroutethat

thesightofthisavalanchemadeusdetermineimmediately.

Weclimbeduponaridgeofrightcornerinthewestwa11．AndC1wasSetup

旬旬
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onathinsnowridgeonOct、3rd.

Wehadtoclimbinadeepsnow,apinnaclelike"Gate",andknifeedges.

Moreoverclimbedonasnowwallwhichwecalled"ZebraRock"．AndatlaStwe

setupC2attheheightof5,650m.

Westoodonthehoped-forsouthridgeat5,800mon12th.Wecouldseethe

flowofYarlungTsangporiverrightbeneath・Onthesouthridge,thesteepsnow

wallseemedtobeleadingusuptothesummit・Butthebadweathercontinued.

WecouldseetheblueskyatlastonOct・16th・Ourpartybeganroutemaking

fOrupperpart．Wehadahardtimetomarchintheverydeepsnowwhich

reacheduptoourneck.Theroute-makingpartysetupC3attheheightof

6,300monl9th.Ogata,OhtaandHashimotoleftinC3.

Thenextday,weset4fixedropesintheblizzardandcamebacktoC2.

On21st,Tobita,ImamuraandFujiwarasetupC4attheheightof6,700mand

wegotreadyfortheattack.

へ五､五､△に冒童

Wetookarestattheelevationof3,200mandwewerere-fresh・Thenwe

beganmarchingforattack.

ThefirstpartywhichconsistsfromOgata,HashimotoandlmamuraleftBCfor

C1on25th・AndreachedatC4on28th.

The3membersleftC4at4:50on29th・Thesnowwallwasgettingsteeper

andwehadtoputsomefixed-ropes･Then,wegaveuptheclimbingbecauseof

thelackoftimeandgotbacktoC3、

ThesecondpartywhichconsistedfromTobita,OhtaandFujiwaraleftC4at

7:10on29th・Buttheweathercontinuedtobebad・They,too,hadtogiveup

theclimbing.

Hashimoto,Imamuraandlwerechargedwiththeattackagain.WeleftC3at

6:15on30th・Wehadahardtimetomarchinthedeepsnow,andarrivedatthe

beginningofthesummitwall.Itwasjustl5o'clock･ButweadvancedwithOut

anyhesitation.Ittook3pitchesforclimbing.Moreoverweclimbedinavery

steepcouloirwithveryacrobaticmovement.Aboutall,ittookllhoursforusto

thesummitsincewehadstartedC3.Weleavethesummitintheviolentwindat

17:15,andwedescendedtoC3.

Wecouldsetourfootonthesummitbythelast-minuteeffort.Thelong

climbmgconcludedonNov.1st.

EPII－oGII豆
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Thevirginpeaksmorethan7,000mwereveryfewnowadaysoftheearth,

NOwisthetimeforthehighervirginpeakssotospeak"TheShinmgMountamsof

thelast･forthatreason・Wewereabletofirstascenta7,000mvirginpeakat

suchatime,andwewereveryhappy.

WewouldliketoextendourthankstotheChmesepeoplesthatwewere

fortunateenoughtoreceivealotofsupport.

WeleftapreciousfootprintsintheonepageofthehistoryofEasternTibet.

Inconclusion,TheheightoftheGyalaPeriofficiallyannouncedis7,151m.

Butwefeltitwouldbehigher,forwemeasureditbyOuraltimeter.

SIJMMAR奮今ND○IJErI==INm

Nameoftheteam:HAJGYALAPERIEXPEDITION1986.

Sponsor:THEHIMALAYANA…IATIONOFJAPAN(HAJ)

PeriodoftheExpedition:FromSeptembertoNovember,1986.

ExpeditionMembers:

Leader:KazuoTOBITA(40)C1imbingLeader:YoshioOGATA(38)

Members:TakeshiOHTA(32)YasuhiroHASHIMOTO(32)

HirotakalMAMURA(27)TakuoFUJIWARA(30)
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登山隊員

CLIMBINGMEMBERSLIST

(①生年月日②所属クラブ③勤務先④住所⑤海外登山経験）

隊長

飛田和夫(TobitaKazuo)

①1946年1月5日生

②国鉄関東山岳連盟

③国鉄拝島運転区

④〒183東京都府中市矢崎町1-16-5

国鉄AP2-1030423-66-5017

⑤1976年夏カラコルム偵察

1978年秋トリスル(7,120m)登頂者

1981年春ヤルン・カン(8,505m)登頂者

1983年春韓国・雪岳山

1983年夏ヌン(7,135m)隊長

1984年春中国・玉龍雪山(5,596m)隊長

1985年夏K2(8,611m)隊長

1986年冬ゴーキョ・ピーク

1986年秋ギャラ・ぺり(7,151m)隊長
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登肇隊長

尾形好雄(OgataYoshio)

①1948年7月 生

②雪と岩の会

③日本ヒマラヤ協会事務局

④〒187東京都小平市

⑤1974年春ツクチェ・ピーク(6,920m)隊長、登頂者

1978年春ヒマルチュリ(7,893m)隊長、西峰初登頂者

1980年秋ケダルナート・ドーム(6,831m)隊長、登頂者

1981年春ヤルン・カン(8,505m)縦走隊長、登頂者

1981年秋ナンダ・カート(6,611m)捜索副隊長

1983年秋ナンダ・カート(6,611m)隊長

1984年秋マモストン・カンリ(7,526m)隊長、初登頂者

1985年秋ガンケル・プンスム(7,541m)登鑿隊長

1986年秋ギャラ・ペリ(7,151m)登鑿隊長、初登頂者
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隊員

太田健(OhtaTakeshi)

①1954年2月 生

②風の谷同人

③自営

④〒66 1兵庫県川西市

⑤1982年夏インド・CB9(6,108m)

1986年秋ギャラ・ぺり(7,151m)

Summit

7,151m
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6,7側、

Camp3

6,3mm

Camp2
5,700m

Campl-
5,㈹0m

A･BC

4,2"m

B・C

3,200m

AMM
八

I

1
’I

｜／
ﾊﾊM Ⅳ ｜／’

|I
Date li617181920212223242526272829301M23456789101112131415161718192021222324252627282930311M234

-－82－



隊員

橋本康弘(HashimotoYasuhiro)

①1954年8月 生

②東京徒歩山渓会

③自営

④〒222神奈川県横浜市

⑤1980年夏ヨーロッパ・アルプス

1985年秋中国・クラウン(7,295m)

1986年秋ギャラ・ぺり(7,151m)初登頂者
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隊員

今村裕隆(ImamuraHirotaka)

①1959年4月 生

②ベルニナ山岳会

③薩栄電設株式会社

④〒242神奈川県大和市中

⑤1982年夏中国・チョゴリ(8,611m)支援隊員

1983年秋マカルー(8,463m)

1984年夏マッキンリー(6,194m)隊長、登頂者

1985年韓国・インスボン他

1986年秋ギャラ・ぺり(7,151m)初登頂者

Summit

7,151m

CamP4

6,700m

Camp3－

6,3mm

Camp2-
5,700m

1
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隊員

藤原拓夫(FujiwaraTakuo)

①1956年3月 生

②G登塞クラブ

③自営

④〒173東京都板橋区板

⑤1984年夏ヨーロッパ・アルプス

1986年秋ギャラ・ペリ(7,151m)

Summlt

7,151m

Camp4

6,700m

Camp3

6,300m

Camp2
5,700m
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偵察隊員

RECONNOITERMEMBERSLIST

隊長

山森欣-(YamamoriKin-ichi)

①l弘4年2月 生

②山嶺登高会

③日本ヒマラヤ協会事務局

④〒134東京都江戸川区清

⑤1975年夏ヌン(7,135m)副隊長

1978年夏ハチンダール・キッシュ(7,163m)副隊長

1980年春カンチェンジュンガ(8,586m)偵察隊長

1981年春カンチェンジュンガ(8,586m)隊長

1982年夏クン(7,077m)隊長

1984年夏ナムナニ(7,694m)偵察隊長

1985年秋ギャラ・ぺり(7,151m)偵察隊長

鷺

Ｉ

隊 員

浦敏弘(MiuraTOshihiro)三

①1953年3月 生

②春日井山岳会

③自営

④〒480-03愛知県春日井市

⑤1982年夏クン(7,077m)

1984年秋バギラティ1峰(6,850m)副隊長

1985年秋ギャラ・ぺり(7,151m)偵察
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中国側スタ､ソ フ

(1985年偵察隊）

鱗篭蕊溌

蔦

篭

篭
剖蚤陸

:¥_ユ

爵

ぺ

連 絡官

拉巴51歳

西蔵族

西蔵登山協会

通訳

梁永林22歳

漢族

中国登山協会

コツク

巴 桑 2 4 歳

西蔵族

西蔵登山協会

(1986年本隊）

慰
舎
錐

窪､激
_承“_-錘
｡,〈',

灘
籍

斜

難

識蕊
抄

鐸

.,蜂

郡･“
F中'

鳶

連絡官

王家瑞46歳

漢 族

中国登山協会

通訳

崔昌蔓2 6歳

朝鮮族

中国登山協会

連絡官助手

朱飛22歳

漢 族

西蔵登山協会
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Ⅲ資料
中国登山の手続き

登山規則関係

西蔵登山年譜

西蔵登山の和文参考資料一覧

ギャラ・ペリ周辺のチベット語





中国登山の手続き

登山申請

中国登山の場合、ネパールやパキスタンのよう

に（社）日本山岳協会の推薦状を添付して外交ル

ートで提出する必要はない。各都道府県岳連から

日山協、さらに外務省と云った国内の煩しい手続

きなしに、各登山隊が直接、下記の中国登山協会

(CMA)宛に登山申請書を提出すればよい。

登山申請書の申請事項は、参考資料の様式にも

とづいて次の通り記載する。

①組織（隊名、国名、隊長名、隊員数）

②目的（スポーツ、科学調査、スポーツ及び科

学調査）

③目標峰及びルート（山及びルートの第一希望、

第二希望、第三希望を併記する）

④遠征期間（第一希望、第二希望、第三希望）

⑤科学調査のテーマ

⑥写真撮影の目的

⑦偵察隊の人数及び実施時期

③中国登山協会に要請する援助

⑨中国への入出国期日と登山活動期間

⑩食糧・装備等の品目、数量、重量の詳細なリ

ストを添付する

⑪自国内の後援組織（派遣母体）

⑫北京での代理人

⑬申請書作成場所

⑭申請者氏名

⑮申請期日

従来、中国の登山時期については、春、秋、冬

の3シーズンと考えられてきたが、山域によって

は夏のシーズンにも許可が貰えるので検討してみ

るとよい。因に各シーズンの期間は次のようにな
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尾 形好雄

る。

春（3月～5月）夏（6月～8月）

秋（9月～10月）冬(11月～1月）

これらの登山申請書は、日本語でも英語でもど

ちらで作成してもよい。

（提出先）中国登山協会

(住所）中華人民共和国北京市体育館路九号

議定書の調印

申請承認後、登山隊とCMAは協議に入り、議

定書を締結することになる。

議定書の事項は別添参考資料の通りである。尚、

議定書の調印は山によっては文書のやりとりでも

可能であり、北京まで出向かなくともよい。

経費支払い

中国々内の費用については、別添「費用徴収規

定」に細かく規定されている。

登録料は、許可取得後、2ケ月以内に支払わな

ければならない。もし、期限内に支払われない場

合、その許可は自動的に取り消され、他の隊に按

排される。

議定書に基づいて算出された予算額の一部を預

託金として規定の期限までに支払わなければなら

ない。そして、中国への入国1ケ月前迄には、予

算金額の全額を支払わなければならない。さもな

いとエントリー・ビザが発給されない。

（送金先）北京中国銀行本店

（口座番号）71100594

（口座名）中国登山協会

注）送金目的の欄に「登山費用」と明記の事。

登山隊は登山終了後、CMAで経費実費と納入



金額の差額について清算かなされる。

隊荷の輸送及び通関

中国では山域にもよるが、チベ､ソトや新彊地区

などは国内輸送距離が長いため登山隊が入国する

3ケ月前迄に北京到着が必要である。隊荷の中に

酸素ボンベやガス・カートリッジなどの危険品を

含む場合は、4ケ月前迄に北京に到着するように

しなければならない。これはこれらの危険品を運

ぶ汽車等の便が決っているため、その便に合わせ

る日数がさらにかかるからである。

隊荷の梱包が済んだら、速かにパ､ソキング・リ

スト及び送り状(Invoice)を作成してCMA"､3

部送付しなければならない。

隊荷をアナカン(UnaccompaniedBaggage,

旅行者手荷物別送品）輸送する場合、北京の通関

は荷送り人が居なくてもCMAが代理で通関して

くれる。従ってInvoice及びAirWaybillの荷受

人名には、CMA気付で隊長名、登山隊名を書い

ておかなければならない。

成田～北京間の航空路線では航空券のディスカ

ウントがなく飛行距離の割には高いチェケットを

買わされている。そのため旅行代理店によっては

手荷物のエクセス・パッケージについて便宜を計

ってくれるところもあるので相談してみるとよい。

ここで、アナカン輸送について少し触れてみよ

う。

先ず、隊荷の発送予定日が決ったら、その約1

ケ月半前位に航空荷物輸送業者へ連絡をして、目

的地迄のキャリア（飛行機）をブッキングして貰

う。この時に必要なことは、

1）隊荷の現地到着希望日

2）隊荷の概算重量と個数

3）隊荷の形状・寸法

などを連絡しなければならない。

こうして隊荷輸送のキャリアを予約した後，登

山隊は隊荷の集荷・梱包と出発前の一番慌ただし

い時期を迎えることになる。

次にアナカン輸送に必要な書類について述べて

みよう。

1）パッキング・リスト(PackingList)

持ちだし隊荷の全てについて各カートン毎にパ
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シキング・リストを作成する。リストには、品

名、数量、重量、価格（※1）等の項目を記載

する。

(Xl:価格表示には2通りある。1つは、C.

1.F.(Cost,Insurance&Freight)で、保険料

運賃込み価格。もう1つは、ROB.(Freeon

Board)で、積み込み渡し価格。どちらの価格

表示なのかを明記しなければならない）

パッキング・リストを作成したら、それらの

物品を消費・非消費物品に分けてリストを作る。

2）送り状(Invoice)

送り状には、カートン総個数、マーキング名、

品名、総価格、荷送り人の住所・氏名、荷受け

人の住所・氏名等を記載する。

この場合の注意点としては、荷送り人と荷受

け人の氏名は、同じく隊長名とする事。

3）東京税関成田支署長宛ての「航空手荷物別送

品の許可願い書」

航空手荷物別送品としての輸出を承認して頂く

願い害。帰国時に別送品の持ち帰りがある場合

は、輸入時の通関も併せてお願いしておくこと。

4）別送品の外国製品の申告言

別送品の中にある外国製品を申告しなければな

らない。パッキング・リストの中に※lはフラ

ンス製、※2は西ドイツ製、※3はイギリス製、

※4はイタリア製………．．と云ったマーキング

でシュラフや登山靴などの外国製品を申告すれ

ば良い。（中国向けパ･ソキング・リストには不

要）

5）国外持ち出す米の量の申告書

別送品中のお米の量を申告しなければならない。

隊員数と登山期間から国外持ち出しするお米の

量が適当かどうかチェックされる。

6）全隊員のパスポートのコピー

パスポートの2頁から5頁のコピーをメンバー

・リストの順に重ねてとじる。

7）全隊員の航空券予約証明書

東京から搭乗する飛行機のフライトナンバーの

書かれた航空券の予約証明書

8）登山計画書（和文）

以上の書類が揃ったら航空貨物輸送業者へ隊荷

を引き渡す。ファクシミリやジェネレーターのよ



うな機械類は、通関時に別送品としては認め難い

と云ったクレームをつけられることがある。その

ような場合は、それらの品の登山活動における

必要性を記した願い害を提出しなければならな

い。

通関が切れたら、輸送業者からエアーウェイ・

ビル(AirWayBill)を受けとる。

AirWayBillを受けとったら、送り状を付け

たパッキング・リスト及びAirWayBillを3部、

CMAへ送付する。

次に中国登山に於ける隊荷の関税であるが、撮

影機、カメラ、腕時計、通信機器、登山装備、衣

類等の特別管理物品については、申告登録後に免

税で通関されるが、燃料、食料、医薬品等の消耗

物品については、申告総価格の10％が輸入税とし

て徴収される。

入国時に申告した通関用申告書の控えは、出国

時に必ず申告物品と現物のチェックがなされるの

で大切に保管しておく必要がある。

その他、チベットでの登山の場合、カトマ

ンズから隊荷をラサヘ持ち込むことも可能であ

る。

メンバー・リストの送付

登山隊が入国する3ケ月前迄に全隊員のメンバ

ー・リストを3部送付しなければならない。記載

項目は、①氏名②性別③生年月日④住所⑤職業⑥

パスポート番号⑦パスポート発行日③登山経験等

で、これにパスポート用サイズの写真を添付する。

エントリー・ビザ

CMAから招請状が届いたら、在日中国大使館

にビザの申請をする。

エントリー・ビザ申請に必要な書類

①全隊員のパスポート

②各隊員の必要事項を記載したビザ交付申請害

③全隊員の写真（パスポートサイズ）各1枚

④CMAからの招請状

エントリー・ビザは、単数（一次）で6ケ月間

有効のものが交付される。

ビザ交付手数料は、3,000円

トランシーバー

中国の場合は、CMAへトランシーバーの周波

数、型式、出力、台数を記載したリストを3部、

入国の3ケ月前迄に送付した後、中国側の判断に

よって許可される。現在のところ明確な規定は知

らされてないが、市民バンド及び140～150MHz

の超短波(VHF)の周波数のものは許可されてい

る。

中国々内の手配

中国々内に於ける隊荷輸送、交通機関、賓館．

接待所、現地雇員、ポーター・ヤク・ラクダ、現

地購入品など全ての手配は、基本的にはCMAが

請負う。

これによって登山隊は、中国内総支出の5％を

総合サービス料としてCMAに徴収される。

中国側協力員への支給装備

中国側の連絡官、通訳、コック、ベースキャン

プ｡要員等には、別添規則に基づいて手当と装備を

支給しなければならない。この装備支給について

は金銭で解決することも出来る。

日本国内でこれらの支給品を全て揃えるとなる

とかなりの金額になるため、金銭で支払っている

隊が多いようだ。因に中国側協力員の支給装備は

次の費用で用意される。

連絡官及び中国人要員700元

高所協力員1,000元

ポーター及びヤク、馬、ラクダ方200元

トレッキング

中国々内の山地旅遊（トレッキング）に関して

は、1986年1月に設立された中国国際体育旅遊公

司（王富州総経理）の扱いとなる。

西蔵自治区の場合は、登山隊もトレ､ｿキング隊

も全て西蔵国際体育旅遊公司によってアレンジさ

れる。

中国国際体育旅遊公司

北京市体育館路十号

（電話）752831～264，755053
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中国へ遠征する外国登山隊及びツーリスト隊規則

中国登山協会（1980年11月）

この規則は、人民相互の交流と友好促進を目的とした、国際間登山の振興のために制定される。

(I)解禁峰

チベ.ソト自治区：チョモランマ峰(8,848.13m)とその姉妹峰。

シシャパンマ峰(8,012m)とその姉妹峰。

新彊ウイグル自治区：ムズターグ・アダ峰(7,546m)。

｜
クングール峰(7,719m)。

クングール・チュビエ峰(7,595m)。

ボゴダ峰(5,445m)とその姉妹峰。

四川省：コンガ峰(7,556m)とその姉妹峰。

スークーニャン峰(6,250m)とその姉妹峰。

青海省：アムネマチン峰(6,282m)とその姉妹峰。

注：現在の解禁峰のリストは、

別添一覧表を参照されたい。

(Ⅱ） 申 請

l,中国を訪れるすべての登山隊及びツーリスト隊は、中国登山協会(CMA)に対し申請書を提出す

ること。申請承認後、隊とCMAは協議に入り、議定書締結後に、CMAは許可証を発行する。

2．登山隊及びツーリスト隊は議定書による期限内に、登山あるいはツアー料、隊員の写真、経歴言、

パスポートナンバー、ビザ発行場所名をCMAに送付すること。

3．目標峰、採用ルート、隊員数、中国入国日、登山開始日を勝手に変更することは禁止する。変更事

項が生じた場合は、議定書指定日以前にCMAに通告し、CMAの認可を受けなければならない。

4エクスペディション実施以前に、偵察隊の派遣やルート付近の科学調査が必要な場合は、CMAに

計画を提出し承認を得ること。科学調査に対する特別規定の詳細は、付記(1)を参照のこと。

5.CMAは必要とあれば、登山隊及びツーリスト隊、あるいはその隊員のエクスペディション許可を

取消すことが出来る。

6.CMAは、同時期に、異ったルートから、同一峰に複数の登山隊の登山を許可する権利を有する。

二つの登山隊が、同時期、同一峰の同一ルートを計画している場合は、CMAへの申請以前に、当

該登山隊間で協議し調整すること。

7．登山隊及びツーリスト隊は、“中国への外国登山隊及びツーリスト隊費用徴収規定''に従い、すべ

ての費用を支払うこと。
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(Ⅲ）食料・装備等の出入国

1．中国への登山隊及びツーリスト隊使用の食料・装備等は、議定書による期限内に、中国内指定地に

輸送すること。その際、隊は輸送一ケ月前に、CMAに対し食料・装備等の、品目、数量、重量、

個々の価格、総価格のリストを、また別に、許可されたらウォーキートーキーの型、出力、数量を

記載したリストを送付すること。

2．登山隊及びツーリスト隊は登山あるいはツアー終了後、中国から食料・装備等を持ち出す前に、そ

の消費または粉失した品目及び数量リストを、CMAと中国税関に提出すること。そのリストはC

MA派遣リエゾンオフィサーにより、検閲サインされたものでなければならない。食料・装備等を

他隊または個人に、寄贈あるいは販売した場合は、中国税関規定による関税を支払わなければなら

ない。

3．登山隊及びツーリスト隊が、中国内での装備、食料、燃料の購入に関し、CMAに委託を希望する

場合は、議定書合意期限内に、その品目及び数量の詳細なリストをCMAに送付すること。

(1V)中国協力員規定

1．リェゾンオフィサーは、中国への外国登山隊及びツーリスト隊における、CMAの代理人である。

すべての許可取得隊は、山への往復に際し、リエゾンオフィサーを伴わなければならない。

リエゾンオフィサーの義務は以下の通り。

（1）エクスペディションに関連する諸問題解決への助力。

（2）隊の遵守義務規定履行の監督。

(3)CMAへの報告。

’4）隊と中国協力員間の争議の仲裁。

2．高所協力員の負荷最大重量（個人用装備、食料、燃料を含む)。

5，001～6,000m 20昭

6,001～7,000m17kg

7，001～7，500m14"

3.8,000m峰以外では、通常高所協力員は利用出来ない。

4.5,000m以下での、低所ローカルポーターの負荷最大重量（個人用装備、食料、燃料を含む）は25

kgとする。

5．荷役動物の負荷最大重量は、目標峰の地形や高度により決定される。

6．高所協力員、低所ローカルポーター、荷役動物の一行程の距離は、十分な休憩がとれるよう適切に

アレンジすること。

7．8,000m以上へ登る高所協力員には、常時緊急用酸素を用意し、別に7,500m以上では睡眠用酸素

の供給を保障すること。

8．登山隊及びツーリスト隊は、リエゾンオフィサーと中国協力員に対し、CMAが規定した登山装備

及び他の支給品を、無料で貸与または供与すること（付記2参照)。それらの支給品はリエゾンオ

フィサーにより事前チェ､ソクされる。隊が寄贈を希望する場合は、CMAが取扱い業務をおこなう

こととする。

9．登山隊は、医師あるいは診療経験者をメンバーに含み、中国協力員に対し、登山開始前に健康診断

をおこなうこと。また登山中における病気や負傷の際には、適切な医療措置を施すこと。病気また

は負傷した中国協力員に対して、リエゾンオフィサーの同意なしに、解雇したり賃金支払いを停止

してはならない。
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(V)その他

1．登山隊及びツーリスト隊は中国政府公布の法律及び法令を遵守し、また文化遺産、動植物資源保護

規則を遵守する

2．登山隊及びツーリスト隊は、隊活動の責任を負う自国組織を指名し、その代表者は責任をもって、

北京でCMAとの交渉に当ること。

3.CMAとの通信は、すべて中国語か英語を使用すること。

4．山名及び高度は、中国の公表を公式とする。

5．隊が中国滞在中に、ニュースの発表や新聞記者会見を行なう場合は、すべて事前にCMAに報知す

ること。登鑿結果に関するニュースはCMAが発表する。またCMAは登肇中のいかなる事故につ

いても、その情況を速かに発表する。

6．隊が、自国の国旗を登山中または山頂に掲げる場合は、同時に同仕様の中国国旗を掲げること。ま

た、山頂及びルート上には、いかなる記念物も設置しないこと。

7．無線機及び武器、弾薬は中国への持込みを禁止する。

8国境のピークで行動する場合は、中国と近隣諸国との関係を損う行為をしないこと。

9．地方民の社会道徳、習慣、文化を尊重すること。

10．山地を清潔に保つこと。ベースキャンプ。、上部キャンプ｡及びアプローチマーチにおけるゴミや不要

物は、清掃するか埋没すること。

11.登山及びツアー活動における、すべての写真、映画、ビデオテープのコピーを、CMAに無料提供

すること。

12登山及びツアー活動の出版物は、それぞれ二部をCMAに無料提供すること。

13．登鑿終了後、CMAに対し口頭あるいは文書で報告を行なうこと。その後一ケ月以内に、文書によ

る正式報告をCMAに提出すること。

(VI)CMAは登山終了後、隊及びその隊員に対し証明書を発行する。

(Ⅶ）登山隊及びツーリスト隊が前記の規則に違反した場合は、罰金あるいはCMAが適当とした年数の中

国での活動を禁止する。

(Ⅷ）前記規則は1981年よし〕施行される。

(K)CMAは本規則改訂の権利を有する。
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(付記1）

中国での登山あるいはツァーに於ける外国人の

科学調査関連規則

I.CMAの許可を得ずに外国からの隊及び個人が、進路上に存在する生物（動物、植物、昆虫、微生物

を含む)、古代生物、岩石、鉱物、氷、雪等の計画的観察あるいは標本の収集を行なう事は禁止する。

Ⅱ外国からの登山あるいはツーリスト隊、または個人が、CMAの許可を得て収集した標本及び見本に

ついては、以下の規則を遵守すること。

(a)収集者の氏名、位置と高度、数量とその通し番号、ならびに実施鑑定の結果を明記した収集標本及

び見本のリストをCMAに提出すること。

(b)標本及び見本を収集中に、新種あるいは特別種を発見した場合は、CMAに報知すること。これら

の研究及び研究結果の出版は、関係の中国科学研究団体と共同で行なうこととする。

(cI収集した新種あるいは特別種のすべての原型標本は、中国へ送り返すこと。CMAは、その保存の

ため関係の科学研究団体へ転送する。また、その他の標本については、協議の上、配分することが

可能である。

(d)研究室での分析完了後、収集した標本及び見本（動物、植物、岩石、鉱物、氷、雪、古代生物、水

の標本等）の分析結果の複写を2部づつCMAに無料で提供すること。

Ⅲ、科学調査に関係する映画、テレビ映画、または写真の複製を、それぞれ1部づつCMAに無料で提供

すること。

W.CMAの許可を得ずに、科学調査に関する書籍、雑記、論文を出版することを禁止する。

V.CMAの承認の上、中国の未踏峰で行った科学調査に関するすべての内容は、他と分離して考査する

こと。

VI.CMAより外国隊に派遣されたリエゾン・オフィサーは、これらの規則履行の管理権限を有するもの

である。

Ⅶ．上記規則に違反した場合、すべての標本、見本、データーを没収する。

重大事件が生じた場合は、違反者の中国内登山またはツアー資格をはく奪する。

中国登山協会1980年11月

(付記2）

外国登山隊またはツーリスト隊の中国人要員への

支給品関連規則

I 高所協力員

一貸与品、1人あたり－

（1）羽毛の寝袋

（2）羽毛服（上・下）

（3）ピッケル

1

1組

1

－97－

(4)アイゼン

(5)カラビナ

(6)安全ベルト

(7)防湿マットレス

(8)テント（共同使用）

1足

1

1

1

1



－ 無料支給品、1人あたり－

（1）ナイロン製防風衣（上・下）1組

（2）ズボン1

（3）毛のセーターとズボン下1組

（4）スポーツウェア一（上・下）1組

（5）毛の帽子1

（6 ） 登山シューズ1足

（7）防寒ブーツ1足

（ 8 ） ストッキング1組

（9）毛のくつ下2足

uO)木綿のくつ下2足

（11）防寒手袋1組

(12)毛の手袋1組

(13)サングラス1

(14)雪めがねl

（15）水筒1

（ 1 6 ）懐中電燈1

(11ザ･ソクまたは背負子l

（ 18）雑のう1

㈱雨期の登山には、レインコート1着（1人

あたり）を貸与すること。

Ⅱリエゾン・オフィサー及びB・C要員

一貸与品、1人あたり－

（1）羽毛の寝袋1

（2）羽毛服（上・下）1組

（3）防湿マ､ソトレス1

（4）テント（共同使用）1

－無料支給品、1人あたり－

（1）ナイロン製防風上着1

（2）ズボンl

（3）毛のセーターとズボン下1組

（4）スポーツウエアー（上・下)1組

（5）帽 子l

（6 ） 登山シューズ1足

（7）くつ下2足

（8）手袋1組

(9)ｻ ﾝ ｸ ﾞ ﾗ ｽ 1

00)水筒1

（11）ザ､ソクまたは雑のう1

(1 2 )懐中電燈1

（注1）ベース・キャンプ。より上部で行動す

るリエゾン・オフィサー及びB・C
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要員の支給品目は、双方の交渉によ

り決定すること。

（注2）冬期登山においては、支給する登山

シューズは防寒ブーツであること。

（注3）雨期には、レインコート1着（1人

あたり）を追加貸与すること。

Ⅲ．ツーリスト隊におけるリエゾン・オフィサー

及び中国人協力員

一貸与品、1人あたり－

（ 1 ） 寝 袋 1

（2）防寒着（上・下）1組

（3）防湿マ､ソトレス1

（4）テント（共同使用）1

－無料支給品、1人あたり－

（1）フード（頭布)1

（2）登山シューズ1足

（3）くつ下1足

（4）手袋1組

（5）サンク､ラス，

（6）ザック，

（7）つえ，

（注1）冬期ツアーでは、支給する登山シュ

ーズは防寒のものであること。

（注2）雨期にはレインコート1着（1人あ

たり）を追加貸与すること。

（注3）山地ツアーが3日以内の場合は、貸

与品の(')～(4)を貸与し、無料支給品

の支給は必要としない。

Ⅳ、低所ポーター及びヤク、馬、ラクダ方

一貸与品、1人あたり－

（1）寝袋1

（2）テント（共同使用）1

－無料支給品、1人あたり－

（1）防寒シューズ1足

（2）くつ下1足

（3）手袋’組

曲ポーターまたはヤク、馬、ラクダ方の雪線

以上での行動、あるいは冬期登山またはツ

アーへの参加に対しては、各人に羽毛服

（上・下）1組を貸与し、また羽毛手袋及

びサングラス1組を無料で追加支給すること。

中国登山協会1980年11月



中国登山申請書式

自費で中国を訪れるすべての登山隊は、中国登山協会の要求するこの書式に従い申請すること。

1．組織

隊名：

国名：

隊長名：

隊員数：

2．目的

スポーツ：

科学調査：

スポーツ及び科学調査

3．目標峰及びルート

第一希望

第二希望

第三希望

山名：

ル ー ト ：

山名：

ル ー ト ：

山 名 ：

ルート：

4 エクスペディション期間

第一希望

からま で

第二希望

からまで

第三希望

からまで

5．科学調査のテーマ

6．写真撮影の目的
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エクスペディション実施前の偵察

人数：

時期：

7

8．中国苔Lh協会に要請する援助

中国への入国及び出国

入国日：

出国日：

山岳地での行動期間

9

料
品
数
重

食 ･装備等（詳細なリストを添付すること）10

●
■
●
車

量
量

11．自国内後援組織

12．北京での代理人

申請書作成場所

申請者氏名：

申請日時：
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(議定書）

美 子

目軸膠侈栢望逮征隊

波定名

根据畔箸甥柱雅‘局ﾂ全的申清,中国登山協会

本着茂展ヤ日之伺的登山交流,増逃商国人民的

友泣和相互了解的凪望，同意日勅喧ｲﾖ浬登山叺自我来
建征f人隼登山。

双方蛭辻友好祢商，双定如下亭頂：’

一、畳山叺姐娯

’、名称，日牽か桂桓重隻柾Ⅸ

2，'急人数815人

8も臥提‘・B-1詞や夫

4､国内対共本各負貴的単位‘目轄遡桂雅ﾘｷ会
5，駐北京代表ィ

・・1．

指派咲路官助理吋，其人迷由中国登山協会易定。

五、昼山臥番清中国登山秘会予以排助的本項，允各

紳仙作人貝的配各、提供登山装各、食品、賛料豹交通迄

粕、通汎咲路安排等，特由畳山臥代表同中国登山排会代

表商定井筌鷺各志累。

六、登山叺在本Ⅸ定令筌汀之后，丙ﾉﾄ月内皮向中国

登山秘会亦理狗下本項‘

1，提出登山（和科学考察）活幼廿瑚；

2，提出姪費預算。

七、以上各項均姪双方完全同意，井共同保証実施。

本慎定令力有未尽亭宜，可由双方代表悔商解決。

八、本領定帝子ィ78r年イユ月z1日由双方代表

在メ巳晶筌字，本漠定令用中文や英文写成，各一式丙

骨，南幹文本具有同等效力。

本双定令自筌字之日起生蚊。

ヤ1割養山紬一べ喪 群とzうﾔ?鋸、

江傑桃 山 森 旋 一

・8．
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二、登山臥活劫頂目

'､撃昼対象‘かｲ玄柏望峰

2、華登路鍵:面､南､家涌

8、逃山路娩:北ﾈ､成秤､松謬､火才穆

4，浴登山路幾的科学考察：

5，拍最'

6，偵察活劫人数＊期限8

7、撃登活劫期限''98648月少1日一"R2.日

三、登山叺皮逆守中国畳山秘会美子外国登山団体来

隼登山的規定＊対外国登山団体来隼登山收取.狩用的亦

法。

四、中国登山称会指派一人担任咲第官。香要

・2・



(議定書付録）

棋定名附景：

客
，
郷
織
、
匙

Ｄ
Ｉ
Ｉ
、

、
待

牛
牛
輌

奉
轆
事
事
争
辛
渠
蛾
牌

匹
査
斬
包
普

十
島
値
大
面
吉
乍
駆
弘８

山
明
出
悦

|ﾖ軸膠佳伯望誕杉?ん

一、g方向中国登山物会雇用以下人艮＄

翻悸8j人在Jb#扱到。

管理m$在根到。

炊亭m:2人 在稚ジ根到。

高山俳作人m:在扱到。

低山搬迄工：遊山I亙・人出山在報到。

菅地人M!在扱到。

吟工或粍牛工、略駝工3遊山出山在

根到。

税明，咲磐官在メヒ3扱到。

三、物資迄粕&

日方全都物資わ装各子本臥入境前三′1,月

迄抵北3，,兎7舞子入ｬ論'画↑月旦舛北脱

方租用以下交通工具：

大斬牟‘

面包卒：

吉普牟'夕寄

二、

遊山＄ 四、伏食＄

中方人侃的伏食均由中国登山称会按規定杯准承包，

B方負貴其所各的食品、炊具、燃料的迄輪。

・2・・
・1．

lﾖ方負貴配各中方人風炊本用的汽油炉和炊事帳

蓬。

白方人、的伏食ｲﾖ錘，

五、Iﾖ方仇涜配各姶中方人、的装各，按中国登山

称会規定亦理。

六、付敷力､法、地点、鵬号＄

giT棋定布后一小月内B方交幼登山或登山旅溝

注冊費，三イ､月内交幼曇中園登山桃会市定的在隼活劫

預算的1/5，其余4/5在本臥祇迭北京叶交付。登山或登山

旅瀞姶東后按突豚支出決算。

江敷地点：北京中国壊行息行

朕号‘71100594（注明“登山費用”）

七、日方須在本臥入境三小月前向中国登山排会

提供下列溝単‘

1，入境物資清単（含品名、数量、宣丑、単价、怠

价、包装体租）一式三粉。

2，番中国登山称会代駒、租用的物品清草（品紳、

数量＞一式三扮・

3，臥n箇所表(井附照片、が照号、筌征地点〉一

・8．

式三价。

4，扱括机型号、数丑、功率清単一式三价・

八、中方子方本臥入境前ノト月内向其提供中

方人、身高、胸囿、脚侯。

九、其壱：

中国登山排会代表

躰咲ぅヤブ職、

山灸ﾀiZ_櫛蹴

・4．
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(登頂証明書）
号.妙｡､，.Qや．（l‘,Z｡.君'1，．:q:学1．,』'，士､とごｳー'苗d･凹ﾛや●..’:h勺-A'{当’･Fj”I､品啄･↓･b－,需仰-.ﾐーﾚ'14斡甲正･琶升時ﾅ.｡'手･-.￥ﾛP､-,1．．’､戸尽.?戊冤一､卜ら▽屍.4‘『･･,｡,j’｡.'､-.,-轡免『･b0口｡!?･4F’.q'7勺』－､l-EL-q,｡:ｲﾔ､1‘‘･羊.『.~ ….号呉騎占
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△

唾必 DATEP必""･一f耳ﾉパｰ'“6

戸

冬

事

●難●参●
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戸 言

＝ 垂 一

Thisistocertifylha!,on__Q二丞五ﾕーﾕｴー哩且且_－

81":.r""..the
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中国への外国登山隊及びトレッキング隊に対する

費用徴収規定

(1987年1月発効）

1．登録料と預託金の支払い

（1）中国を訪れる外国登山隊は、許可取得後、2ケ月以内に登録料を支払うこと。中国登山協会（以下

CMAとする。）は、登録料を受領後、登山許可証を発行する。登録料が期限内に支払われない場合、

その遠征は自動的に取り消され、CMAはその許可を他に按排する。

（2）預託金の金額と期限

入国1年

前迄に

入国6ケ

月前迄に

入国1ケ

月 前 迄 にぱ麹
チョモランマ

8,000m以上

7,000m以上

7,000m未満

一
兀
一
元

０
０

叩
叩
一
一

０
８

１ 20,000元

10,000元

8，000元

5,000元

予算金額の全残額

〃

〃

〃

（3）支払われた預託金は、予算金額の一部となる。期限内に支払われない場合、その遠征は自動的に取

り消され、それ迄に支払われた預託金は返戻されない。

（4）登録料を支払った後、登山隊及びトレッキング隊が自己都合によって遠征を取消した場合、CMA

の許可を他隊に譲渡する事が出来る。同時に支払った預託金も他隊に充当する事が出来る。然し、登

録料は返戻されない。交代した隊は、再度、登録料を支払わなければならない。

（5）登山隊及びトレッキング隊は、中国への入国1ケ月前迄に、予算金額の全額を支払わなければなら

ない。さもないとCMAは、エントリー・ビザを発給しない。

2．登録料(1隊あたり）

チョモランマ8，000元

8,000m以上の峰5，000元

7,000m以上の峰3，000元

6,000m以上の峰2，000元

上記レートは、隊員数20名以内の隊に適用され、隊員数が20名を超える場合は、超過人数1人あたり

100元を別に徴収する。

6,000m未満の峰（岩登りも含む）の登録料は、登山者1人あたり100元とする。また、新たに解禁

された未踏峰に初めて登鑿する場合には、特別登録料を徴収する。

3．報酬金(1B1人あたり、単元：元）

リエゾン･ｵフィサ ー 3 7

通 訳37

高所 協 力 員 37－55
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キャンプ｡要員30

低所ポーター16

ヤク、馬、ラクダ方16

4食事、宿泊及び市内でのサービス請負い費は、外国隊が実際に活動した時の地方価格で請求される。

（1）食事、宿泊及び市内でのサービス請負い費を既に支払っている場合には、航空券の予約、旅行査証

の手配及び宿舎と空港間の輸送(20k9以内の手荷物の輸送を含む。）サービス料の追加徴収は免除す

る。

（2）外国登山隊の中国出入国が、北京あるいは成都である場合、空港と宿舎間は隊として行動が出来な

いため、それぞれの隊員は下記レートの運賃を支払うこと。

単独行者50元

2人～8人の隊30 元

8人以上の隊10元

（3）重量を超えた手荷物及び貨物の運送（車の賃借料、運送、3日以内の保管を含む。）については、

運賃の10％を別にサービス料として徴収する。

（4）郊外への観光ツァーにおける車の賃借料は、その土地の基準料金とする。

（5）登山隊の都合によって人数及び旅程が変更した場合、それによって既に手配された車や航空券など

に生じた損失金は、登山隊が負担すること。

(6)CMAで手配するもの以外の車、洗濯、医療、郵便及び通信、飲み物等の費用は、全て自費でまか

なうこと。

（7）物品の保管料は、10k9迄の小さな手荷物で1日1個あたり2角とする。（但し、空港及びホテルで

は実費支払いとなる。）

5．山での食費(1B1人あたり）

リエゾン・オフィサー、通訳、管理官、高所協力員、キャンプ。要員：28元

標高5,000m未満で働くポーター及びヤク、馬、ラクダ方:5元

標高5,000m以上で働くポーター及びヤク、馬、ラクダ方:17元

中国人要員の食料（炊事具、燃料なども）は、上記レートに従ってCMAが提供する。登山隊または

トレッキング隊は、B・Cで使用する圧力釜、ガソリン、ストーブ、炊事テントを提供すること。そし

て、それらの食料、炊事具、燃料等の輸送費は登山隊またはトレッキング隊の負担とする。

6輸送費

（車種）（チベット）(元/km)(新彊･青海･四川)(元/kn1)(駐車料)(元）

ファーストクラス・ジープ（5人用）2502．20120

セカンド クラス・ジープ（7人用)-1.92110

サードクラス・ジープ（4人用）2．201.76100

ファーストクラス・ミニバス5．504．40200

セカンドクラス・ミニバス4．403．20150

トラック4．803．36200

ファースト クラス・コーチ7． 0 0 5 ． 6 0 2 5 0

セカンドクラス・コーチ5.504.40200

（青海～チベット線を走るトラックの輸送費は、1kmあたり3.36元とする。トラックの積載能力は、青

海～チベット線、新彊～チベット線及びチベットでは2．5～3トン、他地域では3～3．5トンであり、

容積は11立方メートルである。

空車の帰路費用については、上記レートの半額を徴収する。B・Cで使用する車輌の運賃は、走行距
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離に応じて徴収し、駐車料金は徴収しない。然し、その際には、登山隊は運転手に対する手当、食費、

保険料を負担し、必要な作業衣を用意すること。

チベットのチョモランマ～シガール間及び新彊のマザーーイリク間の公路を通行する車輌に対して以下

の道路補修費を徴収する。バス、トラック、ミニバスが各1台に付き500元、ジープは300元。

7．荷役動物の雇用料金

ヤク、馬は1日1頭あたり26元、ラクダは40元である。ヤクと馬が標高5,000m以上で稼動する場合

は1日1頭あたり30元とし、ラクダについては標高による料金の変更はない。

雇用された動物が到着後、待機する場合は1日1頭あたり上記レートの半額を徴収する。また、動物

の往き、帰りの旅費として、それぞれ1日分ずつの料金を徴収する。雇用した動物が死亡した時には、

その地方の規則に従って補償すること。

8死亡・傷害及び医療保険

登山隊は、リエゾン・オフィサー及び中国人協力員に対して中国人民保険公社の死亡・傷害及び医療

保険を付保すること。死亡・傷害保険契約額は、リエゾン・オフィサー及び協力員が1人当り25,000

元、低所ポーター及びヤク、馬、ラクダ方が15，000元である。医療保険額は全ての人員につき1人当
り5，000元とする。

－保険料一

保険期間死亡・傷害保険料率医療保険料率

標 高 6 , 000m以上3ケ月2%1%

標高6,000m未満～3,000m以上3ケ月0.6%1%

標高3,0 0 0 m 未 満 3 ケ月0.4%1%

何らかの理由により、無保険で、中国人リエゾン・オフィサーや協力員が登山中に死亡、負傷、不具

あるいは病気になった場合は、それぞれの保険金額に応じた補償金を支払わねばならない。

CMAは、登山隊のために、これらの保険の手続きを請負う。

また、登山隊は全ての隊員に対し、死亡・傷害保険を付保すること。その保険は、自動車または馬、

ラクダ、ヤクなどでの旅行中における全ての事故に適用されるものであること。

9．中国への登山隊が軽装で旅行出来るよう、CMAは中国人要員の登山装備及び用具（キャンプ°及び専

門用具は除く）を下記の費用(1回の遠征で1人当り）で供給する用意がある。

リエゾン・オフィサー及び中国人要員700元

高所協力員1,000 元

ポーター及びヤク、馬、ラクダ方200元

登山期間が3日以下の場合、上記費用は半額に減額される。この場合でも登山隊は、中国人高所協力
員に対し専門装備を無料で支給すること。

リエゾン・オフィサー及び中国人要員へ支給する登山装備及び用具を隊が自ら中国へ持込む方法を選

択した場合、それらの装備及び用具は無料で支給され、その取扱いはCMA制定の規則に従いCMAが
行うものとする。

10．隊がチョモランマ及びシシャパンマのB・Cで使用するテントの借用を希望する場合は、チベットの
CMA地方事務所へ規定の料金を支払うこと。

11．登山隊が中国へ持ち込む物品の装備については、特別管理物品（撮影機、カメラ、腕時計、通信機器、
登山装備、衣類等）は、登録後に免税で通関を許可されるが、消耗品（燃料、食料、医薬品等）につい
ては、中国税関管理局が総価格の10％を輸入税として徴収する。

12．CMAが手配する郵便、電信、食料、燃料、登山装備の費用は、双方の協議により決定する。

13．登山隊と隊に派遣された中国人リエゾン・オフィサー及び他の要員が、中国々 内で航空機あるいは列
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車を利用する際の費用は、関係部門の規定により徴収する。

14．登山隊が山地旅遊中及び登山中に映画やビデオを撮影する場合は、CMAに対して撮影料を支払うこ

と。また、撮影したフィルムあるいはビデオ・テープを第三国で販売または放映する場合は、CMAに

対して販売価格あるいは放映料総額の10%支払うこと。

－撮影料一

8､500m以上の峰25,000元

8,500m未満～8,000m以上の峰20,000元

8，000m未満～7,500m以上の峰17,000元

7,000m級の峰15,000元

6､000m級 の 峰 1 0 , 0 00元

5 ,000m 級 の 峰 7 , 0 00元

5,000m未満の峰5,00 0元

15．外国登山隊の中国での諸活動の手配は、CMAが請負うものである。よってCMAは、隊の中国々内

総支出の5％を総合サービス料として徴収する。

16この規定で云う「元」とは、中国の貨幣単位である。登山隊はこれらの精算分をUS$、日本円、香

港ドル（毎年固定された交換レートによって）のいずれかで支払うこと。

17.以上の規定は、1987年より発効する。

18.本規定の解釈及び改訂権は、CMAに属する。

中国登山協会

1987年1月

（文責：尾形好雄）

中国国内航空新運賃表
(1987年4月1日より）

(北京） (ウルムチ）

北京一成都

北京一上海

北京一天津

北京一藺州

北京一鄭州

北京一昆明

北京一南京

北京一重慶

北京一西安

北京一ウルムチ

411元

275元

41元

336元

141元

(上海）

(格爾木）

(アクス）(成都）

一
元
一
元

８
９
４
６

５

(蘭州） (その他）
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613元

225元

366元

242元

735元

ウルムチーアクス

ウルムチーカシュガル

ウ ル ム チ ー ホ ー タ ン

ウルムチークラマイ

ウルムチークルラ

ウルムチークチャ

一
元
一
元
一
元
一
元
一
元
一
元

２
９
８
０
１
５

９
７
８
８
０
７

１
３
３
１
１

上海一成都

上海一西安

上海一鄭州

426元

301元

182元

上海一昆明

上海一蘭州

上海一ウルムチ

518元

385元

823元

格爾木一ラサ

格爾木一西寧

｜
元
一
元

０
３
９
５
３
１

成都一ラサ

成都一重慶

成都一蘭州

成都一武漢

180元

250元

アクスーホータン

アクスーカシュガル

133元

124元

蘭州一格爾木

蘭州一ウルムチ

蘭州一西寧

｜
兀
一
工
一
元

１
４
９

２
８
３

２
３

蘭州一敦煙

蘭州一ラサ

蘭州一嘉峪関

｜
元
一
元
一
元

４
１
７

８
１
６

２
６
１

敦煙一嘉峪関

クルラークチャ

114元

77元



中国の開放されている主な高峰
(＊印は未踏峰）

チョモランマ(Qomolangma)

チョゴリ(Qogir)

ローツェ(Lhotse)

マカルー(Makalu)

チョー・オュー(CvoOvu)

ガッシャーブルムI(Gasherbruml)

ブロード・ピーク(BroadPeak)

ガッシャーブルムⅡ(Gasherbrumn)

シシャパンマ(Xixabngm)

ギャチュンカン(GyachungKang)

コングール(Kongur)

ナムナニ(Namunani)

コングール・チュビェ(KongurTiubie)

ミニャ・コンカ(MinyaKonka)

クーラ・カンリ(KulaKangri)

チャンツェ(Zhangzi)

ムスターグアタ(Muztagata)

チョー・ウィ(ChoAui)

トムール(Tbmor)

クラウン(Crown)

ポーロン・リ(PorongRi)

カン・ペン・チン(GanBenChen)

カルジャン(Karjiang)

二.ンチン・カンサ(NingchinKangsha)

メンルンツェ(MenlungtSe)

ニエチエンタングラ(Nyainqentaglha)

ギャラ・ペリ(GyalaPeri)

チリン(Chiring)

ウルグ・ムスターグ(MuztagShan)

シンチン(Xinqing)

メイリーシュエシャン(Meirigkawagarbo)

グラタンドン(Geladaindong)

ムスターグ(Muztag)

チョラプサン(ChonabFen)

スークーニヤン(Siguniang)

アムネマチン(Anemaqin)

ユイロン(YulOng)

シェエ・パオ・ディン(XuebaoDing)

キレン(Qilian)

ボコダ(Bogda)

ｍ
、
ｍ
、
ｍ
、
ｍ
、
ｍ
、
ｍ
、
ｍ
、
ｍ
、
ｍ
、
ｍ
、
ｍ
、
ｍ
、
ｍ
、
ｍ
、
ｍ
、
ｍ
、
ｍ
、
ｍ
、
ｍ
、
ｍ
、

８
１
１
３
１
８
７
５
２
５
９
４
５
６
４
３
６
４
５
５
２
１
６
１
１
２
１
０
８
０
０
１
８
６
０
２
６
８
７
５

４
１
０
６
０
６
４
３
１
８
１
９
９
５
５
５
４
５
３
９
９
８
１
９
８
６
５
９
７
８
４
２
３
９
５
８
９
８
４
４

８
６
５
４
２
０
０
０
０
９
７
６
５
５
５
５
５
３
４
２
２
２
２
１
１
１
１
０
９
８
７
６
６
５
２
２
５
５
５
４

７
１
９
１
９
＄
９
１
７
９
９
７
Ｔ
７
９
１
，
１
，
７
？
，
り
り
９
７
１
７
７
１
９
１
１
１
１
７
７
勺
１
，

８
８
８
８
８
８
８
８
８
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
６
６
６
６
６
６
６
６
５
５
５
５

■
ｐ
■
●
ｂ
■
■
■
●
■
■
■
ｇ
■
叩
●
①
ｇ
●
Ｕ
■
■
●
●
●
ｇ
■
●
●
■
●

１
２
３
４
６
６
Ⅵ
８
９
ｍ
Ⅱ
咽
唱
陞
妬
肥
Ⅳ
喝
灼
加
別
記
詔
型
妬
邪
訴
泥
羽
扣
劃
詑
鍋
弘
拓
調
師
詑
調
“

チベット

新彊

チベット

〃

〃

新 彊

〃

〃

チベット

チベット

新彊

チベット

新彊

四川

チベット

〃

新 彊

チベット

新彊

〃

チベット

〃

〃

〃

〃

〃

〃

新 彊

新彊

青海

雲南

胄海

新彊

チベット

四川

胄海

雲南

四川

甘粛

新彊

1987年オーフ。ン

1986年オーフ°ン

1986年オープン

1987年オーフ。ン

1985年オープン

1986年オープン＊

1986年オープン＊

1985年オープン

＊

1986年オープン

1985年オープン

1987年オープン

1986年オープン

1986年オープン

1987年オープン

1985年オープン

1987年オープン

1987年オープン

1985年オープン

1985年オープン

1986年オーフ。ン

＊
＊
＊
＊
＊
＊

＊
＊

＊
＊

1984年オープン

1987年オープン

1985年オーフ°ン

＊
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1715年

1812年

1846年

1855年

1879年

1880年

1884年

1900年

1905年

1906年

1908年

1912年

西 蔵登山年譜

(1715年～1985年）

イッポリト・デシデリはインド・カシミ

ールから西洋人として初めてマリアム・

ラを越えてチベットに入り、その峠がサ

トレジ河とツァンポ河との分水嶺である

ことを発見する。カイラスやマナサロワ

ル湖の記録も西洋人として初めて書き残

す。

ウィリアム・ムーアクロフトはマナサロ

ワル湖に到着してカイラス界隅の地形を

初めて明らかにする。

ヘンリー・ストレチーは、サトレンジ河

がラカス湖から流出することを発見。地

図にグルラ・マンダータから南へ延びた

山脈がハッキリと示される。

シュラーギントワイト三兄弟のアドルフ

とロベルトは、ガルワールのアビ・ガミ

ン(7,355m)にチベ･ソト側の氷河から試

登して6,784mの地点まで到達。

ネム・シンと呼ぶパンデイットかナムチ

ャバルヮを初めて遠くから望見。

キントウップと呼ぶパンデイ,ソトかツァ

ンポ河下流地方を踏査。

河口慧海、カイラス(6,714m)参拝。

ロング・スタ､ソフは7月から8月にかけ

てナムナニ（グルラ・マンダータ7,694

m)の試登を行なう。西尾根から主峰を

目指すも雪崩に見舞われ、7,000mで断

念。

スウェン。ヘディンはレーからチベット

高原に入り、トランス・ヒマラヤ、ツァ

ンポ河流域、カイラスー周などを踏査。

オークス大尉は南のアポール地方から、

また、モーズヘッド大尉はミシュミの丘

1913年

1913年

1921年

1922年

1924年

1924年

1926年

1927年

1933年
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陵から、それぞれナムチャバルヮを観

測してその存在を確認。山の高さが7,755

mであることが判明する。

モーズヘッドとベイリーはツァンポ河を

下って初めて近くからナムチャバルワを

見、河の対岸にギャラ・ペリ(7,151m)

を発見。

J・B･L・ノエルは、チベ､ソト経由でチ

ョモランマ(8,848m)のアプローチをさ

ぐる。

チョモランマ(8,848m)

イギリスの第一次エベレスト登山隊(C

．K・ハワード・バリ一隊長ら9名）は、

ロー・ラおよびノース・コルに到着して

偵察。5月～9月。

チョモランマ(8,848m)

イギリスの第二次エベレスト登山隊(C

･G･ブルース隊長ら13名）は、北東稜

を8,525mまで到着。プレ期。

チョモランマ（8,848m)

イギリスの第三次エベレスト登山隊(C

。G・ブルース隊長ら12名）は、北東稜

を8,572mまで到達。二次アタックのマ

ロリーとアーヴィンは行方不明。プレ期。

キングドン・ウォードは、4月から12月

にかけてツアンポ河大屈曲点北部を探検

し、ギャラ・ぺり(7,151m)を一周する。

ヒュー・ラットレッジは、カリ河からリ

ブ・レク峠を越えてカイラスを訪れる。

長谷川伝次郎は、インドからリブ・レク

峠を越えてマナサロワル湖を訪れ、カイ

ラスを一巡した。

チョモランマ(8,848m)



1934年

1935年

1936年

1936年

1936年

1938年

1938年

1947年

1951年

イギリスの第四次エベレスト登山隊（ヒ

ュー・ラットレッジ隊長ら16名）は、北

東稜を8,572mまで到着。プレ期。

チョモランマ(8,848m)

M・ウィルソン（イギリス）は、単独で

登頂を試みノース・コルの下で死亡。プ

レ期。

チョモランマ(8848m)

イギリスの第五次エベレスト登山隊(E

・シプトン隊長ら7名）は、北東稜を

7,007mまで到着。他にチョモランマ周

辺の6,000m以_上の山に26も登頂。5月

～9月

チョモランマ(8,848m)

イギリスは第六次エベレスト登山隊（ヒ

ュー・ラットレッジ隊長ら12名）は、ノ

ース・コルで断念。チャンッェの試登を

行なう。プレ期。

ナムナニ（グルラ・マンダータ、7,694

m)

へルバート・テイッヒー（オーストリア）

は、インド人に変装して主稜から試みる

も7,160mで断念。

F・ルドロウはブータンからチベ､ソト南

東部に入り、タクポ地方を探査。

チョモランマ(8,848m)

イギリスの第七次エベレスト登山期(H

。W・ティルマン隊長ら7名）は、北東

稜を8,300mまで断念。プレ期。

F・ルドロウはブータンからチベ､ソト南

東部に入り、コンポ地方を探査。ヤル・

ツァンポー河に沿ってギャラ村の下迄下

り、ギャラ・ペリやナムチャバルワの貴

重な資料を持ちかえる。

チョモランマ(8,848m)

E・デンマン（カナダ）は、単独で登頂

を目指すもノース・コルの下(7,150m)

で断念。プレ期。

チョモランマ(8,848m)

R・B・ラルセン（デンマーク）は、ネ

パールから越境して登頂を試みるもノー

ス・コル下までで断念。う。レ期。

1952年

1953年

1958年

1959年

196()年

1960年

1962年

1963年

1964年

－111－

チョモランマ(8,848m)

ソ連隊(P・ダックノリアン隊長ら41名）

は、北東稜上、8,200m地点にC・8を

建設のあと6人が行方不明？

シシャパンマ(8,013m)

オーストリアの地質学徒、ハインツ・ク

ルパルツは、ネパールのボテ・コシから

越境してチベットに入り、シシャパンマ

のB・Cに向うもケガで断念。

チョモランマ(8､848m)

中・ソ合同偵察隊（ペレスキー隊長、中

国側は史占春隊長）は、プレ・シーズン

に東ロンブク氷河から6,200mまで到達。

また、中ロンブク氷河からは6,500mま

で到達して偵察をする。

同隊（許競隊長）はポスト期にも偵察

に入り、11月19日に東ロンブク氷河から

6,700mまで到達し、11月21日には中ロ

ンブク氷河から6,200mまで到達する。

ニェンチェンタンダラ東北峰(6,177m)

中国男女混成登山隊は、チベットで計||練

を行ない、2月1日、4日、5日にわた

って同峰に登頂。

女性登山隊長の衰揚に率いられた5名

のチベ､ソト女性も同峰に登頂。

チョモランマ(8,848m)

中国登山隊（史占春隊長ら214名）は、

北東稜より5月25日に3名が登頂。

ナムチャバルワ(7,782m)

12月にチベット登山隊が、ヤル・ツァン

ポー河のギャラまで入り、南稜上約5,000,

m地点まで試登。

チョモランマ(8,848m)

W･W･セイヤーを隊長としたアメリカ

蝋鍾鱈盤ぞ職鯨｜
だが、7,620mで断念。

シシャパンマ(8,012m)

中国登山偵察隊は第一次から第三次まで

派遣され、第三次偵察隊では7,160mま

で到達する。

シシャパンマ(8,012m)初登頂。



1966年

1975年

1978年

1979年

1980年

1980年

1981年

中国登山隊（許競隊長ら195名）は、5

月2日に許競隊長以下10名が初登頂。

チョモランマ(8,848m)

中国登山合同訂||練隊（許競隊長）は、北1981年

東稜から8,100mまで到達。

チョモランマ(8,848m)

中国登山隊（史占春隊長ら46名）は、北

東稜から5月27日に9名が登頂。

チョモランマ(8,848m)

中国・イラン合同訓|練隊（デイザチ隊長

中国側王富洲隊長）は、北東稜から5月

21日に、7,500mまで到達。

チョモランマ(8,848m)

日本山岳会隊（斉藤惇生隊長ら9名）は

9月から10月にかけて翌年春の偵察とし

て北壁と北東稜を調べた。10月12日、ノ，

－ス・コルへのルートエ作中、6,850m

付近で雪板雪崩が発生し、高所協力員3

名がクレバスに埋没して行方不明となる。1981年

チョモランマ(8,848m)

・日本山岳会隊（渡辺兵力隊長ら39名）

は北東稜と北壁から挑み、それぞれ5月

3日（1名）と10日（2名）に登頂。5

月2日に北壁、7,900m地点で雪崩によ1982年

り宇部隊員が遭難。3月～5月。

・6月から8月にかけてR・メスナーは、

単独で北東稜から挑み、8月20日に登頂

した。

・プレ期にフランス隊（マルミエ隊長ら

4名）は、偵察に入り北東稜を7,000m

迄登る。

シシャパンマ(8,012m)

･プレ期にドイツ隊(M・アベライン隊

長ら9名）は、北東稜から挑み、5月7

日、4名が第二登を果す。

・ポスト期には、オーストリア隊(F･1982年

モラウエク隊長ら8名）が北東稜から挑

み、10月13日に2名登頂する。

チョモランマ(8,848m)1982年

・プレ期にフランス陸軍隊(P・アスト

ルグ隊長ら28名）は、北東稜からの通常

ルートに挑んだが8,550mで断念。

－112－

・ポスト期にアメリカ隊(R・ライカー‘

卜隊長）は、東壁（カンシュン・フェー

ス）から挑んだが6,750mで断念。

シシャパンマ(8,012m)

・う｡レ期に女子登塞クラブ隊（田部井淳

子隊長ら9名）は、北東稜（初登ルート）

に挑み、4月30日、田部井隊長と高所協

力員2名が登頂。

・日本の女子隊に引き続き、イタリア・

西ドイツ合同隊(R・メスナー隊長ら8

名）は、同ルートから5月28日に2名登

頂。

・ポスト期には2つのアメリカ隊が入山

したがいずれも失敗に終った。

この2つのパーティは、G・ローチ隊長

のパーティとチョモランマ東壁を断念し

たライカートら数名のパーティで、いず

れも悪天候に妨げられて断念。

モラメンチン(7,703m)

プレ期にニュージーランド隊(A・ブル

ックス隊長ら11名）は、北面ルートから

初登頂（5月28日に2名）さらに6名も

登頂。

チョモランマ（8,848m)

・プレ期にイギリス隊(C・ボニントン

隊長ら6名）は、北東稜の肩から派生す

る東北東稜ルートに挑んだが、8,200m

付近で2名が遭難し断念。

・同じプレ期にアメリカ・シアトル隊

(R･ウイッテカー隊長ら17名）は、北

壁のグラン・クーロヮールを目指した

が8,400mで断念。1名転落死亡する。

・ポスト期にはオランダ隊(A・F･ス

チュアート隊長ら16名）が北東稜に挑ん

だが、7,850mで断念。

チャンツェ(7,553m)

ポスト期にドイツ隊(E・ガイヤー隊長）

が東稜から初登頂。10月14日、5名登頂。

シシャパンマ(8,012m)

･う。レ期にイギリス隊(D・スコット隊

長ら3名）が南西壁を初登まし5月28日

に登頂。



1982年

1982年

1982年

1982年

1983年

・ポスト期には、高山研究所隊（原真隊

長ら7名）か北東稜から挑み10月10日、

12日の両日にわたって全員登頂（報道を

除く）

ポーロン・リ(7,292m)

プレ期に大分岳連隊（伊東享隊長ら14名）

が北東稜から挑んで初登頂（5月17日、

2名登頂）下山中に1名転落し行方不明

となる。

カンペンチン(7,281m)

プレ期に京都大学隊（近藤良雄隊長ら13

名）が東面から挑み、4月21日に8名が

初登頂。22日にも2名登頂。

ナムチャバ ルヮ(7,782m)1983年

・3月下旬～5月中旬にかけて曽曙生を

隊長とする中国登山隊は、ナムチャバル

ワの南稜、東稜、西稜、西壁にルートを

探り、南稜上の那木拉（ナムラ）に達す

る。

・中国登山隊と中国科学院は、ナムチャ

バルワ峰登山学術調査隊（第一次）を組1983年

織し、7月から10月にかけてナムチャバ

ルワ峰とその周辺の調査を行う。

チャンツェ(7,553m)

・ポスト期に西ドイツ隊（ハンスユルゲ1983年

ン・タウシャー隊長ら10名）は、東稜か

ら挑み10/14,16の2度(6名）にわたっ

て初登頂に成功。

チョモランマ(8,848m)1983年

・プレ期にチリ隊（ガストン・オヤルス

ン隊長ら12名）は、北東稜に挑んだが

8,300mのC7で断念。

隊員のジーノ・カザ､ソサは、5／14に

チャンツェに単独登頂（第2登）

・同じう。レ期にアメリカ隊（ロバート・

クレイグ隊長ら17名）は、中央ロンフッ

ク氷河から直接西稜の肩に続く{HI|稜にル1984年

一卜を取って西稜に挑んだが、8,000m

で断念。

・ポスト期にスペイン隊（コンラード・

ブランチ・フォルス隊長ら12名）は、北

東稜から挑んだｶﾇ8,400mで断念。

－113－

・ポスト期にフランス隊（ヤニ､ソク・セ｜

ニュール隊長ら12名、アメリカ人1名含

む）は、春のアメリカ隊と同じルートか

ら北壁のホーンバイン・クロワールを経

て北東稜への卜弓バースを試みたが、

8,200mの上で断念。

・ポスト期にアメリカ隊（ジェームズ・

モリシー隊長ら15名）は、カンシュン氷

河から東壁に挑み、10/8,9のアタックで

6名が登頂した。

・秋から冬にかけてカモシカ同人隊は(高

橋通子隊長ら18名）は、北壁からの冬期

登頂を目指したが8,100mで断念。

シシャパンマ(8,012m)

?辨雲黒撫:蔚鰔｜
面のﾉーﾏﾙﾙ-Mこ挑み4/29に’
3名が主峰に、1名が中央峰にそれぞれ

登頂した。フリッツ・ルフジンガー隊員

（62）が肺水腫で6,900m付近で死亡。

・ポスト期にアメリカ隊（グレン・ポー

ザ､ソク隊長ら11名）は、北面のノーマル

・ルートから挑み、9/30に隊長ら3名

が登頂。

ナムチャバルワ（7,782m)

・2月から4月にかけて中国の第二次ナ

ムチャバルヮ峰登山学術調査隊が派遣さ

れる。

ナムチャバルワ（7,782m)

・中国登山協会(CMA)は、84年春の

本隊に備えて偵察隊（王振華隊長）を派

遣し、南稜を試登した。同隊は、4/21に

ナイプン峰(7,043m)に7名が登頂。

・6月から9月にかけて中国の第三次ナ

ムチャバルワ峰登山学術調査隊が派遣さ

れる。

ナムチャバルワ(7,782m)

王振華隊長の率いる中国登山隊（26名）

が、3月から5月にかけてナイフ。ン峰経

由のルートに挑んだが、4月13日にナイ

プン峰に再度登頂したのみに終わる。当

初予定した南稜、東南稜は落石・雪崩の



1984年

1984年

1984年

1985年

1985年

1985年

危険が多くルートにならず、北西稜を

5,300m迄試登する。

チョモランマ(8,848m)

・プレ期にイギリス陸軍隊（ブロンコ・

レーン隊長ら14名）は、北壁を目指した

が雪崩に襲われて断念。

・同時期に北東稜に向かったアメリカ隊

（トム・フィッツサイモンズとグレ､ソグ

・トンフ･スンの率いる16名）は、8,600

mで断念。

・ポスト期にオーストラリア隊（ジョブ

・バートラム隊長ら5名）は、北壁のグ

レート・クロワールに挑み、10/3に登頂。

・同時期にアメリカ隊（ルー・ウィ､ソテ

カー隊長ら12名）は、チャン・ラから北1985年

東稜に取り付き7,300m地点からグレー

ト・クロヮールヘトラバースする80年の

メスナーと同様のルートをたどって10/201

に登頂。

シシヤパンマ(8,012m)|1985年

・プン期にアメリカ隊（ジョセフ・マー

フィ隊長ら9名）が、ノーマル・ルート

から登頂。

ナムナニ(7,694m)1985年

・日中合同隊（劉大義隊長ら20名）が、

北西面を偵察。

･HAJ西蔵遠征隊（山森欣一隊長ら81

雛志惑溺熊;雛|'鯛5“
西稜を偵察した。

※両隊ともカイラスー周を行った。，

ナムナニ(7,694m)11985年

日中合同隊（史占春総隊長ら日本側24名､：

中国側28名）は、北西面から5/25,28にI

初登頂に成功した。

チョー・オュー(8,021m)

中国隊が、5/1に北面ルートから登頂。

チョモランマ（8,848m)

プレ期にスコ､ソトランド隊（マルコム・

ダフ隊長ら12名）が、東北東稜を試みた

が、8,170mで断念。

・スペイン隊（アンヘル・マリア・アブ

－－114－

レホ隊長ら14名）は、北東稜から8/28に

登頂。同隊は、ネパールからシェルパを

同行した。

・ピェールとアニーのべガン夫妻（フラ

ンス）が、北壁に挑んだが8,200mで断

念。その後、北東稜に転進して登頂を試

みたが、8,000mで断念。

・ポスト期にUタン・クラブ隊（長谷川

恒男隊長ら11名）が、北壁と北東稜に挑

んだが、雪崩事故のため北東稜の8,200

mで断念した。

・秋から冬にかけて冬期登頂を目指した

カモシカ同人隊（高橋通子隊長ら12名）

は、今回も北壁の8,450mで断念。

ララガ・リ(6,671m)

シシャパンマの北西、カンペンチェンと

の間にある未踏峰に岩手医科大学隊（安

井豊隊長ら9名）が、北東稜から登頂を

目指したが、6,400mで断念。

クーラ・カンリ(7,554m)

86年春の本隊派遣を前に神戸大学は、4

月に偵察隊（緒方俊治隊長ら3名）を派

遣して北東面、西面、南面を偵察した。

ギャラ・ぺり(7,151m)

86年秋の本隊派遣を前にHAJ隊（山森

欣一隊長ら2名）が、9月から10月にか

けて西面を偵察した。

ニンチンカンサ(7,191m)

秋に大分県山岳連盟隊（伊東亨総指揮ら

13名）が、南西稜から初登頂を狙ったが、

6,600mで断念した。

シシャパンマ(8,012m)

スイス・オーストリア隊（マルクス・イ

､ソテン隊長ら9名）は、北東稜から9/14

に登頂。

(文責尾形好雄）



西蔵登山の和文参考資料一覧

(解放後に発表されたもの）

1）チョモランマ(Oomolangma)8,848m

1.チョモランマに立つ（日本山岳会隊・エベレ

スト中国ルート激闘全記録）読売新聞社昭

和55年6月25日1,000円

2.チョモランマ・チベット（日本山岳会珠穆朗

璃登山隊公式報告）講談社昭和56年11月10

B5,400円

3珠穆朗鴉登山1980(北壁及び北東稜の登塞）

「山岳75年」日本山岳会1980年12月1日

3,500円

4.みんなが頂上にいた（岡島成行）山と渓谷社

1983年2月1B1,900円

5雪煙をめざして（加藤保男）中央公論社昭

和57年11月15B1,200円

6果てしなき山行（尾崎隆）中央公論社昭

和58年7月20日1，200円

7.チョモランマ峰．美しい女神（王富州）「月

刊人民中国」1982年6月号200円

8珠穆朗砺峰(1979年チョモランマ偵察隊）横

山宏太郎「岳人393号」1980年3月号

9珠穆朗鴫峰登頂成功（江本嘉伸）「山と渓谷

513号」1980年8月号

10.レポート「チョモランマ」編集部「岩と雪77

号」昭和55年10月

11絶頂への道・チョモランマ単独無酸素登頂

（ラインホルト・メスナー）「山と渓谷520

号」1981年1月号

12.エベレストに秘められた（ラルフ・パーカー）

「山と渓谷522号＆523号」1981年3&4月

号

13.チベット北壁隊・苦闘の90B(カモシカ同人）

「山と渓谷571号」1984年4月号

14.チョモランマ北壁への戦い上・下（長谷川
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昌美）「山と渓谷597&600号」1985年11月

号＆1986年1月号

15.冬季・チョモランマ北壁(Topics)「山と渓

谷598号」1985年12月号

16チョモランマ単独行（ラインホルト・メスナ

ー）山と渓谷社1985年4月10B2,200円

17・エベレスト物語「岩と雪97号」昭和58年8月

号

18カモシカ同人隊、チョモランマ北壁撤退「山

と渓谷602号」1986年3月号

19魔頂チョモランマ（今井通子）朝日新聞社

1986年8月1,300円

2）シシヤパンマ(Xixabngm)8,012m

lシシャパンマ1981年・春（日本女子登山隊の

記録）女子登肇クラブ1981年9月2，200円

2女たちの山（シシャパンマに挑んだ9人の決

算）落合誓子山と渓谷社昭和57年12月10

B980円

3.シシャパンマ峰・氷美の世界（張俊岩）「月

刊人民中国」1983年1月号

4女だけのシシャパンマ（北村節子）「山と渓

谷521号」1981年2月号

5手記・私ひとりのシシャパンマ（田部井淳子）

「山と渓谷531号」1981年8月号

6麗峰シシャパンマに立つ（北村節子）「山と

渓谷531号」1981年8月号

7改造人間シシャパンマと戦う（悪天に阻まれ

た速攻登山」原真「岳人427号」1983年

1月号

8.ドキュメント「速攻登山」（加藤幹敏・原真）

「東京新聞出版局」1984年3月2,200円

9現代ヒマラヤ登肇史（編集部）「岩と雪111

号」昭和60年8月号



3）ナムチャバルワ(Namchabarwa)7,782m

＆ギャラ・くり(GyalaPeri)7,151m

1.ナムチャバルワ（水野勉）「ヒマラヤ128号」

1982年7月号

2.ナムチャバルワ峰登頂を目指して（李野平）

「岳人451号」1985年1月号

3.ナムチャバルワ（伊東亨）「山と渓谷597号」

1985年11月号

4.7,000mの未踏峰をめざして（ギャラ・ぺり

偵察）「岳人463号」1986年1月号

5.最高峰ナムチャバルワとヤル・ツァンポー大

屈曲点周辺の山々（山森欣一）「岳人464号」

1986年2月号

6秘峰ギャラ・ペリ偵察1985「ヒマラヤ170号」

1986年1月号

7東チベットの大湾曲部と幻の高峰（山森欣一）

「山と渓谷601号」1986年2月号

8.ギャラ・ぺりとナムチャバルワ(伊東亨）「岳

人464号」1986年2月号

9謎の大河にそびえる幻の高峰「ギャラ・ぺり」

（日本ヒマラヤ協会隊）「山と渓谷618号」

1987年2月号

10加拉白里登山計画「ヒマラヤ179号」1986年

10月号

11謎の河の白い頂(HAJギャラ・ぺり登山隊）

「ヒマラヤ183号」1987年2月号

12チベ･ソトの秘峰・南迦巴瓦峰（王振華）「ヒ

マラヤ184号」1987年3月号

13.ヤルツァンポ河大湾曲部探査（楊逸晴、丘睦

美訳）「ヒマラヤ94号」1979年9月号

4）ナムナニ(Namunani)7,694m&カン・リン

ポチェ(KangRimpoche)6,656m

1.未踏の山・辺境の山第5回「カイラス」（加

藤洋）「岳人409号」1981年7月号

2納木那尼峰（日中友好納木那尼合同登山隊）

「岳人447号」l肥4年9月号

3西チベットの未踏峰ナムナニに照準「岳人

447号」1984年9月号

4聖地巡礼カイラスの旅「ヒマラヤ155号」

1984年10月号

5.チャンタン高原から聖地巡礼の旅（山森欣一）

「ヒマラヤ156号」1984年11月号
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6チャンタン高原と聖地巡礼（山森欣一）「岳

人450号」1984年12月号

7.神の山カイラス（五百沢智也）「山と渓谷

583号」1985年1月号

8風雪は人を磨く（李野平）「岳人464号」

1986年2月号

9.日中合同納木那尼峰先遣隊1984報告書日中

友好納木那尼峰合同登山隊

10.ナムナニ（日中友好納木那尼峰合同登山隊）

毎日新聞社1986年6月6,900円

11聖山巡礼（玉村和彦）山と渓谷社1987年

5月1,800円

12聖地巡礼とナムナニ峰偵察・1984年「年報

･HIMALAYA3号」日本ヒマラヤ協会

1986年9月15B

5）クーラ・カンリ(Kulakangri)7,554m、

カルジヤン(Karjiang)7,216m

1.天帝の峰クーラ・カンリを目指して（長谷川

浩）「岳人464号」1986年2月号

2微笑んだ「天帝の峰」クーラ・カンリ「山と

渓谷610号」1986年8月号

3.クーラ・カンリ初登頂一そして東チベ､ソトか

ら成都へ初横断一（神戸大学西蔵学術登山隊）

「岳人472号」1986年10月号

4神領の峰へ(HAJカルジャン登山隊）「ヒ

マラヤ179号」1986年10月号

5烈風の頂へ一乍熱彊峰初登頂の記録一「ヒ

マラヤ182号」1987年1月号

6）カン・ペン・チン(CanBenChen)7,281

m&ポーロン・リ(PorongRi)7,292m

1.カンペンチン（京都大学学士山岳会）毎日新

聞社昭和58年7月5日6,700円

2チベ,ソト旅情（カンペンチン初登頂）斉藤清
フヨウ

明芙蓉書房昭和58年7月15日1,500円

3.チベットをゆく京都大学学士山岳会（カンペ

ンチン登頂と学術調査82，3～5）レポーター

永田秀樹「岳人421号」1982年7月号

4.DerBergmorgen3号（故和田実君追悼号

PorongRi報告）大分R.C.C.昭和58年5月

17B

5.カンペンチン（森本陸世）「山岳第78年」日

本山岳会1983年12月3,000円



6.ポーロン・リ登頂（梅木秀徳）「山岳第78年」

日本山岳会1983年12月3,000円

7.チベット高原学術登山隊1982概要報告書京

都大学学士山岳会

7）チョー・オュー(ChoOyu)8,201m、チョ

ー・ウィ(ChoAui)7,354m、ラプチェ・カ

ン(LabucheKang)7,367m

l卓奥友峰登頂（張俊岩・成天亮）「ヒマラヤ

177号」1986年8月号

2.赤烏衣登山計画「ヒマラヤ179号･」1986年10

月号

3拉普契干峰偵察報告「ヒマラヤ181号」1986

年12月号

4.赤烏衣登山報告「ヒマラヤ182号」1987年1

月号

5端正な未踏峰チョー・ウィ登頂（日本ヒマラ

ヤ協会隊）「岳人476号」1987年2月号

6.赤烏衣登山報告書（日本ヒマラヤ協会チョー

・アウィ登山隊1986年実行委員会）1986年11

月15日

8）ニェンチェンタングラ(Nyainqentanglha)

7,162m

l東北大学日中友好西蔵学術登山隊報告書（東

北大学日中友好西蔵学術登山隊実行委員会）

1986年9月

9）ニンチンカンサ(NingchinKangsha)7,191

m

’第2次チベット・ヒマラヤ登山隊報告書

ニンチンカンサ登山隊・東チベ･ソト踏査隊

1985大分県山岳連盟（松元徹編）大分県山岳

連盟1986年12月1,800円

10)チヤンツエ(Zhangzi)7,553m

lチベ､ソト友誼の華長存-1986年チャンッェ峰

合同登山研修隊報告書一（第6次日中合同登

山技術研修会）1986年8月24日

(その他）

l中国の高峰中国登山協会監修東京新聞出

版局昭和56年1月29B2,000円

2.中国登山ハンドブック（未知、秘境、未踏の

山総ガイド）上越山岳協会ベースボールマ

ガジン社1981年1,800円
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3.中国の山へのアプローチ（阿部淳）「ヒマラ

ヤ104号」1980年6月号

4世界のアルピニストがねらう中国の山々（王

鳳桐）「月刊人民中国」1982年5月号

5開かれた中国の高峰「岳人400号」1980年10

月号

6.中国登山しギュレーション全文対訳「岩と雪

75号」

7中国にくる外国の登山団体・登山旅行団の費

用徴収についての規則「岳人409号」1981年

7月号

8進む中国奥地の山岳研究（渡辺義一郎）「岳

人415号」1982年1月号

9.チベット南東部の氷河（鄭本興）「岩と雪80

号」

10束チベット紀行（ドウオグ村の人とその暮し）

江本嘉伸「山と渓谷560号」1983年7月号

11.中国登山協会一行来日「岩と雪98号」

12.これからの中国登山「ヒマラヤ142号」1983

年9月号

13中国登山研究「ヒマラヤ142号」

14.チベットおよびその付近の山々（フランク・

ブースマン／水野勉・訳）「山岳第78年」日

本山岳会1983年12月1B3,500円

15.ルンタの秘境（江本嘉伸）光文社1984年4

月30B980円

16西蔵・聖地カイラス巡礼(NHK取材班）日

本放送出版協会昭和60年6月1B1,700円

17.中国大陸・下巻天壌無限（白川義員）小学

館28,000円

18.氷山雪嶺二千年（周正）潭佐強／田川常雄・

訳ベースボールマガジン社1985年3月10

日2，200円

19天上の道一憧慢のラサヘ（トーマス・レイヤ

ード）「山と渓谷597号」1985年11月号

20.中国西域紀行（風見武秀）「岳人460号1

1985年10月号

21初のヒマラヤ横断1,000km(山里寿男）「岳

人461号」1985年11月号

22.チベット研究文献目録「日本文・中国文篇」

1887年～1977年（貞兼綾子編）亜細亜大学ア

ジア研究所昭和57年4月10B6,500円



23.ヒマラヤ文献目録（薬師義美編）白水社

1984年1月25日19，000円

24.ラサヘのあこがれ(D.レイフィールド著、水

野勉訳）日本山書の会1985年11月4,500円

25憧撮の中国、西遊の7,000km「山と渓谷611

号」1986年9月号

26.チベ､ソトおよびその付近の山々補遺（水野勉）

「山岳第80年」日本山岳会1985年12月20B

3,500円

27.ヒマラヤ文献通遥（水野勉）鹿鳴荘1986年

3月18,000円

28世界無銭旅行者・矢島保治郎（浅田晃彦）

筑摩書房1986年6月1,600円

29.中国登山研究会（日本ヒマラヤ協会）「ヒマ

ラヤ174号」1986年5月号

30.中国登山の和文参考資料一覧（日本ヒマラヤ

協会）「ヒマラヤ175号」1986年6月号

31躍進するチベ,ソト登山協会（山森欣一）「ヒ

マラヤ176号」1986年7月号

32.中国登山研究会「ヒマラヤ184号」1987年3

月号500円

33.チベットの秘峰・チョモラーリ（張俊岩）

「ヒマラヤ184号」1987年3月号

34中国の費用徴収規定(1987年1月発効）「ヒ

マラヤ186号」1987年5月号

35.東チベ､ソト紀行(E・タイクマン、水野勉訳）

白水社1986年7月5日2，200円

36.チベ,ソトわが祖国－ダライ・ラマ自叙伝一

（木村肥佐生訳）亜細亜大学アジア研究所

1986年1月15B1,800円

37.チベ"，卜入門（ペマ・ギャルポ）日中出版

1銘7年1月25B1,800円

38中国とたたかったチベ､ソト人(J・ノルブ編

著、ペマ・ギャルポ／三浦順子共訳）日中出

版1987年1月25B1,800円

39.入蔵日誌（矢島保治郎）チベット文化研究所

1983年1月22日1,800円

40.チベットの都・ラサ案内（金子英一）平河出

版社1982年6月20B2,700円

41.チベ､ソトの七年（ハインリヒ・ハラー、福田

宏年訳）白水社1981年9月25B3,500円

42.チベットの旅（中国人民美術出版社編）美乃

－－118－

美1981年5月20日1,500円

43.チベット（多田等観）岩波書店1982年

800円

44.チベット紀行(NHK取材班）日本放送出版

協会1982年1,500円

45.チベット放浪（藤原新也）朝日新聞社1982

年900円

46.写真集チベ､ソト（ユーゴスラヴィア・レビ

ュー社／中国上海美術出版社）ベースボール

・マガジン社1982年9,800円

47.チベット（篠山紀信）朝日新聞社1982年

6，000円

48.チベット潜行十年中公文書（木村肥佐生）

中央公論社1982年400円

49チベット滞在記（多田等観・牧野文子編）白

水社1984年1,800円

50.女性大使チベットを行く（劉曼卿著／岡崎俊

夫・松枝茂夫共訳）白水社1986年8月30B

2,200円

※以上の文献は、比較的入手し易いものをまとめ

てみました。



ギャラ・ペリ周辺のチベット語

(1985年9月、主にヤル・ツァンポー左岸で聞き取-つたもの：山森）

犬 チ

帽子ボート

眼鏡ミシ

ト ランプﾀｸｼ

指ズゴ

頭コ

ナイフテッレッ（テップチ）

ローソクラ

乳ババ

ロ笛スイジュンビ

熊ドン

挟みジャンツェ

髪の毛シタ

ーL旦

幽 ソ

上着テドン

目メイ

ピューマチェ（チ）

お盆デゼ

夏天ヤシ

薬シダ ム

舌チェッ

喉ミッパ（オ ン ビ ）

鶏ジャ ポ

金玉 ジェ

さいころ振りゲームショ

*何処にもなまっているのがいますので、そのへんを考盧してください。
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烏打ち帽子

靴下

時計

手
足
刀

マッチ

手拭

肩

股引き

豚

ﾉミンド

カセット

唇
鼻
耳

力､ソフ

ペフマット

首

顎ひけ

爪
靴
猿

ラジカセ

水鉄砲状の遊び具

オシャ

ワッツ

チュツェ

ラッノf

コンパ（カンパ〕

ツウコ

ラクタ

ラリ

パタ

カマママ

(ラ）パ

ケラ

ツディ

チュボン

ナクン（ナゴン）

ナァ

ポロ

ディン（デン）

シンノミ

オゾン

セモン

ノ、ンム

ピュー

ツデッ

ロ（ル）



協力者名簿
一
一

此の度の本登山隊の派遣につきましては、多くの方々より物心両面にわたる御援助・御協力を賜りまし

た。ここに心より厚く御礼申し上げます。

たいへんありがとうございました。

（ア行）

㈱ICI石井スポーツ

㈱栄太楼総本舗

大塚岩生

大西保

（力行）

神長幹雄

キ､ソコーマン㈱

㈱木村コーヒー

近喰司

（ サ 行 ）

在日中国大使館

在中日本大使館

山陽スコ､ソト㈱

塩田純一

昭和マツタカ㈱

白西紳一郎

菅沼勲

杉本忠男

鈴木雄一

セメダイン㈱

（タ行）

太陽工業㈱

㈲ダ・ソクス

西蔵国際体育旅遊公司

西蔵登山協会

中国登山協会

出口當

東海漬物製造㈱

㈱トーモク

東し㈱

（ ナ 行 ）

二､ソカウヰスキー㈱

(袖日中協会

日本アラジンインターナショナル㈱

日本エフ・デイ㈱

日本紅茶㈱

日本タ､ソパウェア㈱

日本ポラロイド㈱

（ハ行）

ハウス食品工業㈱

日立マクセル㈱

富士写真フィルム㈱

藤森工業㈱

ほてい缶詰㈱
／／一、

（マ何ノ

松田研一

ミヤコ・スポーツ㈱

宮崎久夫

明星食品㈱

村松昭

明治大学炉辺会

名放ツーリスト㈱

（ヤ行）

八重洲無線㈱

矢崎化工㈱

山と渓谷社

（ラ行）

リ ー ベ ル マ ン ・ ウ ェ ル シ ュ リ ー



編集後記

1986年の秋は、当初、ブータンのガンケル．プンスムヘ出かける予定であっ

た。少数精鋭のチームで前年の雪辱を果すべく準備を進めていたが、ブータン

政府の7名以上のグループでないと許可出来ないと云う規則に阻まれ、86年秋

のガンケルは見送らざるを得なくなったo6月にガンケル隊の派遣断念が正式

に決定した後、急速、ギャラ・ぺりへ向うことになった。すっかりレールの引

かれたところへ途中から参加することは、非常に心苦しく申し訳ない気持で一

杯であった。然し、ヒマラヤの未踏峰に憧れる者にとってヤル．ツァンポーの

大湾曲部に聟えるナムチャバルワとギャラ・ペリは、まさに垂誕の未踏峰であ

り、この2つの玉峰を前にしては逢巡する気持も吹き飛んでしまい、不遜なが

らこの千載一遇の機会に参加させて頂いた。

約3ヶ月間に及んだ東チベットの山旅は、振り返えると苦しくも楽しい想い

出で一杯であるO特に道なき道を切り開きながら進んだアプローチなどは久し

く忘れていた喜びを思い出させてくれた。ギャラ．ぺりは、洋菓子の甘さとは

一味違う、あのドテッとした館子のような甘さの山だった。

一日も早くお世話になった方々に登山隊の模様をお伝いすべく報告書の発行

準備に取りかかったか、毎度の事ながら夢に喰われる時間が多く、すっかり遅

くなってしまった。

当初の構想とは大きくかけ離れ、拙い報告書となってしまったが、我々の行

動の軌跡とナムチャバルワにかける飽くなき熱望を汲みとって貰えれば有難い。

最後に中文サマリーを心良くお引き受け下さった中国人留学生の楊玉明氏と

「山と渓谷」のカラーグラビアをご提供下さった山と渓谷社に深甚の謝意を申

し上げます。唯、巻末のページは版形の違うものを製本したため、文章の断ち

切りなど読みにくい点がでました。カラー写真だけでも見て貰えれば幸甚に存

じ ます。（尾形）

－謎の河の秘峰一

ギャラ・ペリ

昭和62年9月1日発行

発行人HAJギャラ・ぺり登山隊
1986年

編集人尾形好雄

発行所日本ヒマラヤ協会

〒160東京都新宿区高田馬場3-23-1

淀橋食糧ビル506号

麓03－367－8521
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男

東チベットの山々力現われる

ゼブラ岩のナイフリッジで

．守詫
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堂F勲
寺虐露鷺
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町
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町
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卿‘
崎

鱗

議
詞霊Fず

担
謹
《
》
室
評
凸
宰
？
鐸
誇
ゞ

琴
唯
一
《
、
。
｝
四
口
孟

鐸
島掌

へ

弐

三

篭
ま

11時間の苦闘の末、ついに登丁！

~マ
Ⅱ
肌
旧
０
１
斗
Ｊ
一
司
可
ノ
■
１
０
「
も
〃
０
二
Ｊ
ロ

登
準
隊
長
Ｉ
尾
形
好
雄

隊
員
Ｉ
太
田
健
、
橋
本
康
弘
、
今
村
裕
隆
、
藤
原
拓
夫

1

初登頂を終え、C2からClのやせた雪稜を下る緊張の瞬間
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閥
急

猛▼
》
‐
宰
趨
塞

顯
〆

穏》》
廸

壬
４
乱
尹
品

画

１
型

蕊
■倹

齢

磯，
jL

晶苧,

噌一諒壌謬一‘司画JL－－

潔噂

L

幸鼻且

識

漁
鍼

心

臨
蝉
鏡

澱無
聯'･‘i

認
2．帝.、
．-歩劃

認i〃F
写v

建議

ぺりに隣接したセンダムンプーの黎明。ようやく好天が訪れてきたよ
ボ
ー
の
流
れ
が
傭
嗽
で
き
る
。

。
南
稜
上
に
出
る
と
、
ル
ー
ト
は
そ
れ
ま
で
の

》
や
せ
た
稜
線
と
は
対
照
的
に
幅
広
い
雪
壁
と
な

雲
王
っ
て
、
頂
上
ま
で
急
峻
に
せ
り
上
が
る
よ
う
に

坐
な
る
。
巨
大
な
氷
崖
や
ク
レ
バ
ス
帯
が
新
た
な

壷
障
害
と
し
て
立
ち
は
だ
か
り
、
ル
ー
ト
・
フ
ァ

セ
ィ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
苦
労
さ
せ
ら
れ
る
。

唾
入
山
以
米
、
ほ
と
ん
ど
太
陽
を
見
る
こ
と
の

犀
な
い
亜
芙
候
の
連
続
で
あ
っ
た
が
、
十
月
も
下

（
旬
に
な
っ
て
よ
う
や
く
好
天
が
訪
れ
た
。
風
が

⑥
匙

》
日
増
し
に
冷
た
く
感
じ
ら
れ
る
な
か
で
、
十
九

ラ
日
に
Ｃ
３
（
六
三
○
○
Ｍ
）
、
二
十
一
日
に
Ｃ
４

つ
卜

ナ
イ
フ
リ
ッ
ジ
上
に
Ｃ
ｌ
（
五
○
○
○
断
）
を
没

け
た
の
は
十
月
三
日
で
あ
っ
た
。

Ｃ
ｌ
の
上
部
は
、
雪
と
岩
の
ミ
ッ
ク
ス
し
た

ナ
イ
フ
リ
ッ
ジ
か
ら
や
せ
た
雪
稜
へ
と
続
き
、

さ
ら
に
〃
ゼ
ブ
ラ
岩
″
と
名
づ
け
た
急
峻
な
雪

壁
を
登
っ
て
ス
ノ
ー
ド
ー
ム
ヘ
と
上
が
る
。
十

一
日
、
ス
ノ
ー
ド
ー
ム
を
越
え
た
コ
ル
状
の
所

に
Ｃ
２
（
五
六
万
○
Ｕ
を
設
営
○

翌
十
二
日
、
商
度
約
六
○
○
○
脚
地
点
で
待

望
の
南
稜
に
飛
び
出
す
。
一
気
に
三
○
○
○
脚

以
上
も
切
れ
落
ち
た
眼
下
に
は
、
ヤ
ル
ッ
ァ
ン

一
〆

I

領 ｊ
や
り
凸
乃
◇
ユ
藍
■

、
あ

砧

ｵ

』

お
お
わ
れ
て
し
ま
い
、
膝
上
の
深
い
ラ
ッ
セ
ル

を
強
い
ら
れ
る
。
こ
の
た
め
、
予
想
以
上
に
時

間
が
か
か
り
、
頂
上
岩
壁
の
基
部
に
到
達
し
た

の
は
一
五
時
で
あ
っ
た
。
頂
上
稜
線
直
下
で
は

ア
ク
ロ
バ
テ
ィ
ッ
ク
な
登
琴
を
強
い
ら
れ
る
な

ど
、
最
後
の
最
後
ま
で
苦
し
め
ら
れ
た
が
、
一

一
時
間
の
苦
闘
の
末
、
一
六
時
五
五
分
に
ギ
ャ

ラ
・
ぺ
り
の
白
い
頂
は
、
わ
れ
わ
れ
の
足
も
と

と
な
っ
た
。
ま
さ
に
今
回
の
登
山
の
苦
闘
を
象

徴
す
る
よ
う
な
ギ
リ
ギ
リ
の
登
頂
で
あ
っ
た
。

こ
う
し
て
ギ
ャ
ラ
・
ペ
リ
の
初
登
頂
を
得
た

わ
れ
わ
れ
は
、
吋
阜
に
そ
び
え
る
ナ
ム
チ
ャ
ベ

Ｂ
Ｃ
で
の
休
養
の
の
ち
、
二
十
九
日
、
第
一

次
隊
の
尾
形
、
橋
本
、
今
村
が
ア
タ
ッ
ク
し
た

が
、
悪
天
に
阻
ま
れ
て
約
七
○
○
○
Ｍ
で
断
念
。

翌
日
、
第
二
次
隊
の
飛
田
、
太
田
、
藤
原
が
頂

上
に
向
か
っ
た
が
、
や
は
り
天
候
悪
く
、
一
次

隊
と
ほ
ぼ
同
じ
地
点
で
引
き
返
し
た
。

二
度
に
わ
た
る
失
敗
の
の
ち
、
三
十
一
冊
、

尾
形
、
橋
本
、
今
村
が
再
度
ア
タ
ッ
ク
す
る
。

三
次
隊
は
Ｃ
３
か
ら
の
ア
タ
ッ
ク
と
な
り
、
頂

上
ま
で
の
高
度
差
は
約
九
○
○
肘
と
な
っ
た
。

二
日
間
の
悪
天
で
、
頂
上
へ
の
雪
壁
は
新
雪
で

雪丑

1

ス
凸

霊

』

､p/

ソァンボーの流れを眼下に見ながら、登高力続く。苦しい登りだ



ラ・ペリ西壁の全容。ルートは右手岩稜から南稜へ上がる

弓
一
／
町
１
品
。
ｊ
弓
Ｊ
１
・
‐
ご
■

ｌ
Ｆ
ｂ
ｐ
二
勺
Ⅱ
Ｉ

試
登
は
お
ろ
か
全
容
写
真
す
ら
ほ
と
ん
叩

ど
な
い
ま
ま
、
深
い
ベ
ー
ル
に
お
お
わ
５
‐

れ
て
き
た
秘
峰
で
あ
る
。
０
．

日
本
ヒ
マ
ラ
ヤ
協
会
（
Ｈ
Ａ
Ｊ
）
で
は
、

小
川
歌
山
協
会
お
よ
び
川
戯
薙
山
協
会
《
鈴

と
の
継
続
折
衝
を
経
て
、
こ
の
秘
峰
の
た
ん

登
山
許
可
を
取
得
し
た
。
こ
の
許
可
を

得
て
一
九
八
五
年
九
月
か
ら
十
月
に
か

け
て
偵
察
隊
を
派
遣
し
、
同
峰
の
南
西

伽
を
つ
ぶ
さ
に
観
察
し
て
貴
重
な
写
真

を
持
ち
帰
っ
て
き
た
（
本
態
八
六
年
二

Ⅱ
号
描
城
）
。

＊
一
九
八
六
年
九
月
四
日
、
わ
れ
わ
れ
Ｉ

は
ほ
か
の
三
つ
の
Ｈ
Ａ
Ｊ
隊
と
と
も
に
チ
ベ
ッ

ト
の
ラ
サ
ヘ
入
っ
た
。
ラ
サ
で
出
発
準
備
の
の

ち
、
八
日
、
中
岡
側
協
力
貝
三
人
と
と
も
に
ジ

ー
プ
、
ト
ラ
ッ
ク
で
キ
ャ
ラ
バ
ン
の
ス
タ
ー
ト

地
で
あ
る
米
林
県
の
ぺ
へ
向
か
っ
た
。

ラ
サ
か
ら
車
で
二
Ⅱ
間
、
東
へ
五
○
○
キ
ロ
も

行
く
と
、
こ
こ
も
同
じ
チ
ベ
ッ
ト
か
と
思
う
ほ

ど
緑
濃
い
景
観
と
な
る
。

十
一
日
、
キ
ャ
ラ
バ
ン
開
始
。
ペ
村
の
下
流

で
ヤ
ル
ッ
ァ
ン
ポ
ー
を
渡
河
し
、
左
岸
の
道
を

た
ど
る
。
左
岸
の
道
は
、
チ
ュ
ベ
と
い
う
最
奥

の
部
落
二
軒
家
）
を
過
ぎ
る
と
か
す
か
な
踏
み

跡
程
度
に
な
っ
て
し
ま
う
。
連
Ｒ
う
ん
ざ
り
す

る
ほ
ど
の
雨
に
た
た
か
れ
な
が
ら
、
け
も
の
道

の
よ
う
な
踏
み
跡
を
伐
り
開
き
の
ナ
タ
を
振
り

な
が
ら
進
む
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
こ
れ
ま
で
、
ど

こ
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
で
も
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
ひ

ど
い
も
の
で
あ
っ
た
。

十
五
日
、
ヤ
ル
ッ
ァ
ン
ポ
ー
河
か
ら
離
れ
て

ギ
ャ
ラ
・
ペ
リ
氷
河
へ
と
入
る
。
氷
河
舌
喘
に

あ
る
イ
ン
ゼ
ル
の
対
岸
ま
で
達
し
た
が
、
手
前

の
激
流
を
渡
る
こ
と
が
で
き
ず
、
こ
の
河
原
に

隊
荷
を
集
結
す
る
ハ
メ
に
な
る
。
翌
日
、
こ
の

激
流
に
橋
を
か
け
て
渡
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
も

の
の
、
ポ
ー
タ
ー
に
帰
ら
れ
て
し
ま
っ
た
あ
と

で
は
こ
の
地
を
Ｂ
Ｃ
（
三
二
○
○
牌
）
に
せ
ざ
る

や
巨
守
妬
小
い
つ
Ｌ
」
。
こ
ｈ
心
汽
Ｌ
Ｂ
（
）
小
生
署
１
Ｌ
王
卜
手
ｈ
ソ
三
一

予
定
ど
お
り
ギ
ャ
ラ
・
ぺ
り
氷
河
左
岸
の
長
大

な
モ
レ
ー
ン
稜
の
最
上
部
（
四
二
○
○
牌
）
に
設

営
し
た
。

Ａ
Ｂ
Ｃ
へ
の
荷
上
げ
が
ほ
ぼ
完
了
し
た
の
ち
、

二
十
六
日
か
ら
高
所
へ
の
登
山
活
動
に
入
っ
た
。

当
初
の
計
画
で
は
、
西
壁
の
頂
上
寄
り
に
突

き
上
げ
る
器
稜
を
ル
ー
ト
に
予
定
し
て
い
た
が
、

ル
ー
ト
エ
作
に
向
か
っ
た
初
Ⅱ
に
雪
崩
の
洗
礼

を
受
け
、
早
々
に
あ
き
ら
め
る
。
西
壁
内
は
、

ひ
と
た
び
雪
が
降
れ
ば
雪
崩
の
オ
ン
パ
レ
ー
ド

と
な
り
、
と
て
も
恐
ろ
し
く
て
近
づ
け
な
か
っ

た
。
ち
な
み
に
十
月
十
二
日
の
深
夜
に
発
生
し

た
大
雪
崩
は
、
そ
の
爆
風
で
Ａ
Ｂ
Ｃ
の
テ
ン
ト

を
一
○
○
Ｍ
も
下
方
へ
吹
き
飛
ば
し
た
。
テ
ン

ト
に
は
、
幸
い
だ
れ
も
い
な
か
っ
た
の
で
、
重

大
事
故
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。

借
．
可
、
ル
ー
ト
臥
画
笠
、
右
喘
を
承
ど
る
長

ギャラ･くり

／BCへ



喝
埆

柵

竜
貴司

弘
聰

評
手
ト
壼
気
１
２

圭
制
也
寸
も
オ
ョ
音

盈
皆
舜

三

二

且

ヤ ラ ペリ上部まで登ると、ツァンポーの対岸にナムチヤバルワが大きくそびえる

日
本
ヒ
マ
ラ
ヤ
協
会
ギ
ャ
ラ
・
・
ヘ
リ
登
山
隊
の
記
録
か
ら

戸
書
舂
文
Ｉ
尾
形
好
雄

工
と
Ｏ
ざ
害
シ
帛
乙
実
需
ロ
ヨ
○
Ｚ
お
ぎ

謎
の
大
河
に

幻
の
高
峰

チ
ベ
ッ
ト
の
西
部
、
聖
地
マ
ナ
サ
ロ
ワ
ー
ル

湖
の
近
く
に
源
を
発
し
た
ヤ
ル
ッ
ァ
ン
ポ
ー
河

は
、
チ
ベ
ッ
ト
高
原
を
約
一
五
○
○
キ
ロ
束
流
し

た
の
ち
、
突
然
流
れ
を
南
西
に
転
じ
て
大
ヒ
マ

ラ
ヤ
主
脈
を
貫
き
、
そ
の
名
を
ブ
ラ
マ
プ
ト
ラ

河
と
変
え
て
イ
ン
ド
の
ア
ッ
サ
ム
平
原
へ
と
流

れ
落
ち
、
や
が
て
ベ
ン
ガ
ル
湾
へ
と
注
ぐ
。

こ
の
「
グ
レ
ー
ト
・
ベ
ン
ト
」
と
称
さ
れ
る

大
湾
曲
部
で
、
ヤ
ル
ッ
ァ
ン
ポ
ー
河
は
、
世
界

ソァンポーを渡河し、左岸沿いの道をティンペ村ﾊ､と向かう

一
フ
軋

川
）
と
幻
の
高
峰
ギ
ャ
ラ
・
ペ
リ
（
七
一
五
一

Ｍ
）
の
間
を
断
ち
切
る
、
深
さ
五
○
○
○
Ｍ
近

い
大
峡
谷
を
成
し
て
い
る
。
こ
の
天
険
の
関
門

に
よ
っ
て
、
ヤ
ル
ッ
ァ
ン
ポ
ー
と
ブ
ラ
マ
プ
ト

ラ
の
つ
な
が
り
部
分
は
長
い
間
解
明
さ
れ
ず
、

こ
の
両
大
河
が
同
じ
河
な
の
か
ど
う
か
、
前
世

紀
ま
で
は
〃
謎
″
と
さ
れ
て
い
た
。

ギ
ャ
ラ
・
ぺ
り
は
こ
の
大
湾
曲
部
の
北
側
に

位
置
す
る
高
峰
で
あ
る
が
、
対
岸
に
そ
び
え
る

麦
え
つ
。

BCに集まった大勢のポーターたちとともに
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